



























































Ｃクレイドルｔ・トウー・ザＧ・グレイヴ ─ゼロから育てる電脳少女─
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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優やさしい力が瓶びんに音を立てさせる。濁にごっては又また澄すんで来る。もう出来るのだ。小さい、可哀かわいらしい人間が、優しい姿をして動いている。此この上うえ我われ々われも何を望もう。

此上世界にもなんの望があろう。秘密は白日の下に曝ばく露ろせられてしまった。

あの声に耳を傾かたむけて御ご覧らんなさい。

あれが人の声になります。言語になります。


（『ファウスト』　森もり鷗おう外がい訳）　















　月が。

　ふっ、と。

　影かげに包まれた。

　反射的に、跳とび退すさる。

　バックステップ。一回、二回、──

　三回目の着地をする瞬しゆん前ぜん、影の主が轟ごう音おんとともに舞まい降りた。




　衝しよう撃げき。




　なんとか踏ふみ潰つぶされずには済んだものの、巨きよ体たいの落下に地面が揺ゆらぎ、たたらを踏んでさらに後退してしまう。

　舌打ちして、自分を圧殺し損そこねた相手を見やる。

　──全長五メートルにもなんなんとする怪かい鳥ちようが、蒼あお白じろい月を背に、地べたを這はい回る獲え物ものを見下ろしていた。頭の真ん中でぐろりと光る、一つっきりの目玉で見下ろしていた。

　異形。

　上半身は目玉とサイズを度外視すればただの鳥なのだが、腰こしから下は鎧よろいのような甲こう殻かくに覆おおわれている。あれでは、足あし下もとへの攻こう撃げきはほとんど弾はじかれてしまうだろう。

『空の瓦が礫れきメガロエイヴィス』

　今夜の、標的だ。

　小こ勢ぜいで、東部の草原を歩いていると襲おそってくる──ここまでは事前の情報通りだった。少年は緊きん張ちように息を吞のんで、腰の鞘さやから片スク刃ラマサ剣クスを抜ぬき放った。

　後は作戦通りに──

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　踏み出しかけたところで声をかけられ、つんのめる。近くの茂しげみに隠かくれている仲間だ。

　確かにさっきの回かい避ひは際きわどかった。心配してくれるのはありがたい。が、

「バカ！　大声を出すな！」

　叫さけび返すしかない。案の定、仲間の声に反応した怪鳥が地面を蹴ける。

　飛んではいないが、飛ぶように、跳んだ。

　ぶわり、と。

　大きく。とにかく大きく。

　巨大な質量に見合った脚きやく力りよくは十数メートルの距きよ離りを一気に詰つめ、新たな標的に肉にく迫はくする。

「ぅひゃあっ!?」

　いささかはしたない悲鳴とともに、あわてて茂みから飛び出してきたのは少女だった。はためく金きん髪ぱつを抱だき締しめるように、ごろごろと地面を転がる。

　その少女目がけて、怪鳥の巨大な蹴け爪づめが振ふり上げられる。

　少女は立ち上がることには成功したものの、完全に逃にげるタイミングを失していた。揺れる瞳ひとみが、岩で研いだような荒あら爪づめの煌きらめきを映した瞬間。

　横よこ殴なぐりに突つき飛ばされて、少女は再び草地を転げた。

　片刃剣を携たずさえた少年のフォローが間に合ったのだ。しかし、入れ替かわりに彼自身が怪鳥の爪にさらされる。走り込んで仲間を突き飛ばした少年に、避よける余よ裕ゆうはないはずだった。

　粗そ大だいな風切り音とともに、杭くいのような爪が振り下ろされる。少女は思わず目を閉じた。見るからに軽装な少年は巨鳥の一撃に耐たえきれず、この世界から弾き出されるだろう。

　──しかし衝撃が地面を叩たたいても、少年の反応マーカーは消えていなかった。

　少女が恐おそる恐る目を開けると、少年は一瞬の内に五、六メートルも後退して難を逃のがれていた。ありえないような早はや業わざだった。

　驚おどろく間もなく、少年が鋭するどい叫びを上げた。

「伏ふせろっ！」




　怪鳥の足下が、閃せん光こうとともに吹ふき飛んだ。




　大だい音おん響きように、遠巻きに草むらで翅はねを休めていた虫たちが一いつ斉せいに飛び立つ。

　少年が爪を避ける際に設置した爆ばく弾だんが起爆したのだ。

　たまらずよろめいた怪鳥が、大きく翼つばさを広げる。大型武器などの攻撃を受けると、翼を開いてバランスを取るモーションを取る──これも情報通りだった。

　間かん髪はつを容いれず矢の雨が降って、その翼に吹き込む。確かめるまでもなく、林に潜ひそんだ仲間たちのつるべ射うち。

　あっと言う間にダメージを蓄ちく積せきした怪鳥は仰あお向むけにダウンした。加えて、翼へのダメージには一定時間飛ひ翔しよう不能の効果もある。

「頼たのみます」

「は、はいっ」

　少年の言葉に、先ほどの少女があわてて息を整え目を閉じた。そうして静かに、しかし夜に染しみ通る声こわ音ねを風へ滑すべらせる。鳥形の大型モンスターが持つ《呪のろいの声》を無効化する呪じゆ歌かだ。メガロエイヴィスの断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようは、広こう範はん囲いに即そく死し効果を及およぼすという。

　軽快で、どこか狂くるおしい歌声が狩かりゆ人うどたちの草原に響ひびき渡わたる。少女の髪かみが淡あわく輝かがやき、歌が発効していることを目の端はしに確かめて。

　少年の体が瞬発し、地に縫ぬわれた怪鳥の上へと躍おどり出す。振り上げた白はく刃じんが、月光を夜よ露つゆのごとくたたえて流し、そして。

「──獲とった！」

　怪鳥の巨大な単ひとつ眼めへと、一思いに振り下ろされた。






Critical Hit !!








　朗々たる歌声をなぞるように宙へと噴ふき上がった血ち飛沫しぶきが、真円の月げつ華かに端たん正せいなシステムフォントを描えがいて散った。
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『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』




　一いつ般ぱんに『ＣｔＧ』と通つう称しようされる。限りなくリアルな仮想世界を舞ぶ台たいにした、大人数参加式の体感型オンライン・ロールプレイングゲームである。

　少年と仲間たちが怪鳥メガロエイヴィスを仕留めたその地は「ドラゴンズ・グレイヴ」。それぞれ特色を持った一〇個の世界球スフイアで構成される『ＣｔＧ』の中でも、ＲＰＧとして最もスタンダードとされる「剣けんと魔ま法ほうの世界」である。






　ドラゴンズ・グレイヴの月は、毎夜その色を変える。

　その日は青い月の夜だった。広大な草原を遥はるか見やれば、ふわりと揺れる草々から透とう明めいな蝶ちようが飛び立つ光景に目を奪うばわれる。そんな風ふう趣しゆの中にあって。

「君きみ、フンコロガシなの？」

　いきなりそんなことを言われたのは、少年が大岩に背を預けて座り、メニュー画面を開いていた時だった。宙空に描びよう画がされたゲームメニューは旧世代のロールプレイングゲームのそれと大差ない。

　視線操作でそのメニューを消す。声の主を探すまでもなく、目の前に少女の顔が現れた。

　先ほど突き飛ばしてしまった歌い手の少女だ。座り込んだこちらの顔をのぞき込むように中腰になっている。

　思わず仰のけ反って、頭を岩にぶつけてしまう。ゲームの中なので痛覚はほぼカットされているが、それでも衝撃で視界が揺れる──揺れる視界の中で、少女は笑ったようだった。

　驚いたのはクエストの報ほう酬しゆうを山分けして解散した直後だったからで、必要以上にあわててしまったのは改めて見ると可愛かわいらしい顔をしていたからだった。どこかアイドルのステージ衣装を思わせる、ふんわりした装束がよく似合っている。

　しかし、二度も地面を転がったにもかかわらず全く土つち汚よごれが残っていない彼女の姿に、つと我に返る。ここはゲームの中で、目の前にいるのは電子信号が脳に見せている幻げん影えいだ。気き後おくれすることはない。

　少年は立ち上がると、咳せき払ばらいして聞き返した。

「虫に見えますか？」

「だって君、二つ名タグに《スカラベのクランプ》って書いてあるよ？」

　言われて視界を拡張ＡＲモードに切り替えると、確かに自分の肩かたの辺りに《スカラベのクランプ》という標札タグが紐ひも付づいて浮ういている。イエローのタグは他ほかのプレイヤーに貼はり付けられた物だ。少年──クランプは、小さく息を吐ついた。

「気にしないで下さい。あの人たちが勝手に付けた……あだ名みたいなもんですから」

　あの人たち、というのは、先ほどの戦いで弓矢による援えん護ごをしてくれた仲間たちのことだ。【迷めい宮きゆう劇げき団だん】という小規模だが老舗しにせのギルドで、クランプは成員ではないが何度か組んでクエスト攻こう略りやくをともにしている。目の前の少女も同様の客分らしく、初めて見る顔だった。

　少女は悪びれずもせずに「そうなんだ」とうなずいた。

「辞書サービスで検けん索さくしたら、スカラベってフンコロガシのことだって書いてあったからさ。変なニックネームだなー、って。

　──あ、知ってる？　フンコロガシってさ、日本にはいないんだってさ。なーんか意外だよね。有名な虫なのにね。その辺の公園とかにもいそうなイメージだったよ」

　ごく自然に、話が飛ぶ。しかも早口でいかにも唐とう突とつだ。クランプはいわゆる「雑談」という物が苦手な性格たちなので戸と惑まどうしかなかったが、不思議と悪い印象はなかった。

「はぁ……そうですね」

「あ、敬語とかいいよ。歳としは変わらなそうだし」

　少女の言う通り、クランプと彼女の年ねん齢れい差はそうないように見える。

　それはつまり、二人のプレイヤーの年とし頃ごろも近しいということだ。

『ＣｔＧ』では、プレイヤーの脳から動物性神経系への命令を抽ちゆう出しゆつしてゲーム中のアバターに反映させるという操作方法を採っている。そのため、プレイヤー本人の性別、体格、肉体年齢からかけ離はなれたアバターをデザインしても満足には動かせない。

　もちろん、単に発育の良い子供とか若作りの大人という可能性はあるけど……と、ネット上の人付き合いにおける最低限の警けい戒かいだけは残しつつ、それでもクランプは息を抜いてうなずいた。

　それに応こたえた少女の笑え顔がおは、控ひかえめに言って魅み力りよく的で、自重なく言えば強きよう烈れつだった。

「あたしはミーファ。さっきは助けてくれてアリガトね。お礼を言い忘れてたから気になってたの。
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『ＣｔＧ』は始めてからまだ一ヶ月くらいの初心者だけどよろしくね、スカラベのクランプくん」

　その強烈な笑顔で、華きや奢しやな手を差し出してくる。

　クランプはなんとなく、敗北を覚えた。勝てない。だから、握あく手しゆに応えると言うより、降参のホールドアップに近い心持ちで彼女の手を取った。

「ああ、よろしくミーファ。でもその呼び方は──」




　瞬しゆん間かん、重なり合った二人の手の上に、一いつ対ついの弧こが現れた。




　実体を感じさせない、光の半円弧だ。それぞれ青と赤に明めい滅めつし、戯たわむれ合う蝶のように交こう錯さくしては離れるのを繰くり返している。

「……なにこれ？」

　ぽかんと呟つぶやくミーファ。クランプはもう少しだけ冷静だった。あるいは遥かに冷静ではなかった。

「イベントだ……」

　心当たりがあった。プレイヤー間にとある条件が成立した時にだけ起こる、条件発生イベントの一種。青と赤の半円弧が表示されるこれは確か──

「『《結けつ婚こん》可能』のシグナル！」

「はぁっ？」

　ミーファは頓とん狂きような声を出した。

「なにそれ？　あたしたち、今日会ったばかりだよね？」

「解わからない……でも、このイベントの発生条件は、『各プレイヤーの行動ログから性格や適性を割り出して、その相あい性しようが最高レベルの二人が接せつ触しよくした時にだけ起こる』……って、オフィシャルガイドには書いてあった。性格情報は完全な非表示マスクデータで、相性の相関も不明だから実際にイベントを起こしたペアはまだ二ふた桁けたに満たないらしい──そう、現ユーザー一五〇万人の中で、だ。

　まさにウルトラ・レア！　幻まぼろしのイベントだよ！」

「く、詳くわしいね……」

　いきなり饒じよう舌ぜつになったこちらに引き気味のミーファに気付いて、クランプは曖あい昧まいに目をそらした。

「……ちょっと理由があって、『全すべてのイベントを体験する』って目標を立ててるから」

　ミーファは目を丸くした。

「全てって……本気？　一〇個の世界で三〇〇〇以上のイベントがあるって聞いたことあるよ？　どんどん追加されていくはずだし」

「これから追加される分はいいんだ。それでも大変だってのは解ってるけど、どんなに時間がかかっても、ここ一年で配置されたイベントは全部、クリアする……しなきゃ、いけないんだ」

「へぇ……」

　ミーファは舞まい交かう青と赤の光に照らされながら、感心したような気の抜ぬけたような声を出した。点てん滅めつする光を透すかして、とらえどころのない視線がクランプに向けられる。

「相性最高、か……」

　唇くちびるを擦こするような小さな呟き。それから、あっけらかんと言ってきた。

「だったら、してみる？」

　咄とつ嗟さに、意味が判わからない。クランプはまばたきした。

「《結婚》よ。これを逃のがしたら、いつできるか判らないんでしょ？」

「いや……そんな軽いノリで……」

「だって、それはまぁ」

　ミーファは言葉を切って、屈くつ託たくなく笑ってみせた。

「どーせ、ゲームの話だし」

　言われてしまえば、その通りではある。

　念のため、二人してオンラインマニュアルを確かく認にんしてみたが、《結婚》したからと言って特に行動の制約などデメリットが生じるわけではないらしい。

　二人、マニュアルを消し、目を見合わせて、

「じゃあ……しようか」

　クランプは、大たい概がいふわふわと求婚した。

「うん。せっかくだしね」

　ミーファは、至って小市民的な理由で承しよう諾だくした。

　二人が半円弧の飛び交う空間に手をかざすと、弧の動きがピタリと止まり、ゆっくり近付いて両りよう端たん同士が癒ゆ着ちやく──真円になる。そうして、きっちり一八〇度、半回転した。

　シャコンッ……と、錠じようを回すような音がして。

　かくて彼らの縁えん談だんは、カップ麵めん以上のお手軽さで成立と相あい成なった。




　　　　◆




　──突とつ然ぜんの《結婚》からほんの数分後、少年は幻げん想そうの草原から現実の我が家に帰き還かんした。

　あの後すぐ、「えと……じゃあ、解散？」と大概ファジーなことを言い合って、それからログアウトしたのだ。特に連続してイベントが起こるわけでもなかったし、明日あしたも学校が控えている少年少女には辛つらい時間になっていた。

　結婚などろくに意識したこともない少年少女が仮想世界で起こしたイベントは、実に腰こし砕くだけな余よ韻いんを以もつて終しゆう了りようしたのである。




　ログアウトした直後は、体と意識がずれているような違い和わ感かんを覚える。

『ＣｔＧ』の操作方法が現実の人体のそれに近すぎ、それなのに動かす対象からだが異なるせいなのだろう。あまりにも精度の低い自分の体が、ひどく頼たよりなく感じられる。

　春かす日が井い遊ゆうは、まだ己おのれにまとわりつく「クランプ」の明確すぎる感覚を振ふり払はらうように、顔の上半分を覆おおう半はん透とう明めいのバイザーを引きはがした。ラミエルと呼ばれる、『ＣｔＧ』接続専用のウェアラブルマシンだ。

　ラミエルが除のけられた視界に広がるのは、真っ暗なリビングだった。遊の他ほかには誰だれもいない。暗くも澄すんだ、空くう漠ばくという気配だけが家中に満ちている。

　その中心の無む駄だに大きなソファ。そこが最近の定位置だった。テレビ用の接続スポットを使って『ＣｔＧ』に接続できるし、起きた時に一番体の楽な場所だ。

　薄うす闇やみの中、壁かべに掛かけられたアナログ時計がチッ、チッ……と時を刻む。ぼぅ、と目をやると、長短の針が12の下もとに重なり合おうとしていた。その針に塗ぬられた蛍けい光こう塗と料りようのぬめったような緑だけが、あるいは部屋で唯ゆい一いつの生気かも知れない……




　──ふと幽かすかな寒気に首筋を撫なでられ、背がすくまった。




　そんな感覚に、卒然として血の道の脈動を感じる。別の世界に持って行かれていた何かが戻もどってくるのを感じる。熱い、くらいに。

「……生きてる」

　思わず独りごちて、テーブルの上のミネラルウォーターをあおる。その拍ひよう子しに、写真立ての中の曖昧な笑顔が目に入った。吸い込まれるように、報告が口を突つく──

「母さん……俺、母さんのゲームの中で結婚しちゃったよ」




　春日井遊。この春、一六歳になる少年。

　半年前に、唯一の家族であった母をあっけなく亡なくして以来。

　ただ独りで、広い家に住んでいる──
















　　はず

　　　だった

　　　　　の

　　　　　　だが。







「おっとぉぉぉ～～～ッさんッッッ!!」




　どかんっ！　と。

　砲ほう弾だんのような無む慈じ悲ひさで突っ込んできた子供に横よこ掛がけの浴びせ倒たおしを喰らい、春日井遊は「指定席」のソファ上でぼふんと撃げき沈ちんされた。

「ただいまーっ！」

　子供は、少女だった。幼女と言ってもいいかも知れない。八歳くらいの、どこもかしこもころころと可愛かわいらしい女の子だ。

　リビングを皓こう々こうと照らす室内灯を圧するように、笑え顔がおがまぶしい。

「おい……」

　そんな子供に対して多少なりとも厳しい声が出てしまったのは、痛かったからでも厭いとわしいからでもない。

「ダメだろ。びしょびしょになっちゃったじゃないか」

　少女の体が、湯船から運んできたのであろうお湯のしたたりで局地豪ごう雨うを降らせそうな有あり様さまだったからだ。普ふ段だんはふわふわと柔やわらかい手て触ざわりの長ちよう髪はつが、小作りな肩かたや背中にべったりと張り付いている。

　遊は少女の両りよう脇わきに手を入れて抱かかえ上げると、とりあえずソファの前に立たせた。

　なんとなく咳せき払ばらいしてから、目線を合わせて続ける。

「お風ふ呂ろから出たらすぐ体を拭ふいて服を着ること。いくら夏でも風邪かぜ引くぞ」

「えぇー…………」

　パンツ一枚で脱だつ衣い所じよから脱走してきた態ていのその少女は、たっぷりと波打つ不服を隠かくそうともしなかった。

「でも、だって、タオルしてたら、ラスプーちゃんがはじまっちゃうンだけど！」

　みのがしたら、どうセキニンをとってくれるの？　と詰つめ寄られて、遊は壁の時計に目をやった。もうすぐ午後七時。女の子に大人気のアニメ『黄泉よみ帰がえる！　怪かい僧そう少女ラスプーちゃん５ピヤーチ』の放映時間が迫せまっていた。とはいえ、

「いつでも視みられるだろ」

　今時のテレビ番組は本放送の直後からアーカイブ化され、いつでも視し聴ちようできる。

　しかし少女は、頰ほおをぷくっと膨ふくらませた。

「ダメなんだよ。ちゃんとジカンにみないと」

「ＣＭの内容が差し替かわるだけだよ」

「ホントのジカンにみないと、おうえんできないでしょ！」

「そ、そうか……」

　よく解わからないが、彼女の中では本放映の時間イコール生なま中ちゆう継けいらしい。子供の純情を盾たてに取られては降参するしかない。風呂場の方へ声を上げた。

「こっちで拭くから、タオル持ってきて」

「だ、ダメですよ！　なに言ってるんです!?」

　返ってきたのはえらくあわてた声だった。そして、どたどたとあわただしい足音だった。

「わたしが拭きますから！　春日井くんはじッとしてて下さい！」

「そう？　それなら任せるけ──どっ!?」

　語ご尾びが頓とん狂きように跳はね上がったのは──バスタオルを抱えて風呂場の方から出てきた少女の格好に度ど肝ぎもを抜ぬかれたからだ。

　こちらは、少女であっても幼女とは言えない。断じて言えない。

「ああっ、もーぅ……絨じゆう毯たんびしょびしょにしちゃって……」

　遊と同じ一六歳。セミロングの髪かみにタオルを巻き、伸のびやかな四し肢しからふわりと淡あわい湯気を立ち上らせている。テレビの前で仁に王おう立だち待機していた子供の隣となりに両りよう膝ひざを突き、わしゃわしゃと髪を拭いてやる彼女は、シャツと膝ひざ丈たけのズボンという薄うす着ぎだった。

　それはいい。それはいいのだが、よほどあわてていたのか体を拭ぬぐいきれなかったらしく、シャツがしっとりと肌はだに張り付いて素す肌はだやインナーが透すけてしまっている。

　遊からは背中だけが見えているのだが、うっすら上気した首筋から肩へのしなやかな曲線だけでも、同年代の男子を惑わく乱らんのどん底に突き落とすに十分なものがあった。少しでも体を捻ひねれば、張り付いたシャツいっぱいの柔らかさがたゆむのまで目に入ってしまう。

「ほら、腕うでを拭くからバンザイして。はいバンザーイ」

「ぅぅ、ラスプーちゃんみえないよ」

　啞あ然ぜんとしたまましばし──いつの間にかアニメのオープニング主題歌（一分三〇秒）が終わってしまうくらい、しばし──幼女の体を拭く少女の姿を眺ながめてしまってから。

　遊は、理性の限りを尽つくして口を開いた。

「あ、あの……釘くぎ宮みやさん？」

「？　なんですか？」

　少女──釘宮美み遙はるは子供の体を拭くという困難事に一念傾けい注ちゆうしているらしく、振り向きもせずに返事してくる。

　嫌いやな予感が膨らむ。でも、言わないわけにはいかなかった。

「釘宮さんも、その……ちゃんと体を拭いた方がいいんじゃ、ないかと……」

「ぇ？」

　ギッ……と、美遙の首の軋きしむ音を聞いた気がした。

　美遙はそのまま、油が切れたようなぎこちなさで自分の有り様を見下ろして、それから振ふり向いてきた。元は柔らかな顔を無表情に固めて、でも、震ふるえていた。

「……なんで、いるんですか？」

　じッとしててって言ったじゃないか。というのが真っ先に思い浮うかんだ答えだったが。

　遊は必死に目をそらしながら、とにかく早口に釈しやく明めいした。

「いや解ってるんだ。釘宮さんは、早く拭いてやらないと風邪を引いてしまうという使命感に突き動かされて、そんなあられもない状態だということを忘れて飛び出して来たんだよね？　俺はと言えば、そんな心と体の機き微びは察すべくもなく、したがって退たい避ひもできなかったわけで、つまりはアレだよ。事故だから──」

　言い終わるより前に、美遙の頭に巻き付いていたタオルがぶさッ！と叩たたき付けられて視界を覆おおわれる。濡ぬれタオルなのでそれなりに痛かった。

「じ、事故ならいつまでも見てないで下さいっ！　出てって！」

　明らかに理り不ふ尽じんな要求ではあったが、タオルを除けた時に、美遙の目がぷるぷる震えて涙なみだをたたえているのが見えてしまった。そうなると、どうにも逆らいがたい。

　はいはい……と、こちらは妥だ協きようしたのだよという意思表示だけは残しながらリビングを出ようとして。

「待って」

　美遙に呼び止められた。恐おそる恐る振り向くと、ソファに隠れるように頭だけ出して、多少は落ち着いた声で言ってくる。

「あのですね、春日井くん。今のは、その……わたしが悪かったです。ごめんなさい。

　けど…………気をつけて下さいね」

　それから、テレビの前でアニメ鑑かん賞しように没ぼつ頭とうする「娘むすめ」を盗ぬすみ見て、続けた。




「わたしは春はる羽はの母親で、春日井くんは春羽の父親です。だけど、わたしとあなたは……そういうのじゃ、全然、ないんですから」




「……解ってるよ」

　このやり取りを何度繰くり返したかは、もう解らなくなっていたけれど。

　解っている。

　今の状じよう況きようを把は握あくしているとは言い難がたいが、美遙の言いたいことも、問題の性質も解っている。

　そんな風に思いながら、今度こそ廊ろう下かに出る。

　つい一週間前までなら、そこにはただ暗くら闇やみと静せい寂じやくがあるだけだった。だが、今は。

「あれ？　おとーさん、どこ？　おとーさんもいっしょにみよう」

「わたしが落ち着いたら呼んでくるから……」

　後にしたばかりの明るいリビングから、母娘おやこの声が聞こえてくる。

　たぶん世界で一番奇き妙みような母娘で。

　その娘は間ま違ちがいなく遊の娘で。

　その母は……ほとんど他人だ。




　そう。

　全すべてはあの春の夜から始まった。

　二ヶ月前、『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』の中で、クランプとミーファがあまりにも場当たりな《結けつ婚こん》をしたあの夜から──




「俺の人生が……バグった」
















「はい、じゃあまた明日あした」

　担任教きよう諭ゆのにこやかなあいさつとともにホームルームは終わりを告げ、１年Ｃ組の教室にごろりと喧けん噪そうがぶちまけられた──今日どうすポテトのクーポン明日まおい部活行ごめーんサトコと約束があぁ疲つかれた眠ねみねぇ明日の小テスおー夕日きれー──

　春かす日が井い遊ゆうはそれらの話題のどれにも引っかからず、バッグを肩かたに掛かけて立ち上がった。

　特に目立つ容姿というわけでもない。制服の着こなしも至って普ふ通つうで、アンダーシャツの色が校則違い反はんと言えば校則違反だが、つまりその程度に目立たない一五歳の少年だった。

　なんとなく窓外の夕焼け空に目をやってから──確かに奇き麗れいだった──出口に向かう。

「おーい、遊よー」

　そんな遊に声をかけてきたのは、遊よりは目立つ少年だった。端たん的てきに言えば髪が真っ茶色だった。ついでに背が高い。遊は顔だけ向けて、

「なんだよ幸こう太た」

　友人に応こたえた。糸いと野の幸太。中学からの付き合いで、見た目に違たがわぬお調子者だが、根が真正直な奴やつで割りと気うまが合う。

「久しぶりにゲーセン行かね？　この間お前に格ゲーでやっつけてもらった中学生いたろ。あいつが、リベンジさせろってうるさくてさー」

　見ると、幸太の後ろに二人、クラスの男子が待っているようだった。二人とも、休み時間などには気安く会話を交かわす間あいだ柄がらだ。しかし。

「……悪い。まだちょっと気が乗らない」

「そか。じゃあしょうがねぇな」

　幸太はあっさりうなずいて、他ほかの二人と連れ立って教室を出て行った。

「ンじゃ、またなっ」

　去り際ぎわに見せてくれた笑え顔がおに、少し胸が痛む。中学の時から友人だった幸太は、遊の「事情」を知っている。友達に、気を遣つかわれた。それが情けない。

　だからと言って彼らとバカ騒さわぎする気にもなれない自分の陰いん気きさにじくじくと胸を持て余しつつ、今度こそ遊は教室を出た──ところで、また知り合いに出くわした。

　思わず、うめく。

「冬ふゆ風ふ……」

「あんまり付き合いが悪いと孤こ立りつする」

　小こ槌づち冬風。

　Ｓサイズの制服にも埋うもれてしまいそうな、小こ柄がらな少女だった。男子の平均身長より若じやつ干かん低いくらいの遊より、さらに頭一つ分低い。人形みたいに艶つややかな黒髪に包まれた頭頂が、普通に見下ろせた。

　その小ささに反比例するように、顔つきや表情は怜れい悧りで大人びている。まずまず可愛かわいらしいと言える容姿ではあるのだが、どこかとっつきにくい雰ふん囲い気きがあった。

「人それを──『ぼっち』と言う」

　開口一番がこれでは委細推おして知るべし、である。

「いきなりなんだよ……？」

「別に」

　と言う割りに、その凪ないだような目の光には冷たい非難の色があった。

「高校入学から一ひと月つきになろうという大切な時期、近所の子が、元々多くもない友達をさらに減らそうとしているのを見かけたから、ちょっと注意しておこうかと思っただけ。義によって」

　む……と、遊は顔のどこかが引きつるのが判わかった。言葉の内容に怒おこったのではない──事実になりかねないし──。ただ、「近所の子」という表現に引っかかった。

　いつまで、小学生の頃ころの力関係を引きずるつもりなのか。言い返す。

「そう言うお前こそ、友達いるのか？」

　どこかしら猫ねこを思わせる、あくびにも似て無造作な声が返ってきた。

「週末には駅前の服屋を冷やかし喫きつ茶さ店てんで特製スイーツをしばき、イチャイチャとプリクラ撮とって帰るくらいのなら三人ほど。残念ながら女子ばかりだけど」

　……悔くやしいが、噓うそとも思えない。無愛想に見えて要領のいいところもある冬風は昔から、自然と無理のない人間関係を築く才能みたいなものを持っていた。

　反はん撃げきに失敗した形の遊は、あえて太刀たち打ちせずに言葉を横へ逃にがした。

「……だったら俺なんかに構ってないで、そいつらと遊んでればいいだろ」

「え？　その子たちはみんな部活で忙いそがしいから、暇ひまそうなぼっちに身の程ほどを知らしめて遊んでるんだけど？」

　ごめんなさい、もしかして気付いてなかった？　と、気の毒そうに顔をのぞき込まれ、遊は拳こぶしを握にぎり締しめるだけで耐たえきった自分を褒ほめてやりたいと思った。誰だれかに褒めてほしいとも思ったが、少なくとも今現在は無援ぼつちなので無理だった。

　溜ため息いきを吐つく。所しよ詮せん、冬風をやり込めようと思ったのが間違いだった。

「悪いけど、俺も暇ってわけじゃないんだよ。他を当たってくれ」

　言い捨てて、とっとと歩き出す。平たく言えば逃げ出した。口では千年争っても冬風に勝てないのは判っていたし、これ以上続けると精神を折られかねない。

「ぁ……」

　最後に背中に聞こえた冬風の声は、やけに弱々しく。

　でも、追っては来なかった。

　それがはっきり判る頃、遊はうつむいて歩みを速めた。




　遊の背中が廊下の角に消えていく。それを見送ってしまってから。

「はぁっ…………」

　小槌冬風は、無表情に詰つめていた息を吐はき出した。つられて涙なみだもにじみそうになったが、それには耐える。そもそも悲しいわけではない。ちょっとばかり緊きん張ちようしただけだ。

　そして緊張が去ると、直情的な愚ぐ痴ちが口を突ついた。

「ばか……引き籠こもりコゾー」

　お母ばさんのことがショックだったのは解わかる。けれど、もう半年にもなるのに、麗うるわしの幼おさな馴な染じみにあの態度はなかろうと、思う。まったく……

「せっかく慰なぐさめてあげてるのに」

「「「いやいやいや……慰めてねーから」」」

　冬風の背景で見守っていた卓たつ球きゆう部とバドミントン部とソフトボール部のユニフォームを着込んだ女子三人組が、立てた手をぶぶぶと横に振ふった。




　学校の最も寄より駅から大手私鉄に一〇分ほど揺ゆられると、有名スーパーの入った駅ビルがすらりとそびえる閑かん静せいな駅に着く。

　そこから駅前商店街を抜ぬけ、徒歩で十数分。半世紀ほど前に不動産屋がまとめて買い上げたはいいが深刻な少子化の影えい響きようか一向に家屋が追い付かず、空き地の多い住宅街が広がっている。

　そんな住宅地の奥、丘おかを背にした突き当たりに、一際大きな家が建っていた。

　草深い丘と林に囲まれ、昼間でも薄うす暗ぐらいその家は、近きん隣りんの子供たちに幽ゆう霊れい屋や敷しきなどと噂うわさされ、彼ら彼女らの生活にささやかなおとぎ話をプレゼントしていた。

　その幽霊屋敷のドアにカードキーを差し込み、起動した電子ロックのコンソールにパスワードを打ち込む。プシュッ……と、シリンダーの圧の逃げる音がした。

　ドアを開け、家に入る。墨すみを流したように薄暗い玄げん関かんに夕方の日差しが流れ入り、すぐに引き千切られた。背後でドアが閉じ、外界との断絶の音を虚うつろに響ひびかせる。

　春日井遊の帰宅である。

「…………」

　特に何を思うわけでもない。スーパーで買ってきたナマ物を適当に冷蔵庫へ放り込み、真っ先に向かうのはリビングだった。

　バッグとブレザーを適当に放り出し、制服のままソファへ腰こしを据すえる。『ＣｔＧ』用の端末ラミエルは、昨晩から目の前のテーブル、充じゆう電でん器の上に置きっ放しになっていた。

　慣れた手付きで装着し、スタートスイッチを押し込む。碧あおい起動ランプが静止したような部屋に動体の意思を示し、ィン……と低い起動音が腹の底をくすぐる。

　そうして、歌に似た何かが聞こえて──

　意識がぶれて、溶けて、変わって……

　数秒後にはもう、遊の意識はこの世とは別の世界に旅立っていた。




　　　　◇




『クエスト：ゴブリン二十番斬ぎり

　難度：Ｄ

　依い頼らい種別：モンスターの討とう伐ばつ

　特とく殊しゆ条件：依頼を受けたプレイヤーが１人で達成すること

　詳しよう細さい：王都ホワイト・ケテル南西の廃はい屋おくにゴブリンの一家が棲すみ着いた。優ゆう秀しゆうな剣けん闘とう士しを愛する王は、奴らをただ１人で斬り伏ふせる猛も者さをお求めである。勇者よ、この機会に貴下の忠勇を示すがいい。

　報ほう酬しゆうは以下の通り……』




　薄暗い視界の隅すみにメール受信のアイコンが点灯したのは、振り下ろされた斧おのの一撃を避よけて跳とび退すさった瞬しゆん間かんだった。

　ひとまず無視して、空から振ぶりしてつんのめっている敵の首筋に片スク刃ラマサ剣クスの刃やいばを振り下ろす。

「ギッ……！」

　低い断だん末まつ魔まの声とともに、小さな角の生えた頭を床ゆかに落としたのは、ゴブリンというモンスターだ。残された胴どう体たいから伸のびる膨ふくれ上がった両りよう腕うで、アンバランスな矮わい軀く──

　ファンタジーＲＰＧでは定番の雑ざ魚こモンスターだが、その扱あつかいは『ＣｔＧ』でも大差ない。始めたばかりのプレイヤーでも、一対一で負けることはそうない相手だ。逆に言えば、多勢に勝つにはある程度の習熟が必要になる。

　遊クランプは素す早ばやく死体の正面から身を引いた──次の瞬間、傷口からぶしゃりと噴ふき出た大量の血が壁かべに降りかかる。一見無造作に壁を染めた血ち飛沫しぶきは、スプレーアートのように血文字の体ていを成していく。






Cut Off !


Single Blow Killed !!










　攻こう撃げき結果に特別な判定が付くと血けつ痕こんで表示される、ブラッド・ディスクリプトというシステムだ。グラフィック・デザイナーだかの意向だと聞いたことがあるが、遊は正直悪あく趣しゆ味みな演出だと思っていた。しかし、これがないと物足りないというプレイヤーも多いという。まったくもって、

「悪いい趣味してるよ……」

　呟つぶやいて見やる。カビと血の臭においに満ちた廃屋の通路に、ゴブリンの死体が点々と打ち転がっていた。死体と言っても、耐ヒツ久トポイ値ントが尽つきた時点で繊せん維い質のマネキンに変容するのであまり生々しさはないが。

　そんな視界の端はしに点灯する受信アイコンを、視線で誘ゆう導どうして正面に持ってくる。普ふ通つうのメールならクエストが終しゆう了りようしてから読むのだが、この受信アイコンは色が赤──「緊きん急きゆう」指定だった。

　石造りの廃屋に潜ひそんだゴブリンは残り一匹ぴき。死角を取られなければそうそう危険はない。クランプはごつごつした壁に背を預け、メールを開いてみた。




『差出人：ミーファ

　内容：なんかできてました。連れん絡らく下さい。』




　短文に、しばし見入って、

「なんだこれ？」

　意味が解らない。差出人は昨晩、メガロエイヴィスを倒たおした後に《結けつ婚こん》した、あのミーファだろう。アドレス帳に登録されている「ミーファ」は一人しかいないし、名前の横に指輪のアイコンが輝かがやいている。

　だが、何度読み直してもこの端たん的てきすぎる文面から有意な内容を見み出いだすことはできない。いや、ともかくも連絡が欲しいということだけは伝わってくるが。

「とにかく返信を──」

　言いかけて、ふと気配を感じる。しかし視界に魔ま物ものの姿はなく──反射的に見上げた瞬間、梁はりの上に潜んでいたゴブリンが飛び降りてくる！

　完全に不意を突かれた形で、剣を振り上げるにも身をかわすにも余よ裕ゆうがない。だからクランプは、そのどちらも試みなかった。

　片刃剣を無造作に手放し、無手でゴブリンを受け止める。背は低くとも筋肉質のゴブリンは重く、落下の勢いのままに押し倒されてしまう。背を床に打ち付けて息が詰まる。

　キャラキャラと猿さるに似た鳴き声を口に含ふくんだゴブリンは、床に組み敷しいたクランプに手て斧おのを振り下ろそうとして──首を傾かしげた。その手から斧が消えている。同時、


『Snatch !』



《強奪スナツチ》成功を告げる合成音声が血ち煙けむりの廃屋に木霊こだまする。クランプの視界の端には『スキル成功　「ハンドアックス」を盗ぬすみました』のメッセージが表示されていた。

　クランプはゴブリンの体を蹴けり出して身を起こすと同時、奪うばった手斧をそのまま装備して振りかぶった。自分でも不思議なほど気が急せいている。

　──イベントを制せい覇はするための《結婚》でも。

　──「どーせ、ゲームの話だし」でも。

　気になるものは気になる。そう、このメールは、

「ミーファからなんだよ！」

　振り抜いた手斧がゴブリンの頭をスイカのようにかち割り、開きっ放しだったメールの展開画面を真っ赤に染めた。




　　　　◇




　ドラゴンズ・グレイヴに点在する教会、その中に置かれた不思議な鏡に入り込めば一瞬で「ターミナス・クレイドル」だ。『ＣｔＧ』を構成する世界球スフイアは、全すべてがこの中ちゆう継けい世界によって結ばれている。あらゆる冒ぼう険けんのスタート地点だ。

　蒼あおいベルベットの床に各世界へ通じる九つの鏡が並んだここは、パルナッサス・ルームと呼ばれる最下層。常時プレイヤーが往来するため、イベントホールほどの広さがあった。

　部屋の中央に吊つるされたエレベータに乗り込み、中層部の交易エリアに上がる。

　遊の住む町のひなびた商店街などとは比べ物にならない、巨きよ大だいな市いち場ばが広がっていた。

　整然と区画された土地に店てん舗ぽ、露ろ店てんを問わず様々な商店が建ち並び、薬草から機き関かん銃じゆうまで、様々な世界で使用するアイテムが売り買いされている。

「相変わらずの四次元縁えん日にちだな……」

　いつ見てもこの光景には圧あつ倒とうされる。『ＣｔＧ』のサービス開始当初は、ＮノンＰプレイヤーＣキヤラ（見かけはプレイヤーと変わらないが、プログラムで制せい御ぎよされているキャラクター）が開いた商店がぽつぽつ建っていただけだったのだが。

　そんな交易エリアの片かた隅すみには、ギルドホテルと呼ばれる、特定のコミュニティがレンタルして待ち合わせや待機に使用する施し設せつが建ち並んでいる。

　その一つ、ギルド【迷めい宮きゆう劇げき団だん】が仮か寓ぐうしている小さなホテルの一室で、クランプの到とう着ちやくを彼女らが待っていた──




「なに？　その…………

　なに？」

　ミーファが抱かかえているそれを見て、クランプは二回訊きいた。二度目の対面となるミーファへのあいさつすら忘れて。プレイヤーである遊の動どう揺ようを反映して、ぶるぶると手が震ふるえていた。

「ええと……」

　淡あわい色の平服姿で、簡素な造りのベッドに腰こし掛かけたミーファが膝ひざに乗せていたのは。

　赤あかん坊ぼうだった。

　ミーファと同じ髪の色、クランプと同じ瞳の色。

　もこもこしたベビーウェアに包くるまれた姿は零ゼロ歳さい児じに見える。まばたきが少なく妙みように力強い目でクランプを見上げ、小さくてマシュマロのように丸まっちい手がミーファの小指を綿わたの軽さで握にぎっている。

　ミーファは、泣き笑いに近いが泣くにも笑うにも実に中ちゆう途と半はん端ぱな感情を持て余している、といった風に首を傾げて、言った。

「なんかね、赤ちゃんが出来ちゃってたんだけど」




　………………




　身に覚えはない。全くない。確かに、ミーファというキャラクターと《結婚》というイベントは起こした。だが、だからと言って……あれだ、子供が出来るようなことはしていないし、そもそも『ＣｔＧ』にそういう交こう渉しようのシステムは存在しない。

　なのに。

　現にそこにいる赤ん坊の姿を見た途と端たん、罪悪感と双ふた子ごの不安がぞっと血の道を冷やす。なぜか頭に浮うかんだのは冬風の顔で、それが露ろ骨こつな蔑さげすみの視線をたたえてぐるぐると渦うずを巻いた。

「し、しっかりしてよ。あたしだってさっきまでパニクってたんだから！」

「あ……ごめん。予想外の事態になんかトリップしてた」

　ミーファが大声を出したせいか、赤ん坊の視線がひゅっと彼女に向かった。赤ん坊の反射行動は予備動作が一いつ切さいなくて、全てが唐とう突とつだ。ミーファはびくっとして愛あい想そ笑いを浮かべた。赤ん坊は無表情だったが泣き出したりはせず、不思議そうに口を半開きにしている。

　……そ、そうだ。まずは落ち着かないと。クランプは深呼吸した。


　冷静に──冷静に処理していこう。確かなことと不明なことを分別して、現状を把は握あくするのだ。最も売れている『ＣｔＧ』の攻こう略りやく本ぼん（ただし非公式）『ＣｔＧクレグレヒッチハイクガイド』の表紙にも「DON'T PANIC!パニクるな！」とあるではないか。



　まず、何を措おいても訊かなくてはならないことがある。

「赤ん坊のことはさておくとして……そこのデカいのはなんなんだ？」

「あー……」

　ミーファはちょっと答えなかった。腕うでの中の赤ん坊を不器用にあやしながら、「そこのデカいの」をちらと見る。クランプもその視線を追った。そして。

「その子は、あなたたちの娘むすめなのですヨ」

　と、そう言ったのは。

　言ったのは。

　ぬいぐるみだった。

　休きゆう憩けい用のベッド二つで一いつ杯ぱいになりかねない手て狭ぜまな部屋を圧する、巨大なキノコのぬいぐるみだ。キノコのくせに、手足が生えている。身長に対して横よこ幅はばが広く、柄えの部分に油性ペンで落書きしたような顔らしきものがある。その姿は、『ＣｔＧ』のマスコット的存在である『キノキノ』というモンスターのものだった。ただし、通常は体長五〇センチほどのところが、一・六メートルほどもある。

　その巨大キノコの口が、確かに言葉を紡つむいだ。

　ずざっ！　と後ずさったクランプの背中が安ホテルの壁かべを叩たたく。

「しゃべった!?　キノキノがしゃべるなんて聞いたことないぞ!?」

　先ほどまでとは違ちがった意味でパニックになりかかるクランプに、しかしそのキノコは紳しん士し的に傘あたまを下げて見せた。

「否ノン。ボクの名はパヤキノ、乳母ナニーＮＰＣなのですヨ」

「乳母ナニー……？」

「はいウイ。《結婚》イベントによって生まれた子供キャラクターに付き従い、お世話をするのがボクの機能にして使命なのですヨ」

　なんで乳う母ばなのに口調は微び妙みようにムッシュな感じなのだろう。声は甲かん高だかいと言うか合成音っぽいので、性別は不明だが。いや、それはさておき。

「ちょっと待った。《結婚》で子供が生まれるなんて聞いてないぞ？」

　少し迷ったが、本人（？）の言うことを信じるならシステムの用意したＮＰＣということなので、ぞんざいな口調で問い詰つめた。

　ぬいぐるみ──パヤキノは、気にした風もなく返してくる。

「何が起こるか判わからない。それがＲＰＧの醍だい醐ご味みなのですヨ」

　粋いきな口を利きくキノコである。

　しかし正論でもある。マニュアルにイベントの全てが書いてあるわけがないし、まして超ちようレアイベントとなれば予想できない事態が起こるのは当然だ。

　重ねて質問しようとして、ミーファに止められた。

「まずはあたしから説明するよ。この子が現れた時のことも含めて」




　ミーファの話は、腕の中の赤子に髪かみを引っ張られたりしながらだったのでなかなか進まなかったが、手短にまとめると以下の通りだった。

　いつものようにログインすると──和風の世界ブシドゥ・グレイヴのとある南なん蛮ばん教会からの再開だった──、わざとらしく傘あたまに髷まげを載のっけたパヤキノが目の前にいた。

　出会い頭がしらにこの……なんと言うか、どキノコを目まの当たりにした彼女の驚きよう愕がくたるや察するに余りある。しかもそのキノコは人間の赤ん坊を抱だいていて、言うに事欠いてミーファの娘だと宣言した。

　最初は何かの間ま違ちがいかと思ったミーファだったが、パヤキノはミーファとクランプのことを事細かに知っており、何より『ＣｔＧ』を開発したイマジン・エクフラシス社の電子署名が入った拡張マニュアルを携たずさえていた。

　いわく──《結けつ婚こん》イベントを起こしたプレイヤーはランダムで子供を授さずかり、育成することができるという。ただし、《結婚》したプレイヤーのどちらかが棄き権けんするのであればこれは無効となる。云うん々ぬん。

　立ち話で済ますような話でなく、またクランプの意見を聞かないわけにもいかなかったので、このホテルに呼び出したというわけなのだが──




「──どう思う？」

　経けい緯いを語り終えたミーファの視線に、クランプは、うめいた。

「どう、って言われても……」

　困る、のである。聞いたこともないシステムで、クランプも急いで拡張マニュアルに目を通しているが頭に入ってこない。だが、

「……あたしはね、育ててみたいって思うんだ」

　意外と言うべきか、ミーファの方は乗り気だった。少しだけ思い詰めたような音声こえに聞こえたのは気のせいだろうか。

　自然と、彼女に抱かれた赤ん坊に目が行く。

　彼らの「娘」はミーファの髪の手て触ざわりが気に入ったらしく、小さな手で引っ張ったり指に絡からめたりして遊んでいた。

　可愛かわいい。ごく単純に、そう思えた。

　遊んでいるように見えるのに笑え顔がお一つないのは、生まれたばかりで感情を知らないからだろうか。それとも人工知能ＡＩの出来が拙つたないからだろうか。赤ん坊の世話をしたことのない遊には判断が付かない。だから、思ったままを口にした。

「……でも、大変なんじゃないか？　子育てなんて」

「どうかな？　マニュアル読んだりパヤキノさんと話した感じだと、あたしたちはいろいろ話しかけて知識やスキルを教えればいいだけみたいだし、ログインしてない間はパヤキノさんが面めん倒どうを見てくれるって。

　もしあなたが忙いそがしいなら、あたしだけでなんとかしてみるよ……でも、そんなに難しく考えなくていいんじゃないかな」

　彼女は、あくまで気楽に笑った。

「だって、ゲームなんだし」




　自分の同意した理由が、ミーファの楽天的な考え方に流されたからか、それとも拒きよ否ひすることで赤ん坊が消えてしまうことに罪悪感を覚えたからか、あるいは単にイベントを最後まで追いたかったからか。それは遊にも定さだかでない。

　しかし、うなずくクランプとは裏腹に、春日井遊はこの一連のイベントに小さな不安と大きな違い和わ感かんを覚え始めていた。

　基準はさておき、相あい性しようの良い者だけが結婚すべき、というのは実にらしい考え方だった。あの人はいつだって、自分は結婚相手を間違えたと後こう悔かいしていたのだから。しかし、予告もなく子供ＮＰＣが生まれてくるなんていう、一種不ふ謹きん慎しんなサプライズは『ＣｔＧ』の開発者の思考からはかけ離はなれている気がする。

　急死するその日までイマジン・エクフラシス社第三開発室室長にして『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』開発責任者だった遊の母、春日井愛まなのゲーム理念からは。




「ねぇ、名前を付けてあげなくちゃ！」

　床ゆかを見て考え事をしているところに話しかけられて、クランプはあわてて視線をミーファに戻もどした。が、目が合ったのは、いつの間にかこちらを見ていた「娘」の方だった。ぷについた両りよう掌てのひらをこちらに向けて、触しよつ角かくのようにぶらぶら振ふっている。

「名前？」

「そう。この子にはまだ名前がないのよ。あたしたちが付けてあげなくちゃ」

　言ってミーファは、はい、と赤子を差し出してきた。赤あかん坊ぼうの、つぶらでとほんとした瞳ひとみが、ただ真っ直すぐに自分を見つめている。

　ぅっ……と、みぞおちを震ふるわせてうめきつつも、促うながされるままに受け取ってしまう。

　腕に収まった赤ん坊は、柔やわらかかった。そして、恐こわいほどに軽かった。冬風の家で飼っている猫ねこよりもずっと軽い。

　身じろぎしても重心が変わらない辺り、恐おそらくは入力されているデータの量が不足しているのだろう。クランプの不器用な手の中でも全くむずからないのも、おとなしいと言うより何かの欠けつ如じよに思えた。

　──この子は、人の体ていを成していない。当然だ。人の形をして人でないのがＮＰＣで、ましてこの子は作られたばかりの赤ん坊なのだから。

　そのことに、感じた。

　欲よくを、感じた。

　この心も体も空っぽの存在に、自分たちで命を吹ふき込んでやりたいと思った。子供の遊びで、人形に仮の人キヤラ格クターを設定して友達にするように。

　そう思ったら、自然に幼い日のことが思い出された。春日井遊が、初めての友達と遊んだ時のことだ。あの時の遊びは、ままごとだった。

　ちょうど今の状じよう況きように似ている。彼女の持っていた人形を子供に見立てて、名前を付けたのだ。そう、あれは確か──

「……ハルハ、なんてどうかな？　この子の名前」

　追つい憶おくから引き出されたのはそんな名前。当の赤ん坊は特に反応しなかったが、

「へ？」

　ミーファは、なぜかきょとんと目をまたたかせた。

「？　どうかした？」

「ぁ…………ううん、なんでもないの。いいな、って思ってさ。

　ハルハ……ハルハちゃんか。うん、可愛い響ひびきだね」

　そうして、口の中で何度もハルハ、ハルハと繰くり返した。

　なんとなく求められている気がして、赤ん坊を──ハルハを、ミーファの手の中に戻す。

　小さな体を抱だき締しめる彼女は、そっと目を細めて、口の中いっぱいに含ふくんだ微笑ほほえみを持て余しているようだった。

　クランプは、何か胸を衝つかれるものを感じて目をそらしてしまう。

　そしてそんな二人……いや三人を、パヤキノがのっぺりした顔で見守っていた。




　こうして、『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』の世界を放ほう浪ろうする二人のプレイヤー、クランプとミーファにリンクしたプレイヤーキャラ・ハルハが誕生した。それは誕生と言うにはあまりにも軽々しく、あまりにもあっさりとしたものだった。

　だが。

　その日、その瞬しゆん間かんの本当の意味を彼らが知るのは、ずっと後の事になる。




　　　　◇◆




　それからの二ヶ月は、目まぐるしく過ぎていった。




　毎日ターミナス・クレイドルのギルドホテルを訪おとずれることになった──【迷宮劇団】のものとは別のホテルをパヤキノが手配してくれた──クランプとミーファの最初の仕事は、とにかくハルハに話しかけることだった。

　部屋の隅すみにどでんと常じよう駐ちゆうするパヤキノによれば、ハルハの成長に第一に必要なのは「言葉」で、その次が「体験」なのだという。

　二人は、あぅあぅとまとわりついてくるハルハの相手をしながら、とにかく話しかけた。また、情報交こう換かんも兼かねて世間話などもした。

　話し疲つかれた時は、リプレイ動画を見せた。ラミエルの購こう入にゆう特典である個人のデータストレージに、イベント時の行動が自動的に記録された物だ。

　ハルハはずいぶんとこれが気に入ったようだった。クランプがメガロエイヴィスに止とどめを刺さしたシーンなど、食い入るように見つめていた。




　現実での遊の生活にも、少しだけ影えい響きようがあった。そしてふとした時に、変化に気付かされた。たとえばこんな風に、学校の廊ろう下かで。

「遊」

「ぅぇぃぁぉっ!?　ふ、冬風か……」

「……なに？　妙みように上じよう機き嫌げんで歩いてたかと思えば、浮うわ気き現場に踏ふみ込まれたかのようなそのリアクション」

「いやあ、そんなことは、ないぞ」

「なぜ棒読み……？　まぁいいけど。

　……最近、どうかしたの？　前にも増して急いで帰るようになったみたいだけど」

「別に……ただ忙しいだけだ」

「ふぅん……でもその割りには、前より元気になったように見えるわね」

　そうなのかも知れない、と、思った。

　しかし、なぜその理由を冬風に追つい及きゆうされると冷や汗あせが出るのかは、考えないようにした。




　パヤキノいわく、ハルハは『ＣｔＧ』のシステム──エンブリヨ効果がどうとか──で成長を加速されて、普ふ通つうの子供とは比べ物にならない速さで大きくなっていくという。

　事実、ハルハはわずか三日で初めての言葉を話した。

「おかーさ」

　天高く拳こぶしを突つき上げてガッツポーズを取るミーファと、意表外に落ち込んで座り込むクランプの姿が、そこにあった。

　そして、慰なぐさめるようにクランプの膝ひざによじ登ってきたハルハには、確かな重みが生まれていた。

「次は『お父さん』、頼たのむぞ」

　だいぶ髪かみの伸のびてきたハルハの頭を撫なでる。ふわりとこそばゆい感かん触しよく。ハルハは「ぁぅ」と喉のどを鳴らして、モグラのようにクランプの胸へ顔を埋うずめてきた。




　ミーファの方でも私生活に変化が起こっているようだった。

　以前は夜の八時から九時頃ごろにログインしてきて零れい時じ前後にログアウトする習慣だったようなのだが、ハルハが生まれて以来、六時にはすでにターミナス・クレイドルへ姿を現すようになっていた。クランプより先に来ている日もあったくらいだ。

　それとなく理由を訊きいた時の答えは、こうだった。

「……早くハルハに会いたいっていうのもあるけど、いろいろあって部活に出られなくなっちゃって。それで時間が出来たから」

　少し歯切れの悪い答え方が気になったが。

　部活ってことは、やっぱり高校生か中学生なんだ──そんなことを、思った。




　半月ほどもすると、ハルハはもう二歳児程度の体と知ち恵えを持つようになっていた。

「そろそろ、他ほかのスフィアを見せても良い頃ころなのですヨ」

　というパヤキノのアドバイスに従い、クランプたちはハルハを連れて外に出た。子供連れということで、ある程度は安全を保証される街まち中なかを中心に歩き回る。

　例えばドラゴンズ・グレイヴの王都ホワイト・ケテル。午後から深夜にかけては数万人のプレイヤーで溢あふれかえる巨きよ大だい都市の有あり様さまに、小さなハルハはただただ呆ぼう然ぜんとしてミーファの腕うでにしがみついていた。

　幼児であるハルハを連れているのは目立つかと思えば、意外やそうでもなかった。考えてみれば、赤ん坊のＮＰＣは普通に存在するし、ベビーシッターのアルバイトは序じよ盤ばんの定番クエストの一つだ。

　もっともハルハは、赤ん坊のＮＰＣのように「規定された粗そ相そう」──お漏もらしや夜泣きをするわけではなかった。そもそも、食事や睡すい眠みんを必要としていないようだった。




　時代劇風の世界、ブシドゥ・グレイヴ首府オーエドの水路で屋形船に揺ゆられながら、夜空に上がる花火の輝かがやきに目を細める。隣となりでは、浅あさ葱ぎ色のゆったりした着物に身を包んだミーファが、澄すんだ歌声を水面にこぼしていた。

　聞き覚えのない歌で、ゲーム上で特とく殊しゆ効果を発する定型曲ではないようだった。

「……歌うの、好きなの？」

　訊いてみると、ミーファは照れくさそうにはにかんだ。

「うん。まぁ、ただの趣しゆ味みだけどね。でも家うちで大きな声は出せないから、こっちで練習してるの」

　口くち振ぶりからすると、このゲームを始めたそもそもの動機はカラオケボックス代わりらしい。レンタル端末ラミエルなら大した初期投資も要いらないし、カラオケ通いするよりは安くて手軽だ。日本の住宅事情も相まって、そういうプレイヤーは案外少なくない。

「外国の民みん謡ようを友達とアレンジした奴やつなんだけど……下手へたでごめんね」

　恥はずかしそうに言いながら控ひかえめな声こわ音ねを夜気に振りまくミーファは、決して謝罪を必要とするような歌い手ではない。そう、思ったままを口にした。

「俺は好きだよ、ミーファの歌。音楽はよく解わからないけど、透とう明めい感があるって言うか」

　その透明感のある歌声が、早送りしたみたいに音程を外して揺れて、ミーファの戸と惑まどったような目がクランプを見る。

　こちらもきょとんとして見返すと、ミーファは「ありがと……」と返してから歌を再開した。言葉とは裏腹に、拗すねたような顔をして。

（あれっ。お世辞だと思われたかな……？）

　などと思っていると、不意に温かい感触が膝に乗ってきた。ハルハだ。おとーさ、おとーさ、と舌足らずに言いながら、もそもそと膝の上に乗ってくる小さな生き物だ。

　小さい。どこを撫でても丸い。全身クッションみたいに柔らかい。よたよた立ってるところを突っつくとあっさり転がって「ぅー」と不思議そうにこちらを見上げてくる。

　──つまるところ、ひたすら可愛かわいい。

　そしてきっと、突とつ飛ぴなタイミングでびぇぇと泣いたり、いつの間にかオムツがあれだったり、つとげっぷしたと思ったらお昼ひる御ご飯はんがえれえれリバースされたり──そういうのがないから、滑すべらかに可愛い。

　親に迷めい惑わくをかけない理想の子供、なのかも知れない。

　ただ春日井遊クランプは、この子の寝ね顔がおや泣き顔を見たことがないことに少し、物足りなさを感じていた。ふと目が合ったミーファも同じようなことを考えていたのかも知れない。

　子育てに悩なやむ全国のお父さんお母さんに聞かれたらバールで滅めつ多た打うちにされかねないような、贅ぜい沢たく極きわまりない願いだとは思ったけれど。




　その願いが叶かなったわけでもないだろうが。

　すくすくと成長し、言葉を覚えれば覚えるほど、ハルハはいろいろな表情を見せるようになっていった。

「……おとーさんもおかーさんも、おそい！」

　その日──ハルハの誕生から一ヶ月ほど経たったある日。

　五歳児ほどの姿になったハルハの足あし下もとで、クランプとミーファは正座させられていた。

　いつものホテルの一室。ハルハは腕を組んで仁に王おう立だちになっている。あんなに丸っこい赤あかん坊ぼうだったのがよくもまぁ……と言いたくなるくらい、伸びやかに育った手足がまぶしい。でもって、わざとらしく竹刀しないを担かついだパヤキノを傍かたわらに従えていた。

「きょうは、はやめにきてくれるっていったのに！」

　難なん詰きつするハルハの声は、心なしミーファに似ていた。そしてその口調には合成音のような不自然さは微み塵じんもなく、ただ幼さを映した拙つたなさがあるだけだった。

「スーパーの醬しよう油ゆの特売がさ……混こんでてさ」

「ご、ごめん……ちょっと家でトラブっちゃって」

　二人はひたすらへこへこと謝り倒たおしていた。標本にしたいくらいのザ・猫ねこ撫なで声だった。

「あ、そうだハルハ。スローイングナイフを買ってきたんだ。ほら、柄つかに彫ちよう刻こくがしてあって可愛いし、小さくて軽いから女の子でも使い易やすいぞ」

　自分のアイテムボックスから投とう擲てき用のナイフを出してみせるクランプ。六枚組みの小さな物で、柄に施ほどこされた装そう飾しよくからアクセサリとしても人気がある。

「なーに？　お土産みやげが武器なんて、ホント男の子はダメねー」

　罪人の片棒たるミーファはと言えば、クランプに軽けい蔑べつのジト目を向けてから、一転笑え顔がおになってハルハに向き直った。

「ほらハルハー、おかーさんの買ってきた『緋ひ牡ぼ丹たん』を装備して見せて。ブシドゥ・グレイヴで売ってた着物の防具よ」

「オミヤゲでごまかされるハルハじゃないしっ！」

　御ご機き嫌げんを取ろうと差し出した品々だったが、却かえってハルハの不興を買ったようだ。ちンッと、嘆なげかわしげにそっぽを向かれてしまう。

　ハルハのアイテム倉庫は、二人のプレゼントした子供用ギターやらスライムの缶かん詰づめやらドラゴンの骨（偽造フエイク）やらカラクリ人形やらで溢れ返っている。もっと小さな頃のハルハは無条件に喜んでくれたので、つい買ってきたり拾ってきたりしてしまうのだ。

「まったくもー」

　不ふ機き嫌げんに吐と息いきしつつも、ハルハはミーファの膝にぽとんと座り込んだ。

　体に比べると精神の成長は遅おそいらしく、てくてくと歩き回れるようになってもまだ、ハルハは甘えん坊のモグラだった。クランプたちが買ってくるいろいろな武器を装備して、モーションを試ためして遊んだりするのも好きだが、それより何よりミーファやクランプに抱だき締しめられるのを喜んだ。

「ハルハ……ずっと、まってたんだよ」

　だから、ミーファの腕の中で身をよじり、二人を見上げて言う声には強い寂さびしさがにじんでいた。

　そうだ。ハルハはずっと、待っている。

　昼間にパヤキノと二人きりで待っているというだけではない。寝ね転ころがることはできても「眠ねむる」というアクションの存在しない『ＣｔＧ』の住人であるハルハは、昼も夜もずっと、まんじりともせずにクランプとミーファが部屋を訪おとずれるのを待っている。

　今度からは醬油の特売を諦あきらめてでも約束を守ろう。パヤキノに竹刀で頭をぺしぺし叩たたかれながら、肝きもに銘めいじる遊クランプであった。




「ひゃぁ!?」


　と、ミーファが悲鳴を上げたのは、犬けん面めん人じん身しんのモンスター・コボルトの首がスポンと飛んでいくのを目まの当たりにしたからだった。暗がりから現れた犬いぬ面づらを、クランプが出会い頭がしらの一刀で斬きって落としたのだ──Critical Hit !!



　傷口から派手に噴ふき出した血ち飛沫しぶきが坑こう道どうの壁かべに血文字を描えがき出す。ミーファはその生なま臭ぐさいシャワーをカンテラに浴びないように身を避よけつつ、呆あきれたような声を出した。

「うへー……よく平気でやれるよね。首切ったりさ……あたし、未いまだに抵てい抗こうあるんだよね。特に二本足で歩く敵と戦うのってなんか恐こわくて」

　ドラゴンズ・グレイヴの鉱山地帯。そろそろハルハにも戦せん闘とうを伴ともなうクエストを実地見学させてもいい頃ですヨ、というパヤキノの意見に従って、クランプとミーファの二人で低難度のクエストを下見しているところだった。

　討とう伐ばつクエスト【坑道のコボルト退治】は、その名の通り鉱山の奥に出しゆつ没ぼつするコボルトを一定数撃げき破はするだけという、序盤向けのクエストだ。

　血を払はらって納刀するクランプをカンテラで照らしながら、ミーファは訊いてみた。

「やっぱり男の子だから？　ゾンビ映画とか大好きな人？」

「そうじゃないけど……」

　クランプはちょっと困った声を出した後、適当な回答を思い付いた。

「ミーファも言ってたろ。ゲームの話だし、って奴さ」

「こんなにリアルな世界なのに？」

「リアルだから、だよ。筋スト力レン値グスが上がって凄すごい動きができるようになったり、セミオートの戦闘で超ちよう人じん的な技わざを使う度たびに、実際の自分との違ちがいを判然はつきりと感じてしまう。

　自分より強い自分は、要するに自分じゃないんだ。だから割り切れる」

「自分じゃない……か」

　一応周囲を警けい戒かいしながら話しているクランプは、ミーファがうつむいたのには気付かなかった。半ば無意識に、自分なりの考えを言葉にしていく。

「仮想世界の現実リアリ感テイが向上するほどプレイヤーの実アク存チユア感リテイが低下する、ってのが母さんの持論で、だからこのゲームも──」

「お母さん？」

　聞き咎とがめられて、クランプはしまったという顔になった。そしてその顔は、ハルハ絡がらみのこと以外ではいつも冷静で自信に満ちた「スカラベのクランプ」からはちょっと想像のできない、幼さを覗のぞかせるものだった。ミーファはにわかに勢いづいた。

「お母さんもゲームやるんだ。どんな人？」

「どうでもいいだろ、そういうの」

　目を合わせようとしない上うわ擦ずったような拒きよ否ひが、ある種の相手には誘さそわれているようにしか思えない。ミーファはその種の人だった。

「いいじゃない。教えてよ。一応は夫ふう婦ふなんだしさ」

　せがみながら、剣けんを持っていない方の腕に抱だきついてくる。クランプが息を止めたのを感じて、ミーファは勝利を確信したようだった。

「何あわててんの？　ゲームの話、なんでしょ？」

　一本取られた形のクランプは「ぅ……」と呻うめくと、動揺をごまかすように、

「行くぞ……もう少し奥まで見ておく」

　と、ミーファを腕うでにぶら下げたまま歩き出した。

　しばらく、カンテラの仄ほのかな明かりと遠くの地下水脈のせせらぎ、それにミーファの含ふくみ笑いの気配だけをともに暗い坑道を行く。

　歩くだけ、ほんの少しずつ、寄り添そった少年少女の間に熱が育はぐくまれて落ち着かなくさせていく。でもそれは、カンテラの炎ほのおの物理演算や魔ま法ほうの何かが生み出すものではなかった。だから、時が経っても冷めることがない。

「ゲームだけど」

　次に口を開いたのはミーファだった。

「ゲームだけど、ハルハは可愛いよね」

「……そうだな」

　クランプの口が途と端たんに笑みの形になったので、ミーファは吹ふき出しそうになった。

「わたしと同おんなじだね……」

　彼女のこらえた笑いは口の中で微笑ほほえみに変わって、余った熱は頰ほおに籠こもった。







「どうしたの遊ぼっち？　珍めずらしく考え込んで」

「なんだよ、その……微び妙みようにおとぎ話に出てきそうな蔑べつ称しようは」

「妖よう精せいみたいなものでしょ。いつも一人でいる＝イコールひょっとしたら、わたしだけに見える不思議な生き物なのかも知れない。それが『遊ぼっち』」

「なんだそれ怖こわいぞ……」

　そんな風に冬風から声をかけられたのは、昼休みの学生食堂でだった。

　母の遺のこした貯ちよ蓄ちくがそれなりにあるとはいえ、将来のことを考えるとそう無む駄だ遣づかいするわけにもいかない。一方で『ＣｔＧ』に時間を突つっ込んで弁当を作る暇ひまもない遊はそれまで、毎日パン一個で昼を凌しのいでいた。

　が、少し前に『ＣｔＧ』内でハルハと話している内に意識が遠くなって眠ってしまい、睡すい眠みんによる強制ログアウト──いわゆる「寝ね落おち」──を喫きつしてしまったことが転機となった。少しでもハルハといっしょに過ごすため、規則正しく、しっかり食事を摂とって体調を万ばん全ぜんに保たなければならない。

　そんなわけで、毎日安価な日ひ替がわり定食を食べるようにしたところ、自然と学食利用者の冬風と昼食をともにすることが多くなった。キツネうどんを載のせたトレイとともに対面の席に着く冬風を眺ながめて、遊はひどく漠ばく然ぜんと尋たずねた。

「なぁ冬風、コンピュータに心が宿るって、あると思うか？」

「藪やぶから棒ってこういうことね」

　感情表現が淡たん白ぱくなせいか、ぼーっとして見えることもある冬風だが、成績は学年でもかなり上の方だ。ゲーム漬づけの遊と違っていろいろな本を読み込んでもいる。

　常に重力に従順な黒くろ髪かみに汁しるがかからないようかき上げ、ちゅるりとうどんをすすってから答えてきた。

「『心』の定義にも依よるだろうけど、計算やプログラムで自己意識を作るのは不可能、って説を聞いたことがあるわよ。量子脳理論がどーたらで」

「それはでも、今までのコンピュータでは不可能だってことだろ？」

　冬風は目顔で「どういう意味？」と問い返してきた。遊は、自分が意固地になるのを感じていた。魚肉ハンバーグを突つついていた箸はしの切っ先を冬風に向け、続ける。

「『ＣｔＧ』だよ。あれに使われてるコンピュータが、今までの物とは別次元の性能だって言われてるのは知ってるだろ。あれだけの性能なら、人間そっくりの精神を作り出すことも可能なんじゃないか？」

　しかし冬風はあっさりと首を振ふった。

「性能の問題じゃない。性質の問題。どんなに計算が速くて、多様なメソッドに対応できるコンピュータでも、今までのコンピュータと同じ仕組みで動いてるんじゃ結論は同じ。外から見える入り口と出口だけなら人間と同じように繕つくろえても、中の迷めい路ろの形を同じにはできない。『心』って、その迷路のことだと思う。同じにしようと思ったら……実際にコンピュータに血肉を備えるしかないんじゃない？」

　投げやりに言ってから、思い付いたように続ける。

「それとも、遊は何か聞いているの？　あれに使われているコンピュータの仕組みについて……その、お母ばさんから」

　言ってしまってから、冬風は後こう悔かいした顔になった。母のことに触ふれたのが失言だと思ったのかも知れない。が、そこは気にしてほしくなかったので事務的に返した。

「まさか。世界に一つしかない機械って触れ込みだし……然しかるべく、全く話は聞いてないさ。聞いても意味は解わからなかったろうし」

「それもそうか」

　いささか失礼な同意で、しばらく会話が途と切ぎれた。席の四分の三ほどが埋うまった学食は学生たちの喧けん噪そうに満ちている。そんな中でも、互たがいの食器が立てる音を聞き分けられる距きよ離り。昔に戻もどったような、距離。

　冬風の色の薄うすい唇くちびるがうどんをすすり、ちらとのぞく皓しろい前歯がぷちんと嚙かみ切る。ふと上げた視線がそれを見てしまった時、遊の胸に渦うず巻まいたもやもや。……あるいはこれが、コンピュータには再現できない境地なのだろうか。

　黙だまり込む遊をよそに、うどんをこくんと飲み下した冬風が口を開いた。

「ねぇ遊……あのゲームの中で、何かあったの？」

　どきりと、心臓が跳はねる。咄とつ嗟さに言葉を返せない。冬風がたたみかける。

「まさか、ノンプレイヤーキャラ？　だっけ？　そういうのに恋こいしちゃったとかじゃないでしょうね。だから心がどうのと……」

　直ちよく撃げき弾だんではなかったが、首をかすめる一撃だった。とはいえ。

「違うよ。そんなんじゃない」

　噓うそではないので、声は揺ゆるがない。しかし冬風は回り込んできた。

「……ホントに？　だったらなんで、最近妙みように楽しそうにしてるのよ？」

「き、気のせいだって」

[image: ]

　頭の中で「ん？　ん？」とこちらをのぞき込んでくるミーファの顔を払いのけながら、真っ直すぐに見返す。あの子は違う。ＮＰＣでもなければ恋こい人びとでもない。なんか違うものだ。坑道のあれだって、からかってるだけに決まっている。

　自己暗示の甲か斐いあってか、疑わしげに睨にらんできていた冬風も視線をそらしてくれた。ぷい、と不ふ機き嫌げんな擬ぎ音おんの付きそうなそらし方ではあったけれど。

　冬風はそれきり黙ってしまった。黙もく々もくとうどんを平らげると、備え付けの紙ナプキンを手に取って折り目を付け始める。

　そうして彼女は、視線は手元に落としたままぽつりと訊きいてきた。

「……ねぇ遊。なんでわたしが『ＣあのｔＧ』ゲームをやらないか、判わかる？」

「え…………興味がないから？」

　昔からそうだ。遊が何度勧すすめても、冬風は『ＣｔＧ』に限らずゲームにはついぞ手を付けなかった。十代になってからの遊は、開発者だった母の関かかわったゲームを次々にやり込んでいて、冬風とは少しずつ疎そ遠えんになって寂さびしかった記き憶おくがある。しかし。

「違ちがう」

　一刀両断、不正解だった。冬風は不意に立ち上がり、トレイを抱かかえて背を向けた。そうして、小さな背中越ごしに正解を教えてくれた。

「──嫌きらいだからよ」

　遠ざかっていく小さな背中を見送って、遊はテーブルに残された紙ナプキンの折り鶴づるに目を落とした。作り手の不興を宿したかのようにシャープな嘴くちばしが、真っ直ぐ遊に向けられている。自然と溜ため息いきが洩もれた。

　どうも機き嫌げんを損そこねてしまったようなのだが、その正体が見えない。それが情けない。昔からそうだ。春日井遊は、はっきり言ってもらわないと他人の想おもいを理解できない。

　そして解らないと言えば、先ほどの冬風への問いもだ。

（──どんなに高性能なコンピュータにも心は生まれない。

　じゃあ、あんなに感情豊かに見えるハルハも「偽にせ物もの」だっていうのか？）

　だが、ハルハは他ほかのＮＰＣとは明らかに違う。驚おどろくほど多様な行動を取る『ＣｔＧ』のＮＰＣだが、それでも数々の行動パターンを状じよう況きように応じて使い分けているだけに過ぎない。何度も顔を合わせていれば、機械的な既き視し感かんを覚える瞬しゆん間かんが必ずある。最初は遊も、ハルハはそういう、一種のガジェットとして完成していくのだと思っていた。

　ハルハにはその手のプログラム臭くささがない。毎日毎日気まぐれで、ころころ表情が変わって──「同じ顔」を二度と見たことがない。日々の成長を表現して、短いスパンで仕様が変へん更こうされているのだろうか。

　しかし、ハルハにはそんなトリックでは説明できない部分が確かにあった。それはたぶん、人の間で知ち恵えと呼ばれているものだ。




「おとーさん。それ、なに？」

　ハルハが尋ねてきたのは、いつものホテルの一室でのことだった。

　その時のクランプはテーブルに向かって『羊皮紙』というアイテム──まぁ紙だ──を広げているところだった。ミーファは現実の用事があるとかで遅おくれているので、一人でハルハの相手をしている。

　羊皮紙に折り目を付けて、形を作りながら答えた。

「折り紙だよ。『やっこさん』を作ってるんだ」

「おりがみ？　やっこさん？」

　ハルハは体ごとテーブルの上によじ登り、クランプの手元をのぞき込んできた。キラキラと好こう奇き心しんに輝かがやく瞳ひとみへ説明を返そうとして──案外、言葉にするのが難しい遊びだということに気付く。

　だからあえて答えずに折り続け、とんがり頭の上半身と袴はかまを模した下半身を組み合わせた「やっこさん」を完成させた。

　大人しく作業を見守っていたハルハに差し出すと、ハルハは不思議そうに受け取った。テーブルの上に座り込み、近付けて見たり遠ざけて見たり、ためつすがめつ。

　その仕草に思い出すのは、幼い頃ころの冬風の姿だ。折り紙は二人で教わった遊びで、初めて折り鶴を見た彼女もあんな風に眺め回していた。

「これ、なに？」

「なんだと思う？」

　重ねて訊いてくるハルハに問い返したのは、冬風との会話が後を引いていたからかも知れない。コンピュータ生まれのハルハは、形を「感じ取る」ことができるのだろうか。

　ハルハはすぐには答えてこなかった。じッと、「やっこさん」のプリミティブなシルエットを見つめ、そうして、こう解いた。

「これは、ハルハ？」

　今度はクランプが困る番だった。

「うーん……半分正解かな。これは昔、奴やつこっていう仕事をしていた人をモデルにした紙細工なんだ。ほら、頭と手足があるだろ？　つまり人形だよ」

「にんぎょう」

　ハルハはオウム返しに呟つぶやいてまたしばらく「やっこさん」を見て、三角形の頭を指で撫なでたりしていたが、ふと顔を上げて言ってきた。

「ハルハもつくる。もうちょっと、おおきいやつ！」

　少女の手先は魔ま法ほうのように動いた。

　クランプが作るのを一度見ていただけだというのに、恐おそろしく正確に、一いつ瞬しゆんの迷いもなく紙を折り、開き、あっと言う間に「やっこさん」を完成させてしまう。

　折り紙は数学的な構造を持っていると聞いたことがあるが、これはまさに数理の仕し業わざだ。いくら様々な趣しゆ向こうが凝こらされた『ＣｔＧ』といえど、自動で折り紙を折るスキルなどは存在しない。にもかかわらず、ハルハの手て際ぎわは──そう、機械的なものだった。

　その感が正しいものであることを証しよう拠こ立だてるように、ハルハは瞬またたく間にもう一つ「やっこさん」を折り上げ、それは前の物と寸すん分ぶん違たがわない出来だった。作品と言うよりコピーに近い。

（やっぱり……俺たちとは違うんだな）

　そんな当たり前のことに、なぜだか落らく胆たんを覚える。おかしな話だ。ハルハを動かしているのが『ＣｔＧ』を稼か働どうさせるほどのコンピュータなら、このくらいは驚くには当たらないはずなのに。

　──ところが、三つ目の制作に取りかかったところでハルハの手が止まった。

　折っては開き、開いては折ってを試行錯さく誤ごして、最終的には「やっこさん」とはかけ離はなれた、寸ずん胴どうで異様に頭でっかちな形に仕上げた。

「？　これって……」

　投げ首するクランプに、ハルハはふふンと笑えみで声を暖めて、訊き返した。

「なんだとおもう？」

「んー……もしかして、パヤキノさん？」

　答えたのはクランプではなく、いつの間にかやってきていたミーファだった。ハルハは「おとーさんへのクイズだったのに！」と口を尖とがらせたが、ミーファはごめんごめんと受け流してハルハの体を抱だき上げ、床ゆかに下ろした。

「テーブルに座っちゃダメでしょ」

「だってオリガミできないし」

　母娘おやこと言うより姉妹のように言い合っているミーファとハルハ。クランプはそんな彼女らから、テーブルの上に残された四つの折り紙に目を戻もどす。

　大きな「やっこさん」が二つ、なんかキノコが一つ、小さな「やっこさん」が一つ。

　一いち目もく瞭りよう然ぜん──クランプと、ミーファと、パヤキノと、それにハルハの似姿だ。

『これは、ハルハ？』

『にんぎょう』

　ハルハの言葉が耳に甦よみがえる。

　クランプは──春日井遊は、吐はき気に似た嫌けん悪おを催もよおした。自分自身に。

（俺はなんて思った？　「やっぱり……俺たちとは違うんだな」？）

　冬風がゲームから生まれる人格を否定した時には反発したくせに、結局は自分自身がハルハのことを異物だと見ていた。だが、ハルハは入れてくれた。折り紙の家族の中に、クランプの形を入れてくれた。

　そんな……そんな子だ。しかも。

　ハルハは「折り紙」という概がい念ねんだけを教えられて、それから自分で考えてキノコの折り紙を作り出した。与あたえられた情報から「自由に発想」できるのだ。いかに精せい巧こうな人工つくり知能ものでも、そんなことができるものだろうか。

　謎なぞめいていて、不思議で、でも、どうしようもなく愛らしい「娘むすめ」。

　ハルハ。

（俺は、この子にどう接するべきなんだろう？）

　ここ最近は、ハルハに会いにくるのを優先するあまり『ＣｔＧ』攻こう略りやくが疎おろそかになっている。挑いどむべきイベントは子育てだけではないというのに。

　なにがなんでも『ＣｔＧ』の世界を遊び尽つくさねばならないというのに。

　ハルハを好きになればなるほど、悩なやましさは増していった。




　　　　◇




「あははは」

　そんな悩みも、ハルハの笑顔を見ている間は不思議と気にならない。

　ハルハが生まれてから早二ヶ月。彼女は早くも、人間で言うところの七歳児程度の体格になっていた。

「ゆれてるっ。ゆれてるよっ、おとーさん！」

　少し前までは歩くのにも人形のようなぎこちなさがあったものだが、今ではもう、猫ねこのようにすばしっこく客車の中を走り回っている。

　西部劇風をイメージした世界球スフイア「ガンマンズ・グレイヴ」。銃じゆう器きの威い力りよくが他のスフィアの倍で計算される、ガンマンのための世界だ。

　その首都から発し、広大な荒こう野やを縦断して開かい拓たく町村を繫つなぐ鉄道は、ガンマンズ・グレイヴを旅する上で必ひつ須すの交通機関であり、それ自体が観光名所でもあった。現代日本で実物を見る機会はまずない大型機関車の偉い容ようは、外から見て壮そう大だい、中で揺ゆられて驚きよう嘆たんだ。

　その日は現実世界の祝日で、クランプもミーファも昼間から『ＣｔＧ』に入っていた。たっぷり時間が取れるということで、ハルハにどこかへ行きたいかと訊きいたところ、鉄道に乗ってみたいという答えが返ってきた。

　そんなわけで、クランプたち三人は客車に乗り込み、車窓の煙えん霞かを楽しんでいるわけだった。窓外は見み渡わたす限りの荒野。野生のランドワーム（回虫を巨きよ大だいにしたような怪かい物ぶつ）がカウボーイたちの対モンスターライフルで狩かられている様が、遠くに見えては過ぎていく。

　クランプが電脳異境の風景に心を奪うばわれていると、隣となりに座ったミーファが席から乗り出してハルハへ声を投げた。

「ハルハ、他のお客さんの迷めい惑わくになるから騒さわいじゃダメだよ」

「おっけー！」

　母の言葉に騒がしく返事して、ハルハは赤い着物の袖そでをぶんぶんと振ふってみせた。いつぞやミーファのプレゼントした、ブシドゥ・グレイヴ製の上衣防具だ。

　ハルハ、初めての「おめかし」であった。
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「元気ねぇ」

　そんな母娘の様子に、微笑ほほえましげな声がかかる。対面からだ。

　客車は通路を境に二列へ分かれ、二人席が向かい合って連なるようになっており、クランプとミーファの前には人の良さそうな老ろう夫ふう婦ふが座っていた。

　問わず語りに聞いたところでは、定年後の余よ暇かは持て余すが旅行するには健康に不安がある……だったら最近流行の仮想世界を旅してみよう、という趣しゆ旨しらしい。そんなイージーな考え方をするだけあって柔にゆう和わで話し好きで、そして仲なか睦むつまじい御夫婦だった。

「あの着物のお嬢じようさん、どちらかの妹さんかしら？」

「は、はぁ……」

　クランプとミーファの受け答えは、どうしても曖あい昧まいなものになってしまう。これだけ年長の人に噓うそをつくのは、なんとなく恐きよう縮しゆくしてしまう。でもって、正直に答えるのは噓の何十倍も噓くさいのだ。

　クランプたちの戸と惑まどいには気付かず、老婦人は「これが本題」とでも言いたげに、ほくほくと浮うかれた声で訊いてきた。

「それで、二人は恋こい人びと同士なの？」

「「あ、いえ、違ちがいます」」

　今度はあっさり言い切って、二人並んで立てた手刀を横に振る。二人は『ＣｔＧ』のシステム上の夫婦だが、一分一秒たりとも「恋人」であったことはない。

　老婦人は期待外れの答えにちょっとがっかりしたようだった。隣の御ご亭てい主しゆにも「年とし甲が斐いもなくやめなさいな」とたしなめられ、話を変えてくる。

「トラベルＰＣなら、わたしたちみたいな爺じじ婆ばばでも、あの子みたいな子供でも安心して旅行できるわね」

　トラベルＰプレイヤーＣキヤラとは『ＣｔＧ』独特のシステムで、低てい年ねん齢れい層や高こう齢れい者しやにも安心して仮想世界を体験してもらうべく、一いつ切さいの攻こう撃げき行こう為いができない代わりに戦せん闘とうによるダメージを受け付けないプレイヤーキャラを指す。「トラベル」と通つう称しようされ、一二歳以下のプレイヤーは原則的にこちらになる。

『ＣｔＧ』では肉体の損傷と耐ヒツ久トポイ値ントが全く別の概念とされ、ヒットポイントが残っている内はどんなに傷を負っても徐じよ々じよに治ち癒ゆ・再生するが、ヒットポイントが尽きるか脳ないし頸けい椎ついを一いち撃げきで砕くだかれるとゲームオーバーとなる。トラベルＰＣの場合、ヒットポイントが無限な上に攻こう撃げきが透とう過かされるため、戦闘では絶対にゲームオーバーにならない仕様だ。

「僕はまだまだ現げん役えきゲーマーのつもりなんだがね。通常のアバターは場合によっては心臓に悪いとかで、この妻ひとがやらせてくれんのだよ」

「あなた、テレビゲームとは違うのよ……あら？」

　夫を諫いさめた老婦人が言葉を途と切ぎれさせた。いつの間にか傍かたわらに来ていたハルハに袖を引かれたからだ。ハルハは老婦人を見上げて、不思議そうに言った。

「ハルハ、トラベルじゃないよ？」

　本人の言う通り、ハルハは子供ながらトラベルＰＣではないということだった。だからこそ注意深く守ってやらないといけないと、パヤキノから言われている。

　しかし、事情を知らない人から見たら単なる規約違い反はんだ。

「あら？　でも、あなたくらいの子供は──」

「でもハルハ……もぎゅっ？」

「い、いえ！　違うんです！　この子よくシステムが解わかってなくて！」

　面めん倒どうなことを言いかけるハルハを無む理り矢や理りに抱だき寄せ、ミーファが愛あい想そ笑いを振りまく。露ろ骨こつという単語の意味強度を一歩推おし進めるほど露骨なごまかしだったが、おおどかな老夫婦はあっさり納なつ得とくしてハルハの頭を撫なでてくれた。ハルハはうれしそうに目を細めた。

　などと、保護者すら把は握あくできていないハルハの立場にまつわるエクスキューズにヒヤヒヤするシーンはあったものの。

　天気は良く景色は澄すみ渡わたり、朗ほがらかな旅の道連れにも恵めぐまれている。ミーファも、そしてハルハもすこぶる機き嫌げんが良いようだ。

　来てよかった──旅行に対する最上級の賛辞を惜おしみなく送りたい、休日の午後だった。

　荒野の真ん中で、列車が急ブレーキをかけて停止するまでは。




　客観的に見て、手て際ぎわの良い列車強ごう盗とうとは言えなかった。

　追い立てた巨大ランドワームに線路を塞ふさがせ、列車を停止させたまでは良かった。

　だがその後、貨車に載のっている金庫を襲おそう段になって大きく破は綻たんした。

　警備ＮＰＣの強さはそこそこで、襲しゆう撃げき者しや側のプレイヤーのステータスならあっさり制圧できるものだった。そこまでは計算通りだったのだろう。だが、金庫の中身が空っぽだった。他ほかのプレイヤーがイタズラ目的で流した偽にせ情報に引っ掛かかったらしい。

　そして。

　腹の虫が治まらない四人の強盗たちは、事もあろうにクランプたちの乗った客車に乗り込んできたのだ。

「よーし動くな！　俺らはぶっちゃけ強つえー！」

　乗降口付近で客車全体を見回しそう叫さけんだのは、強盗の首領格らしい大おお柄がらで髭ひげ面づらの男だ。髭のせいで老ふけて見えるが、声や物もの腰ごしは若々しい。青年と言っていい年の頃ころだろう。

「マリオネッツ・グレイヴ攻略の資金を稼かせぐための強盗だ。ここらで遊んでる連中とはレベルが違う！　解るな？」

　男の言う「マリオネッツ・グレイヴ」とは解禁されたばかりの上位スフィアで、サイバーパンク風の世界だ。攻略には高価な装備が必須となる。我が慢まんの利きかないプレイヤーの中には、手っ取り早く資金を得るために、こうやって危ない橋を渡る者もいた。

　拡張ＡＲモードで見ると、レベル以外の情報には匿とく名めいフィルタが掛かっていたが、肩かたの辺りに真っ赤な標札タグが浮いている。公共の設備に攻撃を仕し掛かければ《犯罪者》の赤いタグが付けられ、一定期間、討とう伐ばつクエストの対象に登録されてしまう。

　先せん端たんの上位世界に挑ちよう戦せんしようと思うだけあって、確かにクランプよりかなりレベルが高いようではあった。

「いいか、俺たちはこれから、お前たちの有り金の三割を徴ちよう収しゆうする。大人しく渡しゃあ殺しはしない。悪い話じゃあないだろう？」

　死亡時のペナルティは「所持金の半分消失」なのでそれよりマシではある。何より、痛覚こそほぼカットされているものの、精細すぎる『ＣｔＧ』の世界で殺害されるのは慣れるまで相当の恐きよう怖ふを伴ともなう。それなりに有効な脅おどしにはなっていた。

　髭面の他の強盗三人は通路の各所に陣じん取どって、それぞれ得え物ものの銃じゆうを構えて威い嚇かくしている。

「ひぁっ……う、撃うたないで！　死んじゃいますよ！」

　一人は、手近に居た修道女シスター姿の少女に銃を突つき付けていた。強盗は全員、髭面に比べると一段落ちるがクランプよりもやや上のレベルだ。ミーファよりはかなり強い。

（抵てい抗こうは……やめとくか）

　隣でぎゅっとハルハを抱き締しめているミーファを盗ぬすみ見て、心中で嘆たん息そくする。クランプ一人ならゲームオーバー覚かく悟ごで撃げき退たいを試みることも考えられるが、今はミーファとハルハがいる。

　そんな乗客たちの従順さを認めて、髭面は唇くちびるを舌で舐なめる仕草をした。瞳ひとみの色が一段明るくなり、視界を拡張ＡＲモードにしたのが見て取れる。

「まずは、金を集めてる間に妙みようなことをされないように、何人か人ひと質じちを取らせてもらうぜ。

　……一人はそのシスターもどきとして、後は誰だれにするか。いくら抵抗されなくても、ぶっ殺せないトラベルは人質にはならねぇ」

　なんとなく嫌いやな予感がして、それが的中した。

　客車内を舐めるように物色していた髭面の視線が、ミーファに留まったのだ。

「おい、そこの女、トラベルじゃないな！」

　指名を受けて、ミーファは悲鳴を上げた。クランプも腰こしを浮かせる。

（まずいッ……！）

　未いまだかつて感じたこともなかった焦しよう燥そうが、彼らから冷静さを失わせていた。

　それは、ミーファを案じてのものではなかった。

「だめよハルハっ！」




　いつの間にミーファの腕うでを抜ぬけ出していたのか。

　赤い着物の少女──ハルハが通路に出て、七メートルほどの間合いで髭面に向き合っていた。

　髭面も、乗客を注意深く見張っていたはずの強盗たちも、ミーファの悲鳴で初めて気付いたのだろう。毒気を抜かれたようにハルハを見つめている。

「おい……なんだガキ。トラベルに用はないと──」

　言いかけた髭面の言葉が途切れる。

　深々と。

　自分の肩に刺ささったスローイングナイフに気付いたからだ。

「おっ……？」

　それは、『ＣｔＧ』独特の感覚だった。システム上、痛覚は引きつるような違い和わ感かんに変へん換かんされ苦しみを感じることはない。ただ、だからこそ金属の冷たい感かん触しよくが自分の肉の中に入り込んでいるのが明めい瞭りように伝わってきて──痛みを飛び越こし、自分が死体であるかのような錯さつ覚かくを起こさせる。

　そして髭面は見た。赤い着物の幼い少女が、ゆっくりとこちらへ歩み寄りながら二本目のナイフを自分に投げつけるのを。

　あまりに無造作に。あまりに俊しゆん敏びんに。あまりにためらいなく。

　今度は脇わき腹ばら。骨の隙すき間まへ吸い込まれるように、鋭えい利りな刃はが柄つかまで入り込む。やはり痛みはない。だが、その現実感と危機感の希き薄はくさが、髭面に反はん撃げきの機会を失わせた。

「──ねぇ」

　と、事態を認にん識しきできていない髭面に問いかけるその声が誰のものなのか、クランプには一いつ瞬しゆんならず判わからなかった。こんなに冷たく研とぎ澄まされた、声。

「ねぇ、どうして？」

　ハルハの両手に光るスローイングナイフが自分のプレゼントした物であることに気付いて、初めてその底冷えするような声の主を認められた。

　ようやく自分を打った相手を悟さとった髭面は、怒ど気きで限界まで見開いた目でハルハを睨にらみ付け、自動拳オート銃マチツクの銃口を向ける。

「どうして、こういうことするの？」

　しかしハルハは怯ひるまない。さ揺ゆらぎもしない大きな瞳が、真円の錐きりとなって髭面の眼がん窩かから突き込まれて胃の腑ふをえぐる。拳銃を握にぎる手が引きつって。

「なン・だ──このッ……あほんだらぁ！」

　ガンッ。と、髭面の手元から銃声が鳴り響ひびく。仮想世界の中とはいえ子供が撃たれるシーンに誰かが「ひッ」と息を吞のんだ。

　だが、ハルハには傷一つない。

　赤い着物の袖そでが花びらに似て翻ひるがえる。舞まいのような一回転。

　その動作で、両手のナイフを続けざま投じながら同時に銃じゆう弾だんをかわしていた。まるで、あらかじめ弾道が見えていたかのように淡たん白ぱくな奇き跡せき。

　ナイフは髭面の肩と右腿ももに突き刺さり、脚あしにダメージを受けた髭面の膝ひざがすとんと床ゆかに落ちる。痛覚があれば悲鳴を上げたところだろうが、幸いにしてそれはない。だからただ、ハルハに怨えん嗟さの視線を向けて──怒いかりが恐怖に変わった。

　ハルハの両手には、すでに次のナイフが現れていた。手しゆ裏り剣けんのように袖に隠かくして持ち運べる小サイズの武器は、《袖スリ珍ーブ暗ウエ器ポン》というスキルを持っていれば即そく座ざに補ほ充じゆうして装備できる。

　前まえ髪がみの作る影かげが、少女の鼻筋から上に闇やみを降らす。ただ爛らん々らんと冷光をたたえた眼球だけが、画が鋲びようで留めたような無感動で髭面を見下ろしていた。

　そのナイフは。その眼めは。

　少女にためらいも容よう赦しやもないことを、ごく先せん鋭えい的に示していた。ある意味で、どこまでも子供だ。子供だから、よどみない真空質の怒りで相手を滅めつ多た打うちにできる。

　少女の歩みはすでに、髭面の眼前に達していた。ヒュンと冷れい淡たんに風を切ったナイフが、投とう擲てきではなく斬撃のための握りに持ち直される。

「ハルハは、たのしみにしてたんだよ」

　そして。

　休日の乱入者を力ずくで子供じぶんの目線に下ろしたハルハは、傲ごう然ぜんと声を降らせていく。

「おとーさんと、おかーさんと、いっしょにいっぱいあそべるって。たのしみにしてたんだよ？」

　その陰かげに沈しずんだ形相は、甘えん坊ぼうの抱だっこモグラのそれではなかった。陰いん火か──陰火の貌かおが、バチリと爆はぜる。

「いっぱい！

　いっぱいガマンして！

　やっと！　ずっと！

　やっとずっと!!　あそんでもらえるひだったのに！

　ねぇなんで!?　なんでわからないの？　おじさんバカなの!?

　どうして？　ねぇどうして？　どうしてどうしてどうしてイジワルするの!?」

　子供の子供による子供のための弾だん劾がい罵ば倒とう。「休日の約束」が破られることをただただ邪じや悪あくな事態と信じて疑わない、世界と家族への無条件な信しん頼らい。それが踏ふみにじられた事実が信管となって、幼い感情を爆ばく発はつ炎えん上じようさせている。

　当然、髭面には全く意味が解わからない。ただ呆ぼう然ぜんと聞いている。答えを乞こうように左右を見るが、修道女姿の少女にきょとんと見返されるだけだった。

　当とう惑わくする彼に対して、ハルハはあくまで幼かった。相手の立場になって情状を推おし量るには幼すぎた。だから真っ直すぐに、我がままに、容赦なく。

「そんなのはっ──」

　手にした刃やいばを、空くうに滑すべらすように振ふり交差かわした。

「ペケでしょっ！」


　髭面の喉のど頸くびが十文字に切り裂さかれ、勢いよく噴ふき上がった血ち飛沫しぶきが客車の天てん井じようにCritical Hit !!の文字を吹ふき付けた。






　それを機に。

「な、なんだよこのガキは!?」

　ハルハのあまりにも堂々とした急きゆう襲しゆうに反応できないでいた他ほかの強ごう盗とうたちが、ようやく動き始める。

　まず髭面のそばに控ひかえていた一人がハルハに回転式リボル拳銃バーを向けたが、例の修道女に飛びかかられて予備動作を中断させられた。

　ほぼ同時、クランプの斜ななめ前方にいたのっぽの強盗がライフルを構えてハルハを狙ねらう。その射線は飛び出したミーファの背中ですぐにふさがれたが、強盗に狙いを付け直す理由はない。引き金に力が籠こもり──

　その時、クランプが動いた。


　のっぽへ体当たりしてそのまま押し倒たおしながら、同時に相手が腰に下げていた自動オート拳マチ銃ツクを抜き取る。『Snatchスナツチ !』の合成音声とともに、奪うばわれた強盗の目の前に『アイテム「オートマチックＭ１９０５」を盗まれました』のメッセージが表示される。



「あっ、てめ！」

「悪いな、とは言わないよ」

　悪いな──の部分を言い終わる前に撃げき鉄てつを起こし、ありったけの弾丸をのっぽの腹に撃うち込んだため、相手には最後まで聞き取れなかっただろう。五発目あたりで耐ヒツ久トポイ値ントが尽つきてマネキンに変化した。

　弾たまを撃ち尽くして薬室の開きっ放しになった拳銃を適当に捨てて、立ち上がる。

　と。

　ライフルを構えてこっちを狙っている大おお柄がらな強盗と目が合った。その銃口は、真っ直ぐクランプの頭に向いている。

「「………………ははッ」」

　お互たがいに緊きん張ちようの振り切れた、躁そう的な笑えみが交かわされて。

　強盗は、一瞬で真顔に戻もどって引き金を引いた。

　避よけられる距きよ離りではないし、この距離で頭部を撃ち抜かれればまず助からない。普ふ通つうならゲームオーバー確定の状じよう況きようだったが。

　弾は、外れた。いや、狙った場所から獲物クランプが消えていた。

「っ……消えた？　なんだ？　殺やられる前に外部刺し激げきでログアウトしたのか？」

「いいや──獲とったぞ」

　その言葉を明後日あさつての方向に聞いた次の瞬しゆん間かん、拍ひよう子し抜ぬけしていた強盗は胴どうを薙ながれて吹っ飛んでいた。

　一瞬で自分の席の位置に戻っていたクランプに、携帯用にソード短縮したオフショットガンで撃たれたのだ。散さん弾だんに腹をずたずたにされた強盗は、無人の客席にすがるようにしてクランプを睨み上げた。

「なんだそのワープもどき……今時通信ラグかよ」

　クランプは答えず、虫の息の強盗に歩み寄る。プレイヤー情報を確かめようとしたか、強盗の瞳ひとみが明度を増し──きょとんと見開かれた。

「クランプ……？　お前……あの『スカラベのクランプ』なのか？　……いや、それにしてはレベルが低すぎる──」

「だったら人ひと違ちがいだろ」

　強盗が納なつ得とくするのを待たず、クランプは残りの散弾を撃ち込んだ。頭の砕くだけたマネキンがからんと床に転がる。

　見回すと、強盗の最後の一人は他の乗客に斃たおされたのか、いつの間にかマネキンになっていた。悲ひ惨さんな有あり様さまだったのはかつて髭ひげ面づらの強盗だったマネキンで、全身にナイフの柄を生やして首がずたずたになった状態で血の海に沈んでいる。

　そして視線は、彼女らに行き着く。クランプの「家族」たち。

　肩かたを震ふるわせながらハルハを抱き締しめているミーファと、そんな母親に怪け訝げんそうなハルハ。

　ふとハルハと目が合うと、黄色く弾はじけるような笑顔が返ってきた。

「おとーさん！　おとーさんにもらったナイフでやっつけたよ！」

　作り笑い以外の、何ができたろうか。




「なぁ……なんでその子、トラベルＰＣじゃないんだ？」

（そらきた……）

　状況が一段落したら、最初に突つっ込まれたのはそこだった。無論、今は通路の真ん中でミーファに抱だきつかれてきょとんとしている、我が「娘むすめ」についてのお話だ。

「どう見ても小学生に見えるんだが……」

　周囲を代表するように訊きいてきた男性の声は少し硬かたい。一三歳未満の非トラベルＰＣは規約違い反はんだ。

「ええと……ですね、この子は──」

　何か言ってごまかさねばとは思うのだが、上手うまい言い訳が思い浮うかばない。春日井遊は特に頭が回るわけでも口が上手いわけでもない、ただの高校生なのだ。

　いっそ、正直に話すか。

　ハルハは《結けつ婚こん》イベントの隠し要素で生まれた子供なのだと。

　だから心配は要いらないのだと。

　だって、人間ではないのだから、と。




　──ぞっとした。冗じよう談だんじゃない。




　理性では納得している。ハルハはゲームの外に生身を持った人間ではない。それが事実だ。でも、それを周囲に明かした時、ハルハはどんな視線に曝さらされるのだろう。

　物を考え、発想し、そして喜き怒ど哀あい楽らくの感情を持ったＮＰＣ。冬風との会話を思い出すまでもなく、現代的な人工知能の限界を軽く飛び越こえた少女。不可能存在。

　親身に接して育ててきたクランプとミーファだから、こんなにも可愛かわいく思える。だが他の人間にとっては、常識外れなオブジェクトとして、好こう奇きや観察の対象にしかならないかも知れない。

　怖こわかった。自分たち以外の人間をハルハと接せつ触しよくさせるのが怖かった。ハルハを客観されるのが怖かった。もし多くの他人からハルハの特別さを、異常さを指し摘てきされたら、クランプやミーファは今までと同じようにハルハと接することができるだろうか。夢から覚めてしまいはしないだろうか。

　まだ──まだ早いと、思う。もうしばらく、クランプとミーファだけのハルハでいてほしかった。

　遊が結論を出したのと同時。

「ハルハは──この子は……」

　そう呟つぶやいてミーファが、すっくと立ち上がった。クランプは反射的に彼女の肩に触ふれた。声が、震えていたから。

　ミーファはミーファで、事態の吞のみ込めていないハルハの頭に手を置いていた。だから彼らは一ひと繫つながりで、ミーファは出し抜ぬけな大声で宣言した。




「この子は、ち……違ちがいますからぁ───ッッッ!!」




　…………………………

　沈ちん黙もくがあった。

　それはまぁ、そうだろう。返答に困る言葉──そして熱意だけで場を圧するような大だい音おん声じようだ。加えて、美少女と言って不服も出まいというミーファの必死の形相である。

「いや、そういうことじゃなくて……」

　ハルハの正体を尋たずねたプレイヤーもこれには困こん惑わく気味で、否定の言葉も着地点を見つけられずに尻しりすぼみに消えていった。

　結果として、また沈黙。黙もくして沈む、その空気である。

　ただ一人、当のハルハだけがきょろきょろと大人たちの硬い顔を眺ながめ回している。

　頭が悪いのでも鈍どん感かんなのでもなく（家うちの子は聡そう明めいで利発なのだ）、幼いからですらない。ただ単に、自分がどれだけ特とく殊しゆな存在であるかを「知らない」というだけだ。その事実を想おもうと遊はなんだか切なくなって、涙なみだがにじみそうだった。

　そんな中である。

　出し抜けに、車両の扉とびらがガショッと開いた。先ほどまで強盗たちに封ふう鎖さされていた乗降口だ。全員の視線がそこに集中して──一様に、度ど肝ぎもを抜かれた。

「やぁ、どーもどーも」

　なぜなら、ぬぬぬっと客車に入ってきたのが巨きよ大だいなキノコのぬいぐるみだったからだ。

　──賢けん明めいな諸氏にはお察しのことであろう。わざとらしくカウボーイハットなど傘どたまに載のせたパヤキノ氏である。

「あー！　パヤキノさんだー！」

　真っ先に歓かん声せいを上げたハルハが、そのもっちりしたぬいぐるみボディに力いっぱいダイヴする。乳母ナニーＮＰＣは砲ほう弾だんのような少女を危なげなく抱だき留めた。

「ぼんじゅーぅ。むっしゅもなーみ」

　そしてなぜか、フランス語と言うよりテレビ版『名めい探たん偵ていポワロ』風にあいさつしてくる。ハルハが真ま似ねして「むっしゅもなーみ！」と繰くり返した。

　客車にいる全員が全員──既き知ちのクランプたちでさえ──呆あつ気けにとられる中、さすがに海千山千、老ろう夫ふう婦ふの御ご亭てい主しゆが代表して口を開いた。

「はぁ……あんたはいったい、どなたさんです……？」

「ボクですか？」

　そこでパヤキノは「よっこら、みゅ」とハルハを担かつぎ上げ、大きなずだ袋ぶくろへ放り込んだ。袋の中から、きゃっきゃとはしゃぐハルハの声がくぐもって聞こえてくる──『わぁー！　フクロだー!?』

　何事かと目を丸くする一同に、キノコはしゃあしゃあと名乗りを上げた。

「ボクは荒こう野やの人ひと攫さらい、パヤ・ザ・キッドですヨ」

「えっ？」

　周囲の不理解をよそに、パヤキノはくるりと車内へ背を向け、外に繫いであった馬にぼよんと飛び乗った。

「はいヨー銀ぎん星せい号ごうー」

　そうしてそのまま馬に乗って、あっと言う間に荒野の果てに消えていく──

　…………

　………………

　ハルハ入りのずだ袋を抱かかえたまま。

「「あああっ！　誘ゆう拐かいされたっ!?」」

　ようやく思い当たったクランプとミーファの絶ぜつ叫きようが悲痛なユニゾンとなって、線路に貫つらぬかれた無む尽じんの荒野に響ひびき渡わたった……







　約一時間後、一同はいつものホテルの一室に集まっていた。

「……まぁ、何はともあれ助かったよ」

　さっきまでは旅行が中断したことにむくれていたが、今はミーファにババ抜きを習いながら手札を睨にらみ付けているハルハを眺めて、クランプはパヤキノに頭を下げた。

「正直、あの状況はお手上げだったから」

　あの後、パヤ・ザ・キッドを追いかけるふりをして列車を離はなれ、先に帰っていたハルハ＆パヤキノと合流。なんとか一件を有う耶や無む耶やにできた……かどうかは、よく判わからないが。

　パヤキノは、あっさりと請うけ合った。

「なに、これも乳母ナニーＮＰＣの仕事のうち。心配なさらずとも、今日の事は運営の方で処理するので問題にはなりません。警察官かん僚りようの汚お職しよくのごとく、煙けむりも残さず揉もみ消されるはずですヨ」

「ありがたい……けど、なんか怖いなそれ」

　それはともかく、今回の件で、今まであえて考えるのを避さけてきたことに向き合わなければならなくなった。

「なぁ……ハルハはこれから、どう扱あつかえばいいんだろう？」

「どう、とは？」

「もっと大きくなれば、トラベルＰＣじゃなくても怪あやしまれることはなくなる。けど、そうなったら俺たちは……どうすればいいんだ？」

　そうだ。ハルハは『ＣｔＧ』の世界にあって「自由」に物を考え発意する能力を持っている。今は庇ひ護ごを必要としているが、将来的には自律して行動できるようになるだろう。

　──ハルハに「親」が必要なくなった時、何が起こるのか？

　それは、パヤキノから渡された拡張マニュアルにも記き載さいのない事じ項こうだった。

「なるほど。御心配はもっともですが、まぁじっくり考えれば良いことですヨ」

「じっくり……って言っても、ハルハはあっと言う間に大きくなるだろ。半年もすれば俺たちの年ねん齢れいを追い越すんじゃないか？」

「それなのですが──」

　パヤキノが言いかけて、言葉を切った。

　いつの間に寄ってきたのか、ハルハがパヤキノの腕うでにしがみついている。見ればミーファはトランプをアイテムボックスに片付けて、代わりに新しく手に入れた呪じゆ歌かの楽がく譜ふを取り出していた。

「ねー、パヤキノさんー」

　クランプは、伏ふし目がちに息を整えているミーファの静かな表情に目を引かれて、パヤキノに問いかけるハルハの言葉を聞き流してしまった。

　そうしてそれを、後になって悔くやむことになる──




「ハルハ、いつになったらおとーさんやおかーさんにあえるの？」




　　　　◆




　ビ──────────────




　──と、そんな。

　どこか虫の羽音を思わせる電子音が部屋に満ちている。

　とあるマンションの一室。家具よりもゴミの体積が大きいような薄うす暗ぐらい部屋の片かた隅すみで。

　その異音を鳴らしているのは、部屋の主である男が身に付けたヘッドセットのような装置だった。


『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』を利用するための端たん末まつ・ラミエルだ。半はん透とう明めいのバイザー表面いっぱいに「Malfunction」のメッセージが点てん滅めつを繰り返している。



　エラー音は一向に鳴り止やまない。耳元から鳴り響く音に、男は反応しない。

　ただ、椅い子すに預けた背中をだらりと折って、口の端はしに溜たまった泡あわが弾はじけてはしたたり落ちるのに任せている。




　ビ──────────────




　途と切ぎれることなく鳴り続ける電子の羽音は、狭せまい部屋の中で木霊こだまとなって男の体にまとわりついていく。屍し肉にくに群がる蛆うじのように。

　いつまでも、いつまでも……




　この男性がオンラインゲーム中に原因不明の失神をし、発見した家族によって病院に運び込まれた一件は翌日のニュースでも短く報じられた。しかし、彼が打ち倒たおされたその瞬間、現場にいた十数人の目もく撃げき者が因果関係に気付くことはなかった。

　現実の彼は髭ひげのないつるりとした顔で、ゲーム内のアバターとは全く容よう貌ぼうが違った。

　だから、ガンマンズ・グレイヴの列車内でとある少女に喉のどを搔かき斬きられた強ごう盗とうだとは、誰だれにも判らなかったのである。
















　ハルハが列車で大暴れして人攫いと逃とう避ひ行こうを繰くり広げたあの日から、一週間ほど後。

　春かす日が井い遊ゆうは、寝ね不ぶ足そくだった。

　学校の授業を半はん醒せい半はん睡すいで乗り切り、ようやく帰路。初夏の夕焼けが鋭えい角かくに差す住宅街を歩いている。嚙かみ殺したあくびに喉の奥が震ふるえて涙なみだがにじんだ。

「またあのゲーム？　よく飽あきもせず続くわね」

　呆あきれの声で耳を刺さしてきたのは、傍かたわらを行く冬ふゆ風ふだった。家が同じ住宅街に在り冬風も帰宅部なので、たまにだが帰りがいっしょになる。

「良いゲームだよ」

　答えながらも、遊の顔はうつむいていた。冬風はもうこちらの顔を見ていなかったが、知られてはいたように思う。

「そりゃ……あれは、あんたのゲームだからね。でも、気を付けなさいよ。最近、家の中で原因不明の昏こん倒とうをするってニュース、よくやってるでしょ」

　言われてみれば、休み時間に幸こう太たがそんなことを言っていた気がする。日本全国、特に法則性もなく十数件も報告されてるンだってよヤベーよ俺血圧低いのにダイジョブかなとかなんとか。眠ねむ気けに脳をほだされてよく覚えていないが。

　しかし、分かれ道で夕日の方へ去って行く冬風の残した言葉は、妙みように鋭するどく──つまりはいつも通りに──遊の横腹へえぐり込まれた。

「遊は一人ぼっちの遊ぼっちなんだから、死んじゃうわよ」




（死んじゃうとか言うなよな……）

　冬風がこちらを落ち込ませることを言うのはいつものことだったが、今日は殊こと更さらに応こたえた。寝不足の理由と、それに由来する不安を思い出させる言葉だったから。

　寝不足の原因は、ミーファだった。

　五日前から、なぜかミーファが『ＣｔＧ』に現れない。そのため、いつにも増して寂さびしがるハルハを慰なぐさめていたら深夜……という日々が続いている。

（何があったんだろうな……？）

　一日や二日くらいなら契けい約やくしている回線のメンテということもあるだろうが、こう続くと不安にもなる。来なくなる前日までは特に変わった様子もなくハルハと遊んでいたので、ゲームに飽きたということも考えられない。

　プライベートで何かあったのは、間ま違ちがいないだろう。

（病気……？　風邪かぜで寝ね込こんでるとか？）

　もっと深刻で入院とか、まさか冬風の言う失神事件……と悪い方向へ不安が揺ゆれたところで、頭かぶりを振ふって払はらい飛ばす。考えても仕方ないことだ。

　ネット上ではよくあることだった。突とつ然ぜん見かけなくなって二度と現れず、そうなった事情を知る術すべもない……。問題は、遊にとってのミーファが、ただの知り合いではないということだ。ではどんな相手かと言えば──ややこしすぎるわけだが。

「考えてみれば、出会ってからほとんど毎日会ってたのか……」

　そろそろ我が家の見えてくる頃ころだ。帰ったら真っ直すぐハルハに会いに行こう。そして。

「今日は来てるかな、ミーファ」




「きたよ、おとーさんっ！」




　玄げん関かん前に見覚えのないグレーのライトバンが停とまっているのに気付いた時から、変だとは思っていた。

　遊の家を訪ねてくる者と言えば、郵便配達や宅配業者を除けば叔父おじ一家くらいだ。だが、叔父の車は白だし、来る時には必ず連れん絡らくがある。携けい帯たい端たん末まつを見ても着信はなかった。

　緊きん張ちようしながら家の前まで来たが誰もいない。ライトバンを見ても運転席は無人だ。首を捻ひねりながら通り過ぎようとした瞬間。

　ライトバンのスライドドアがガバンと開き、中から少女が飛び出してきたのだ──「きたよ、おとーさんっ！」

　だが、その言葉を聞くまでもなく、遊は少女の名を知っていた。

「ハル……ハ……？」

　ハルハだった。髪かみの色が亜あ麻ま色いろになっていて、そこらの小学生と同じような子供服を着てはいるが、まごうことなきクランプの娘だった。

　ぱしゃっと、表情が顔の境界をあふれ越こえて全身の輪りん郭かくを覆おおうような、まぶしい笑え顔がお。少女は力いっぱいにうなずいた。

「うんっ、ハルハだよ」




　……………………

　ああ、夢か。




　そう信じた遊を誰が責められよう。ここは遊の家の前であって、クランプがいつも訪おとずれる『ＣｔＧゲーム』の中のホテルではない。それなのに『ＣｔＧ』で──仮想の世界で生まれたハルハがそこにいる。

　額に手を当てて絶句している内にも、今度はハルハから訊きかれてしまう。

「おとーさんは、おとーさんなんだよね？」

「ええと…………うん。たぶん、恐おそらく、そんな感じだ」

「やっぱりね。ちょっとだけカオがちがうけど、ハルハ、すぐわかったよ！」

　得意顔でうなずいて、制服のズボンにしがみついてくる。その感かん触しよくは、『ＣｔＧ』で抱だきつかれる時より少しだけぎこちなかったけれど。

　間違いなく、抱っこモグラのハルハの仕し業わざだった。

「……ハルハ。どうやって、その……こっちへ来たんだ？」

　ほとんど無意識にハルハの頭を撫なでながら、我われながら不思議な質問をしてしまう。ハルハは遊の手の感触に目を細めて、喉をんふふと鳴らしていた。

「んぇ？　ハルハ、よくわかんない」

「……そうか。それは…………困ったな」

「それについては我々から説明しましょう」

　第三の声は、ハルハの出てきた車の中からだった。車内を見れば、見覚えのない顔が三つ。ぞろぞろと出てきて遊の前に並ぶ。

　そのうち二人は、黒いスーツを着た男女だった。

　男の方は三十代前半くらいの年の頃。ひょろっと細長く、丸いサングラスをかけている。乾かわいたようなオールバックと相まって、微び妙みように堅かた気ぎに見えない空気を発していた。

　女の方は若い。二十歳はたち過ぎに見えるがひょっとしたら十代かも知れない。無造作に一本縛しばりにした長ちよう髪はつと理知的な笑顔。いわゆる秘書タイプの女性だ。

　そして最後の一人は、少女だった。と言っても、ハルハのような子供ではない。遊と同じくらいの年とし頃ごろで、セーラー服を着た生き真面目まじめそうな少女だ。綽しやく々しやくとした黒スーツの二人とは逆に、立ってるだけで緊張が伝わってくるようなしゃちほこばりようだった。

　まじまじ見ても、間違いなく初めて見る顔だ。そのはずなのに、ハルハとはまた違ちがう既き視し感かんが針のように心臓を刺した。

「あの……もしかして」

　意識して、その少女と目を合わす。少女は瞳ひとみをパンチングボールのようにせわしなく揺らして、でも、上うわ目め遣づかいに見返してくる。遊は何か悪いことをしている気分になりながら続けた。

「ミーファ……の人？」

　ハルハと違って、ゲーム内と全く同じ顔をしているというわけでもない。整ってはいるがミーファに比べるとどこか地味な少女だった。活発なミーファのイメージからすると、この少女は大人しすぎるようにも思う。ただ、年ねん齢れいや体格が同じに見えることと、何よりハルハがここにいること。その二つからの予想だ。

　少女は答えずに、目をそらしてしまう。

　あれっ、違ったか？　だとしたらかなりイタい質問をしてしまったんじゃないか？　などとにわかな絶望に陥おちいる遊をよそに、答えは下の方からもたらされた。

「そうだよ！　おかーさんだよ！」

　ハルハが言って、今度は少女の方へ、とてとて向かっていく。酷ひどく不器用な歩き方で、ころんと転びかけたハルハを、少女はしゃがんで抱き留めた。柔やわらかく、でも、しっかりと。

　──ミーファだ。ハルハがハルハであることと同じくらい、間違いない。

　確信を得て、しかし遊はさらに混乱する。ここ数ヶ月『ＣｔＧ』の世界でほぼ毎日会っていた二人の少女が、なぜか現実の自分の家を訪れている。しかも片方は、ゲームの中にしかいるはずのない娘だ。

[image: ]

　視線は自然、最前に「説明」と口にしたサングラスの男に向いた。

　その男は、お世辞にも好感を招くとは言えない薄うすら笑いを浮うかべていた。

「立ち話もなんです。よろしければ、お宅の中で話させていただけませんか」




　全員を招いたのは、いつも遊が『ＣｔＧ』に接続しているリビングだった。

　適当に座って下さい、と言うと、三人ともテーブルの前で正座になった。ソファの他ほかはぎりぎり人数分の座ざ布ぶ団とんしかないので順当な布ふ陣じんではあった。

　まとわりついてくるハルハを供に冷蔵庫からアイスティーのペットボトルを取り出し、人数分のコップをトレイに載のせてリビングに戻もどった。

「すみません。今、これしかなくて」

　粗そ茶ちやなんで飲まなくても……というニュアンスでテーブルにトレイを置くと、黒服の女性が如じよ才さいなく腰こしを上げて紅茶を注ついで皆みなに配る。ハルハは、ミーファの中の人（？）の膝ひざに小さな腰を下ろした。

　まずは一服、落着して──サングラスの男が切り出した。

「さて。まずは自己紹しよう介かいをさせてもらいましょうか。わたしは新納にいろ蔓まん世せい。厚労省の玄孫やしやごくらいな下部組織の……まぁ下したっ端ぱです」

　名乗りとともに名めい刺しを渡わたされたが、左上に「ヒト平へい衡こう研究所」というよく解わからない組織名があり、後は「第７課主任研究員　新納蔓世」と記き載さいされているだけの素っ気ない物だった。胡う散さん臭くさい。部屋の中でもサングラスを取らないのはオシャレのつもりだろうか。

「次に……彼女は、君のお母さんの知り合いです」

　新納に目を向けられて、黒服の女性は目礼して微笑ほほえんだ。

「初めまして、春日井遊くん。甚はじ目め左ひだりよ」

「母かあさ……母の知り合いって言うと？」

「イマジン・エクフラシス社で『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』の開発に関かかわっているの。研究所からの出向という形だから、社員ではないんだけどね。

　春日井室長には、ずいぶんとお世話になったわ」

　だから、ヒトなんたら研究所とゲーム会社になんの関係があるのか。という疑問は決して弱いものではなかったが、尋たずねることはできなかった。

　今は、もっとずっと気になる「問題」の解明を急ぎたい。

　遊の視線は、自然と彼女に向かう。ハルハを膝に乗せた、「ミーファ」だという少女。

　また、目が合った。向こうもずっとこちらをうかがっていたようだった。合った途と端たんにそらされてしまう、腰の弱い視線だったけれど。

　彼女が口を開くのは難しいと見たか、甚目が掌てのひらを向けて紹介してくれた。

「彼女は釘くぎ宮みや美み遙はるさん。遊くんと同じ高校一年生。そして、あなたの予想通り、『ＣｔＧ』の中でミーファというキャラを演じロールしていた女の子よ」

「ぁ…………どうも、釘宮です」

　やっとそれだけ言って、美遙は胸に抱かかえたハルハの髪に隠かくれるように顔を伏ふせてしまった。……どう見ても内気、もっと具体的には人見知りだ。出会ったその日にずけずけと話しかけてきたミーファと同一人物とはとても思えない。

「か、春日井遊です……！」

　しかし美遙ひとのことは言えなかった。遊は遊でガチガチに緊きん張ちようしている。

　なんでこんなに緊張するのだろう？　冬風に言わせれば遊ぼっちな遊だが、実際問題、学生生活を円えん滑かつに送れるだけのコミュニケーション能力は持ち合わせている（つもりだ）。クラスの女子とだって、軽い冗じよう談だんの応おう酬しゆうくらいはできるのだ。

　それなのにこうも戸惑ってしまうのは、ミーファが向こうでの《結けつ婚こん》相手だからだろうか。美遙がなかなかに整った容姿の持ち主だったからだろうか。はたまた、なぜかじっとりした視線を向けてくる冬風の幻げん影えいが脳のう裏りに浮かんだからだろうか。

　しかし遊がその正体を見み極きわめる前に、もう一人の「問題」がぱやっと元気に手を挙げた。

「ハルハはですね……ハルハです？」

「なんで自信なげなんだ……」

　こちらには普ふ通つうに返せた。ハルハはハルハで、いつも通りの素す直なおさでえへへと笑っている。急に丁てい寧ねい語なのは周りの大人、特に美遙の言こと葉ば遣づかいを真ま似ねたからだろう。

　にわかに胸の緩ゆるむのを感じつつ、遊は詰きつ問もんの視線を新納に向けた。

「釘宮さんのこともですけど……説明してもらえるんでしょうね。ハルハのこと。それに、あなたたちが何をしに来たのか」

　新納はにっこりと笑った。口だけで笑うような男だった。

「もちろんですとも。そうですね、まずは春日井くんの可愛かわいいお嬢じようさん、ハルハさんのことからお話ししましょう。詳くわしい話は、まだ釘宮さんにもしていませんし」

　ちらと見ると、美遙も真しん剣けんな顔でうなずいていた。

「結論から言うと、ハルハさんは『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』の世界で生まれ、こちらの世界に出てきた、ニンゲンです」

　…………なに言ってんだこのおっさん。とは思ったが、遊は遊ぼっちではないので、言葉をオブラートに包むという高度なコミュニケーション技法を用いた。

「……いやいや。そんな、まさかに」

「ふむ、どう話せば解り易やすいでしょうかな」

　新納の目交ぜを受けて、甚目が懐ふところから手帳を取り出した。罫けいメモのページを一枚破り取って、何やらしゃらしゃらと書き込んでいく。

「いい、遊くん。まずイメージして。

『ＣｔＧ』の世界を作る仮想世界構築エンジンは、果てしなくリアルな仮想世界を作り出す。システムで制せい御ぎよされてゲーム仕立てにアレンジされてはいるけど、逆にその枷かせを除けば地球環かん境きようを恐おそろしく正確に再現しているわ」





　現実世界　　●　≒　○　ＣｔＧ






「ここまではＯＫ？」

　それについては周知の事実だ。うなずく。甚目は微笑んで「ＯＫ」と書き加えた。

「さて、その『ＣｔＧ』の中を旅するために、プレイヤーは精せい巧こうなアバターを作るわね。自分の体と同等以上の機能を持ったアバターよ」





　現実世界　　●　≒　○　ＣｔＧ　　ＯＫ




　プレイヤー　■　→　□　アバター






「そう、ですね。痛覚とか食しよく欲よくとか、カットされている機能もありますけど、その気になれば再現できると……母も言ってました」

「ええ、その通り。それじゃ、これもＯＫね」

　甚目は満足げにうなずいて、メモ紙に三行目を書き加えた。

「であれば──こうなるのが当然というものだわ」





　現実世界　　●　≒　○　ＣｔＧ　　ＯＫ




　プレイヤー　■　→　□　アバター　ＯＫ！




　　人間　　　◆　←　◇　アバター　ＯＫ!!　←いまココ！






　………………？

　……んン？　あれ？

　そう、なる……のか？

　人間とプレイヤーキャラが同等と考えれば、プレイヤーキャラと遜そん色しよくのないＮノンＰプレイヤーＣキヤラは現実に出てきても人間と同等の存在になる。うン。一応、理り屈くつには……

　………………

　いやいやいやいやいや。

　あまりにシンプルな図式に思わず納なつ得とくしそうになってしまったが、さすがに無理があるだろう、これは。そもそもからして、

「肉体からだはどうしたんですか。人間からアバターの場合、体が向こう側に用意されますけど、逆は無理でしょう」

「人間の体を作るだけなら、そう難しい事じゃないんですよ」

　あまりにもあっさりと言われ、呆あつ気けにとられて新納を見る。恐ろしいことに、笑え顔がおですらない。彼らにとっては当たり前な話らしい。

　確かに、近年の細さい胞ぼう医い療りようの爆ばく発はつ的な発展はニュースでもよく取り上げられているし、「そのうち、人類は体細胞からの分ぶん裂れつで繁はん殖しよくできるようになるかも知れない」なんて話を聞いたこともあった。しかし、それはあくまで「そのうち」であって、すでに人造人体の作製に成功しているなんて話はゴシップにも聞いたことがない。

「……初耳なんですが」

「そりゃまぁ、オープンにするといろいろと小うるさい連中もいますからねぇ。

　ま、今重要なのは『人体の一ひと揃そろいは用意できる』ってことです」

　とても信じられる話ではなかったが、なにせ目の前にハルハがいる。どうしても……どうしても、この子が偽にせ物ものだとは思えなかった。

　こっちが判断できないでいるうちに、甚目が話を継ついだ。

「でも、いきなり体を作っても『心』は生まれないわ。そこで立ち上げられたのが、イマジン・エクフラシスと提てい携けいして進められている今回のプロジェクトよ」

「プロジェクト？」

「そう。イマジン・エクフラシスが出資者を募つのっていた新世代ゲーム開発に政府が出資して、コンピュータなんかのインフラを貸たい与よする。代わりに、そのゲームの世界を利用して『新しいヒトの創つくり方』を模も索さくする──そんな計画よ」

　そして──と、甚目と新納の視線がハルハに向けられる。ハルハは美遙の膝ひざの上できょとんとその視線を受け、なぜか手を振ふり返した。恐らく意味はない。

「その初めての成功例が、ハルハちゃんなの。『ＣｔＧ』内に生成された人格を、現実世界で用意した肉体に転送して定着させたアーティフィシャル・チャイルド。それが彼女よ」

「コンピュータに人間の意識は作れない、って聞きましたけど……」

　いつだったか冬風と交かわした会話を思い出しながら、遊は反はん駁ばくしていた。到とう底てい信じがたいという気持ちと、今そこにいるハルハを否定したくない気持ち、その二つがぶつかり合って、声から力を奪うばっていた。

　対する甚目は微笑んで答えてきた。目の底に、初めて見せる高こう揚ようがある。

「『ＣｔＧ』を動かしているネフィリム型コンピュータのシステムは、既き存そんの物とは全く違ちがうの。無限とも見まがうような可能性の広がりと、その中から人間を平衡させるパワーが、あれにはある」

「よく解りませんけど……なんでそんなスゴい代しろ物ものを、ゲーム会社に預けてるんです？」

「あのシステムを極ごく秘ひ裏りに機能させるには、国内メーカーでネットゲームの最大手だったイマジン・エクフラシスでなければダメだったのよ。どんな機構なのかは、残念ながらまだ答えられないわね」

　ゲーム会社じゃないと使えないコンピュータってなんだ……？

　いろいろと疑問は残ったが、最後に拒きよ絶ぜつの言葉を入れたことからして、この方面の質問はもう無む駄だだろう。今は、とりあえず信じたことにして話を進めるしかなかった。

「なんでまた、俺たち……クランプとミーファにハルハを預けたんですか？」

　あるいはそこが一番理り不ふ尽じんを感じた疑問点だったが、新納はしれっと答えてきた。

「わたしたちは様々な方法でハダリーズ……新人類の創造を試みていますが、その方法の一つとして、まっさらな赤あかん坊ぼうの状態で人格を生み出し、コンピュータが選び出した最適合のカップルに託たくして情じよう緒ちよを育ててもらう、というプランが提案されました。

　技術的には最初から大人の姿で生み出すことも可能なのですが、人工的に合成した人格はどうも……芳かんばしくないもので」

　微び妙みように納得できるようなできないような説明だったが、問題が漠ばく然ぜんとしすぎていて問い返す言葉が思い浮うかばない。最後の質問に進んだ。

「それで……ハルハをどうしようっていうんです？」

「どうにも。これまで通りです」

　やはりあっさり答える新納だが、意味が判わからない。

「これまで通りって……ハルハはゲームの中に帰るんですか？」

「いえ。様々な前例から、『ＣｔＧ』の中で人格を形成する場合、人間年ねん齢れいで十代に入ると現実世界への適応性が不安定になると考えられています。

　ですから、ハルハさんにはこれから、現実の世界で人間として暮らしてもらいます。

　ここで、あなたたちといっしょに」

　……………………

　理解に。

　しばらくの時間を要した。

　ハルハはこれから普通の人間として生きることになる。……とても複雑な気分だが、反対する理由もない。

　ここで──というのは、この春日井家のことだろう。

　あなた──というのは遊のことで、春日井家に住むなら必然的に遊ともいっしょになる。

　で、あなたたち──というのは、たぶん……

「ど、どぉいうことですか!?」

　一いつ瞬しゆん先に事態を理解した美遙が大きな声を出した。家中に響ひびき渡わたるように強く、それでいて破は綻たんしない豊かな声だ。さっきまでは蚊かの鳴くような声しか聞いていなかったので面めん食くらう。新納や甚目もさすがに驚おどろいてぽかんとしている。

「わ、わたし……ハルハが現実にいてびっくりして、ほんで、住むところを紹しよう介かいしてくれるということやから来たんにゃのに……」

　そこでちらと遊を見て、口元を震ふるわせた。鮮あざやかに、顔が、赫あかい。

「男の人と住むなんて無理です！」

　そうきっぱり言い切られてしまうと、微妙にショックだったりしたが。

「ちょっと待って下さい。俺だって急に言われても困ります」

　遊だって多感なお年とし頃ごろだ。もっと単純に、非常識な要求でもある。

　いきなり同年代の女の子と、それに……ゲームから生まれたハルハと、いったいどう暮らせと言うのか。

「第一、なんでそういう話になるんです？」

　その問いに、新納はあっさりと答えてきた。

　それは、状じよう況きようの異様さに反して、とても、とても、常識的な答えだった。




「家族がいっしょに住むのは当然ではないですか。特に子供が幼いうちは」




「っ…………」

　それは遊にとっては急所への一いち撃げきだった。否定する資格が、ない。

　後ろ暗さがハルハに目を向かわせる。ゲーム生まれのコドモは、話の内容が解わかっているのかいないのか、きょとんとした視線を返してくる。澄すんだ瞳ひとみだ──鏡のように。

「ハルハさんは幾いく多たの失敗の末、ようやく人体への定着に漕こぎ着けた貴重な子供です。人格の情報は完全に動的な平へい衡こうにあってスナップショットからの復元もできません。

　我われ々われはハルハさんを大切にしたい。それには、当分の間は少しでもゲームの中に近い環かん境きようを用意すべきだと考えました。そしてハルハさんの生活にとって最も重要な要素は、あなたたち『御両親』なのです」

　これにも口が挟はさめない。自うぬ惚ぼれではなく、ハルハはクランプとミーファを心底から慕したってくれている。それを裏切るようなことをしていいのか。

「幸い、新たなホームを用意するまでもなく、春日井くんのお宅は現在一人暮らしで空き部屋が多く、近所の家とも距きよ離りがある。開発者の家だけあって、『ＣｔＧ』を利用するための設備までそろっている。

　だから皆みなさんには、ここに住んでいただきたい。御納得いただけましたか？」

「そんな…………」

　美遙は途と方ほうに暮れた声を出してうつむいてしまった。当然だろう。どうやら極度の人見知りの彼女が、今日初めて顔を合わせた異性と同居するなど、まさに慮りよ外がいの沙さ汰ただ。

　しかし。

「……分かりました。俺は、構いません」

　遊は、承しよう諾だくしていた。恐おそらく新納は、遊と母がどういう関係であったか調べ上げていて、それを要求に利用したのだろう。卑ひ劣れつと言えば卑劣なやり口で反発は感じたものの、それ以上に、逃にげるわけにはいかないという意地が勝った。

「思い切りの良さはお母さん譲ゆずりね」

「そのせいで、バグだらけのゲーム連発してましたけどね」

　甚目の世辞──としか思えなかった──には冷れい淡たんに返す。実際、母の作るゲームは異常な自由度と引き替かえにバグが大量にあった。幾いく人にんものデバッガーを病院送りにしたという話はネット上の都市伝説だが、『ＣｔＧ』の前々作のデバッグ作業では実際にスタッフ数人がぶっ倒たおれたのを遊は知っている。

　挙げ句の果てには、自分が倒れてそのまま帰って来なかったけどな……などと思いつつ、美遙の方へ顔を向ける。

「……でも、釘宮さんは無理しなくていいよ。家の人も許さないだろうし」

　できるだけ優やさしく聞こえるよう努力はしたが、それでも美遙はびくりと肩かたを震わせた。

　そして全員の視線が美遙に集中する。家や主ぬしである遊──正確には叔父おじが管理しているのだが──が承諾した以上、問題は彼女の一存にかかっている。

　それまで会話に付いてこなかったハルハが、美遙の膝の上でぐるりと体を回した。遊からは見えないが表情は想像できる。あれだ。『ＣｔＧ』からログアウトしようとする時にいつも見せていた、すがるような上うわ目め遣づかい。

「おかーさんは……いっしょじゃないの？」

　美遙はくらっと頭を反らせて、それからハルハをぎゅっと胸に抱だき締しめた。

　…………

　……つい注目して気付いたが、どうも「ミーファ」より胸が大きいような気がしないでもないような目測はこの緊きん迫ぱくの場面で正常に働くわけもなくそもそも女子だったら仮の姿アバターを作る際にはむしろ盛もるのではないかというのは男の勝手な思い込みかも知れな

「あれ？　おかーさん、ゲームいつもよりおっぱいおおきいね」

　……思い込みだったようだ。ハルハの呟つぶやきのお陰かげで、誤った先入観に基もとづく妄もう想そうの無限連れん鎖さを断たち切ることができた。ありがとうハルハ。

　そして、誤ご謬びゆうの鱗うろこが落ちて新たな知ち恵えの輝かがやき──それはきっと、ぽわっと暖かい──を得た遊の視線は、すぐに美遙に気付かれた。

　泣き出しそうな顔が赤みをいや増し、ぷるぷると唇くちびるを震わせていた。

「ぁ…………」

　漫まん画がならだらだらと冷や汗あせのにじむシーンだが、とりあえず背筋が冷たくなるのは自覚できた。

「いや、あの、何か誤解を──」

　このままでは、いけない。ハルハのおとーさんとして、美遙に軽けい蔑べつされるのは……なんと言うか、構図的にすごく気まずい。男子高校生にはもれなく体の中心でアイを叫さけぶケモノが棲すんでいて、それは遊個人の理性とは無関係であることを理解してもらわなければ……無理か。うん無理だな。

　口に出す段階までも辿たどり着かず頓とん挫ざする遊の見苦しい釈しやく明めいだったが、美遙が次に発した言葉は、遊の予想を裏切るものだった。

「わ、わたしもハルハと暮らします！」

「ぇ？　い、いいの……？」

　ただでさえ無理そうで、しかも遊の醜しゆう態たいを目にした直後にその決断は、いかにも不思議だった。

　しかし、続いた美遙の宣言で、不理解の壁かべは鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに張り倒されることとなる。

「春日井くんとハルハを二人で住ませるなんてできませんから！

　学校の友達が言ってました。男なんて年が年中、体の中心でアイを叫んでるケダモノだって！　女の子の教育にはきっと悪あく影えい響きようを与あたえます！」

　言うだけ言うとハルハをかき抱いだき、ぎろりと遊を睨にらみ付ける。その眼力は千枚通しの如ごとく鋭するどく研とぎ澄まされ、攻こう撃げき的な不信感をぎりぎりと突つき込んできた。

「いやぁ、これで話は決まりましたね」

「思ったより丸く収まって良かったわ」

「ハルハ……おかーさんが守ってあげるからね」

「おかーさん、ちょっとくるしい……」

　客人たちが口々に現状の感想を語り、いつになくにぎやかなリビングの中。

　遊は、ちょっと泣きそうになった。




　その後、これから始まる「生活」についての詳しよう細さいが話し合われた。決まった事じ項こうは以下の通りである。

　一ひとつ、ハルハと美遙の生活費は、不自由しない程度には新納たちの方で負担する。これは計画に参加する上での経費であり報酬であるので、くれぐれも遠慮しないでほしい。

　一、遊と美遙が学校に行っている間は、甚目が春日井家に来てハルハの面めん倒どうを見る。

　一、遊はハルハの父親であり美遙はハルハの母親であるが、だからといって二人は赤の他人なのであるから、「節度」というものを弁わきまえてほしい。（美遙の要望）




　そして。

「それと、ハルハさんがこの家で暮らす便べん宜ぎ上じよう、日本人としての名前を当てなければなりません」

「こんな字でどうかしら？」

　甚目はさっきのメモ紙の裏に、端たん正せいな楷かい書しよでその名を書き込んだ。

『　春日井　春羽　』

　遊と美遙、そしてハルハがそれをのぞき込んで、顔を見合わせた。

「俺は良いと思う。イメージに合ってるし。……釘宮さんは？」

　姓せいが遊のものでは嫌いやだ、と言われたらどうしようかと思ったが、

「わたしも、可愛かわいらしくていいと思います」

　気に入ってくれたようだ。さっきまでの険悪な流れがあったので、ホッとしてしまう。

「これがハルハなの？　かわいいの？」

　当のハルハはピンと来ないようだった。そもそも「羽」はともかく季節という事象を知らないハルハは、「春」という字を見ても記号を超こえる意味を見み出いだせないのか。

　どう説明したものかと悩なやむ遊だったが、美遙は難しくは考えず、腕うでの中の「娘むすめ」に語りかけていた。

「この『春』ってね、ぽかぽかして、柔やわらかくってピンク色で、ほんとにハルハみたいなんだよ。そのうち教えてあげるね」

　……自分に対する態度が硬かたすぎていまいち確信が揺ゆらいでいたが、ハルハと話している時の美遙の表情かおは間ま違ちがいなくミーファのそれだ。

　なんとなく、うれしくなってしまう遊だった。

　不安と当とう惑わくだらけの現状だけど、なんとか上手うまくやっていけるんじゃないかと──

「ねー、おかーさん」

　ふと、ハルハが腹に手を当てて美遙を見上げた。美遙は顔をこわばらせた。

「ど、どうしたの？　お腹なか痛いの？」

「んーん。なんかひやっこい」

「ああ、さっき紅茶飲んだから……」

　考えてみれば、ハルハは生身で飲み食いするのに慣れていない。『ＣｔＧ』には味覚はあるが消化は再現していない──飲食は可能だが腹に入った瞬しゆん間かんに消しよう滅めつする──ので、「腹に物がある」という感覚が存在しないからだ。

「こっちでは、食べ物を飲み込むとそのままお腹に溜たまるのよ。だから、冷たい物を飲んだらお腹にひんやりくるの」

「ふーん……なんかね、あしがピリピリする」

「足？」

　きょとんと疑ぎ問もん符ふを戴いただく美遙の背後で、甚目が焦あせった声を出した。

「大変！　それたぶん、トイレに行きたいのよ！」

　天使の通り過ぎたような間があって。

　遊と美遙は、両側から春はる羽はを抱かかえ上げてトイレへと駆かけ出した。




　こうして、春日井春羽という少女は現実の世界に誕生した。

　同時に春日井遊の気楽で孤こ独どくな一人暮らしは終わりを告げ。

　釘宮美遙の鬱うつ屈くつした日々はいとも騒さわがしく爆はぜ飛んで。

　この世で最も奇き妙みような一家の生活が、幕を開ける。




　　　　◆




「……これでトイレはばっちりね」

「うん。マスターしました」

「はいよろしい。じゃあ最後に手を洗って」

　春日井家の変へん哲てつないトイレで春羽に実習授業を施ほどこし、スカートを直すのを手伝ってやりながら、釘宮美遙はよくできましたとうなずいた。

「次の次くらいからは、一人で入るのよ」

　告げて、改めて見知らぬトイレを見回す。男子の一人暮らしということでちょっと不安だったが案外に清潔にしてあって、これなら美遙も抵てい抗こうなく使えそうだった。

（ゲームでも理り詰づめなところあるし、几き帳ちよう面めんな人……なのかな？）

　そんなことを思いながら、春羽の手を引いてトイレのドアを開ける。と──すぐ外で、春日井遊が待っていた。ぐっ……と何かが喉のどに詰つまって。

　思わず、頭から足まで観察してしまう。

　特に突とつ出しゆつしたような特とく徴ちようのある少年ではなかった。学校の制服姿ということもあるかも知れないが、元々あまり飾かざり気のある方ではないのだろう。性別や体格と違ちがって容よう貌ぼうだけは変へん更こうし易やすい『ＣｔＧ』での姿クランプとほとんど顔かお貌かたちが変わらないことにも、それが表れている……気がする。

「……なんですか？」

　苦労して吐はき出した声は、どうしても硬くなってしまった。

「いや、使い方は判わかったかなって……」

　遊は、むしろ自分が困ったような声を出した。この辺はゲームの中とはだいぶ違う。常に冷静かつ果断勇決の「スカラベのクランプ」からは想像もできない及および腰ごしだ。

「平気です。わたしの家のと同じメーカーのでしたし」

「ハルハもマスターしたよ！　『おしっこ』は『トイレ』じゃないとはずかしい！」

　元気いっぱい、「おとーさん」に報告する春羽の無む邪じや気きさに頭がくらっとする。仕方ないのは解わかるけれど、羞しゆう恥ち心しんとかそういうのはどう教えればいいのだろう……？

　ふと見ると、同じことを考えたらしく苦く笑しようしている遊と目が合った。春羽の「父親」で、初対面の、男。

「…………っ……」

　美遙はふいと目をそらして、リビングの方を見た。そうして気付く。

「あれ？　新納さんと甚目さんは？」

「なんか手続きを急ぐらしくて帰ったよ。甚目さんの方は夜にもう一度来るって言ってたけど」

「いきなり春羽をわたしたちに任せちゃったんですか!?　具合が悪くなったりしたらどうすれば──」

「いや。春羽が首に着けてる……チョーカー？　あれになんか仕込んであるらしくて、健康状態をモニターできるとかって話だよ。研究所の他ほかの人が別の車で近くに待機してるみたいだし」

「そ、そうですか。それなら……」

　そこで、会話が途と切ぎれる。

　何を話せばいいか判らない。ゲームの中ではあれだけ親しくして、ハルハの育て方や外出の行き先を巡めぐって軽い喧けん嘩かまでした相手であるはずなのに。

　それでもやっぱり、目の前の人は未知の人間だ。向こうにしてもそれは同じだろう。

　あまつさえ、この他人は、男なのだ。

　元来内気なところがあり、母の方針で女子校に進学した美遙はここ数ヶ月、現実リアルでは同年代以下の男子とまともに接していない。中学校までは男子と話す機会があったが、思い返してみると事務的な会話がほとんどだった。

　この、なんかコリッと固そうな生き物とどう折り合えばいいのか。さっきは勢いでここに住むと言ってしまったが、もう少し慎しん重ちようになるべきだったのではなかろうか。

「？　どうしたの、おかーさんにおとーさん？」

「いや、これからどうしようかと思ってさ」

　不思議そうな春羽に答えて頭を撫なでる遊の仕草には見覚えがある。二ヶ月の間、ほぼ毎日見てきた姿で、少しだけ緊きん張ちようが和やわらぐ。少しだけ。

「……あ、そうだ。春羽、テレビ視みるか？」

「てれび？」

　春羽は目を丸くした。




　そして、そのまぁるい目のまま、テレビの虜とりこになってしまった。

　最初に点つけた時はニュース番組が放送されていて、大都市での街頭インタビューの様子が映っていた。意外と言うべきか当然と言うべきか、それは春羽には大した感かん銘めいを与えなかったようだった。『ＣｔＧ』の中でも、局地的には同じような光景を見せる都市は皆かい無むではない。

　ところが、その後に始まったアニメ番組にはがっつりと食い付いた。

　幼よう稚ち園えん児じからティーンズの女子に絶大な人気を誇ほこる、いわゆる魔ま法ほう少女物のアニメ『黄泉よみ帰がえる！　怪かい僧そう少女ラスプーちゃん５ピヤーチ』だ。初代『怪僧少女ラスプーちゃん』の放映から一五年以上も続く定番女児向けアニメで、美遙も子供の頃ころは夢中になって視ていた。

　キャラクターは一年ごとに設定が変更されているが、基調を成す雰ふん囲い気きはほとんど変わらない。……そうそう、毎回出てくるゲストキャラのイケメン男子をラスプーちゃんがシベリア魔法で誘ゆう惑わくするんだけど、真実の愛を持ったライバルの女の子に寝ね取とられて魔法バトルを繰くり広げた後、夕焼けの河原で和解して終わるのよね……ラスプーちゃん彼氏いるのに。

　などと、春羽の肩かた越ごしに画面を眺ながめながら、懐なつかしい気持ちに浸ひたる。

「子供の頃はわたしも、今の春羽みたいに無邪気に熱中してました」

「ぇ……？　無邪気かなこれ？　最後にラスプーちゃんのキープしてる彼氏が河原に迎むかえに来て『か、帰ろうよ。美味おいしいボルシチ作ったからさ。ね？』って腫はれ物に触さわるように言うシーンで、なんか泣けてきたんだけど……」

　同じく見守っていた遊は、なぜか顔を引きつらせている。そこがキュンと来るポイントだというのに、女の子の機き微びというものが全く解っていない。

「ところで……釘宮さんは帰らなくてもいいの？」

「邪じや魔まですか？」

　思わず不安な声が出てしまったせいか、遊はあわてて否定した。

「い、いや！　そうじゃなくてさ。家の人が心配するんじゃないかなって。そっちがＯＫでも、準備が必要だろ。着き替がえとか……いろいろ」

「それは問題ないです」

　美遙は廊ろう下かに出ると、隅すみに置かせてもらっていた自分の荷物を持って部屋に戻もどった。

「ギターケース？」

　怪け訝げんそうな遊の前に、やや大おお振ぶりなギターケースを置く。カーキ色のかなり古い物で、金具などはまだしっかりしているが、角が擦すり切れて繊せん維いが露ろ出しゆつしていた。

「中身はギターじゃありません。着替えや身の回りの品が入ってます」

　疑われていると思ったわけではないが、証しよう拠こを見せるために蓋ふたを開けてみせる。

　衣類やタオルをクッション代わりに、携けい帯たい端たん末まつの充じゆう電でん器や手帳、『ＣラｔＧミ』端末エル、パームトップＰＣ、推理小説の文庫本、歯は磨みがきセットなどが入っていて。




　割りと目立つところに、やや適当に丸められた下着が詰まっていた。




　バタンッ！

　電光の速度で蓋を閉め、一いつ瞬しゆんで茹ゆだった顔をうつむかせる。

「ぇ、ええと……」

「何も……何も、言わないで下さい……！」

　恐おそらくは何かしらフォローを入れようとしてだろう、遊が困り声を宙にさまよわせたが、美遙はそれを叩たたき落とした。さすがに今のを以もつて遊が悪いと言う気はないが、慰なぐさめられても惨みじめになるだけだ。

（……ちゃんとしてるとこを見せよと思ったのに、いきなりやっちゃった……やっぱり、男の子と住むなんて無理かも）

　頰ほおをあぶる恥はずかしさと自己嫌けん悪おの輪転で、ずぶずぶと沈しずみ込んでいってしまう。

「あの……でも、なんでギターケースに荷物を？」

　話題を逸そらしてくれた相手に応こたえるだけの気力は、かろうじて残っていた。

「……家を出たのが急だったので、適当な鞄かばんを用意できなくて。かろうじてこれが物置に」

「そっか。釘宮さんも、いきなり新納さんたちが来て連れ出されたんだな」

「いえ──」

　美遙はためらった。こんなことは初対面の人間に話すべきことではない。変な色眼鏡で見られることになるかも知れない。

　しかし、少なくとも当面は厄やつ介かいになる家の住人に隠かくしておくわけにもいかないだろう。実際問題、今回の話は渡わたりに船ではあったのだ。

　だから、正直に、美遙は自分の現状を語った。

「わたし、ちょっと前から家出してるんです」




　準備する時間も気力もなかったので、夕食は近所のファミレスのデリバリーを呼んで済ませることにした。

　春羽は案外になんでも食べた。野菜も大たい概がい平気だった。アスパラガスだけは嚙かんだ後で吐き出してしまったが、そのくらいは個人差だろう。これなら食べ物では悩なやまずに済みそうだった。

　もっとも、食べ方については問題なしとはいかず、フォークもスプーンも上手うまく使えずかなり頻ひん繁ぱんにこぼしてしまっている。せっかくの服にもソースのシミが付いていた。

　隣となりで世話をしていた美遙は、ちょっと戸と惑まどった。

　ゲームの中ではあれだけ器用だったのに、いかにもぎこちない。普ふ通つうの小学生と比べても、動きの節々にロボットのような硬かたさがある。そのせいで、

「とうっ！」──ガチャン！

　なぜか腰こしの入った掛かけ声とともにフォークを振ふるった拍ひよう子しに、コップを弾はじき飛ばして入っていたアイスティーを盛大にぶちまけてしまう。春羽本人は無事だったものの、美遙はもろに被かぶってずぶ濡ぬれになった。遊があわてて洗面所に向かう。タオルでも取りに行ったのだろう。

　自分の隣でストレートティーの薄うす甘あまい匂においをさせている美遙を眺めて、春羽はきょとんと目をしばたたかせた。

「あれ？　おかーさんが《ぬれじょうたい》になってる。だいじょぶ？」

「わたしは平気だけど……服がびしょびしょ」

　シャツからスカートまでびしょ濡れで、胸の下辺りがぬかるんだようになっていて気持ち悪い。撥はつ水すい加工のセーラー服を脱ぬいでいたのは幸か不幸か。

「３ぷんでキレイになるよ」

『ＣｔＧ』における《濡れ状態》のルールで慰めてくる春羽に困り笑いを返し、立ち上がる。

「あはは……現実こつちじゃ、シミになる前に洗せん濯たくしないと」

　スカートの襞ひだを広げ、デリバリー容器に付いていた紙ナプキンに紅茶を吸わせていく。普通の洗濯機で落ちるかな……などと思いながら顔を上げると、洗面所から帰ってきた遊と目が合った。

　真新しいタオルを抱かかえて、呆あつ気けにとられたような、信じられないものを見たかのような、そんな顔をしている。何事かと自分の格好を見下ろして──スカートの裾すそを際きわどい位置までつまみ上げていた手が止まる。ピタリと止まる。石のように止まる。

[image: ]

　ワイシャツの紅茶色に染まった部分がうっすら透すけていることに気付くに及およんでストップは硬こう直ちよくになり、ぷるぷると痙けい攣れんを始め、全身から込み上げてくる血が頭に集まって顔までも紅あかくなる。

　美遙と遊が互たがいに次の言動に迷って時を止めている間に、事の発ほつ端たんである春羽がやおらに立ち上がった。真下からの角度で美遙の体を見上げ、そして小さな手を伸のばし、ぽんぽんと美遙の胸を叩はたいて興奮気味に報告してきた。

「おかーさん、やっぱりゲームあつちよりおっぱいおおきいよ！」







　美遙が着替えを持って洗面室に籠こもるのを、遊はただ黙だまって見送った。ドアの向こうから押し殺した悲鳴と床ゆかを転げ回るような音が聞こえたが、気持ちは遊にも解わかる気がしたので放っておいた。

　間もなくして、体操着を着た──「汚よごれてもいい服」がそれしかないらしい──美遙の姿が食しよく卓たくに戻ってきた。遊の顔を直視しようとはしなかったが、蚊かの鳴くような声で「タオルありがとうございました……」とは言ってくれた。

　春羽は美遙のいない間は遊の隣で食べていたのだが、美遙が戻ってくるとあっさりそっちに行ってしまう。ちょっと寂さびしい気もしたが、ゲームの中にいた時からミーファの方が積極的にハルハの世話をしていたのだから仕方ない。

　美遙は美遙で、あれだけの恥はじをかかされたにもかかわらず、口元をべたべたにしながらもぐもぐやってる春羽を甲か斐い甲が斐いしく世話していた。

　──釘宮美遙。他意はなく、良い子だと、思う。

　遊への当たりは少しばかり強いものの、あれは遊個人と言うより男性一いつ般ぱんへの警けい戒かい心しんなのだろう。根は優やさしくて真面目まじめな子なんだろうと思えた。アバターミーフアとの性格のギャップには戸惑うが、普ふ段だん大人しい人間ほどネット上で急に大だい胆たんになるというのは、ありがちな話ではある。

　しかしそんな子が、なぜ家出などしているのだろう？　家出中という事実は教えてくれたものの、詳くわしい事情を遊は何も聞けていない。

　──ゲームの中から出てきた「娘むすめ」と、真面目そうなのに家出娘だというその「母親」。

（訳ありの女を二人、かくまう我が家か。ちょっとしたハードボイルド……と言うには何かしら間が抜ぬけてるな）

　益やく体たいもない夢想が頭にのしかかってきて、遊は頰ほお杖づえを突ついた。そうして、ハンバーグに添そえられていた目玉焼きを口に放り込む。半熟だった。




「お風ふ呂ろ、使わせてもらっていいですか？　できれば洗濯機も」

「ぇ……うん、もちろん」

　というやり取りの後、遊の準備した風呂場に美遙と春羽は入っていった。

　入浴という概がい念ねんを知らなかった春羽──なにせゲームの中では、いくら汚れても三分で奇き麗れいになる──は「おフロってあれ？　ゴエモンさんががんばるやつ？」としきりに目をまたたかせていたが、こればかりは体験させた方が早かろうと美遙が手を引いていった。

　洗面所を兼かねた脱だつ衣い所じよの引き戸を閉める時、美遙は今までで一番強い目をして、言った。

「……もし覗のぞいたりしたら、春羽を連れて家を出ますから」

「しないってば」

　うんざりと答えて、リビングに戻もどる頃ころには──遊の心臓は、もう制せい御ぎよが利きかなくなっていた。

　自分の家で初対面の女子が風呂に入っているという特異な状じよう況きように、今さら気付いたのだ。他ほかならぬ美遙自身の刺さした釘くぎによって、御し難がたい意識が急浮ふ上じようしてきた。

　リビングでソファに座り、適当にテレビを眺ながめる内にも浴室からはカポンパシャシャンと生活のわびさびを感じさせる「生きた水の音」が響ひびいてくる。それに混ざるのはきゃっきゃと楽しそうな春羽の歓かん声せいで、時折美遙の上げる笑い混じりの悲鳴だった。

　抱だっこモグラの春羽のことだから、風呂でも深々と抱きついて困らせているのだろう。

　………………うん。

　……………………気まずい。

　別に美遙の心配するような不ふ埒らちを働く気は毛頭ないのだが、だからと言って泰たい然ぜん自じ若じやくと構えていられるかと問われれば、それは全く別の問題なのである。いろいろあって学校以外は『ＣｔＧ』に引き籠もり状態の遊だが、人並みに異性への関心はあるのだから。

　いっそ二人が風呂から上がるまで二階の自室に居ようかとも思ったが、そうなると浴室で何か不都合のあった時に対応できない。

　そんな自じ縄じよう自じ縛ばくでソファに寝ねそべって悶もん々もんとしていた時に、甚目左が戻ってきた。

「へぇ。春羽ちゃん、もうお風呂に入れてるのね。着替え持ってきてよかった」

　リビングへ招き入れた甚目は夕方のスーツ姿ではなく、サマーセーターとスカートの上に白衣という、よく解らない格好だった。しかも夕方にはなかった眼鏡をかけている。それだけでなく、仕草から喋しやべり方から、まったく雰ふん囲い気きが変わっていた。

　いきなりフランクになった年上の女性に面めん食くらいつつも、遊はにわかに不安になって訊いてみた。

「すみません……もしかして、お湯に入れちゃまずかったりしますか？」

　甚目は、気楽に笑って手を振った。

「まっさか。言ったでしょ、春羽ちゃんは人間なの。わたしたちとよく似た遺伝子から同じような組成で出来ていて、だから色も音も味も匂においも、同じように感じるでしょ？」

　確かに、食事にしてもテレビにしても、春羽はきちんと反応し理解していた。唐とう辛がら子しを食べてひりひりすると言っていたし味覚なんかも人間と同じだろう。

「逆に言えば、人間と同じように代謝して体が汚れるってことだから、じゃぶじゃぶ洗ってあげないと健康に悪いの。

　あ、でも、しばらくは一人にしないようにして。階段とかお風呂は特に気をつけてね」

「どういうことですか？」

「春羽ちゃんの精神はまだ、あの体に慣れていないから。どんな凄すご腕うでのゲーマーでも、初めて遊ぶゲームでは苦戦が当たり前でしょ。あの子にとっては、現実こつちの体こそが化身アバターなんだから。まだ、神経や筋肉と意識が上手うまく連動してないのよ」

　なるほど。春羽の動きがゲームの中に比べて妙みようにぎこちなく感じたのはそれが原因か。遊には経験がないが、幸太が昔、骨折で入院して寝たきりになった後、脚あしの筋力が衰おとろえてしばらくは違い和わ感かんが残ったと言っていた。あれに近い感じだろうか。

「ま、何ヶ月かでアジャストできると思うけどね。人間なんだもの」

　そう請うけ合って片目をつむる甚目左の笑え顔がおは端たん的てきに言って──魅み力りよく的だった。

　なんとなく目をそらし、照れ隠かくし気味に最前からの違和感を口にする。

「……なんか甚目さん、さっきとキャラ違ちがいますよね」

「そりゃあ、上司の前じゃ猫ねこをかぶって犬のように振ふる舞まうわよ。いわゆる化けの皮、って奴やつね」

　甚目はイタズラっぽく微笑ほほえんで、急に顔を近付けてきた。

「リクエストがあるなら、お望みの皮をかぶってあげるわよ」

「ぇ……っ……!?　いや、あの──」

　思わず仰のけ反ってしまい、体勢も手伝って息が詰つまる。苦しい。

　だが、甚目はあっさり引いて、一転澄すました顔で指を一本立ててみせた。

「高校生のリアクションとしてはそんなものかも知れないけど、遊くんはパパなんだから、もぉ少し毅き然ぜんとしないとね」

「ぜ、善処します……」

　脱だつ力りよくしてソファに座り込み、力弱く呟つぶやく。

　そうだ……とにかく当面は春羽の保護者なのだから、心身ともに引き締しめていかないと。そんな決意を込めて浴室の方へ視線を向ける。

　と、そこには。

　今のやり取りを途と中ちゆうから見ていたらしい風ふ呂ろ上あがりの美遙が、湯上がりで上気した肌はだとは真逆の冷たい目をして立っていた。

　そして、その隣となりで美遙のシャツをワンピースのように着ている春羽の、よく解ってない純真な視線を浴びせられて。

　ほんの一いつ瞬しゆんだが、春日井遊はその日その時、生まれて初めての自殺衝しよう動どうを覚えたという。




　甚目が春羽に持ってきたのは、着替えだけではなかった。

　春羽専用の『ＣラｔＧミ』端末エルだ。

　それは遊の物とは全く違う。美遙の物もカラーが違うが、そんなレベルではなかった。

　通常のラミエルはバージョンによって仕様の幅はばこそあれ、顔の上半分を覆おおうバイザーという様態からは外れない。だがこれは、小型ベッドくらいの大きさがあるカプセルだ。使い方も装着タイプではなく、装置の中に寝ね転ころんで上部カバーを閉めるだけという、どこか医い療りよう機器を思わせるものだった。


　眼球を思わせる赤いレンズの付いたカバー上面には「Yotsura Artifactual Laboratory」だとか「Anthropic Code Transfer System」など印字されているが意味はよく解らない。末まつ尾びにある「for HAL/Ha」というのは春羽用の意だろうか。



　金属部品がぎっしり詰まっていそうな見た目よりは軽かったが、それでも甚目の連れてきた研究員（だと思う）二人と甚目、それに遊で協力してようやくリビングの隅すみに運び込むことができた。やり終える頃には遊も甚目も肩かたで息をして大おお汗あせをかいていた。

「ホントはこれ、今日中に使い方を教えるまでしないといけないんだけど……疲つかれたから明日あしたにするわね」

　そんな大おお雑ざつ把ぱでいいのか、とは思ったが、

「それに、肝かん心じんの春羽ちゃんも眠ねむそうだし」

　と、そう言われてみれば、大人（多分に相対的）たちが構ってくれなくて退たい屈くつしていた春羽は、その小さな頭を美遙の膝ひざに埋うずめるようにして船を漕こいでいた。

　遊と美遙は目を見合わせた。

　仮想世界の外に出た春羽は、眠ることができるのだ。




　……で、めでたくも春羽の初就しゆう寝しんが始まろうとしているわけだが。

　大変なことになっていた。

「……………………………………」

「……くぅ……んゃ……」

「………………………………」

　常夜灯の淡あわい明かりに包まれた暗がりの中。

　遊が小学生の時から使っている、粗そ末まつとも豪ごう華かとも言えない一人用ベッドの上。

　どこかしら猫っぽい寝ね息いきを立てる春羽を真ん中に挟はさんで、遊と美遙がまどろみもせずにお互たがいの気配をうかがい合っていた。

　言い換かえれば、相手の息いき遣づかいや身じろぎするたびにさわさわ言う衣きぬ擦ずれの音が聴きこえてしまう間合いだということだ。

　初夏の頃ころとて、布ふ団とんではなくタオルケットを一人一枚ずつ掛かけているので、「同どう床しよう」ではあっても「同どう衾きん」はしていない。しかし、子供の春羽はともかく、今日初めて顔を合わせた高校生の男女が床とこを同じくするというのはやはり尋じん常じようではないのである。

　二人はくれぐれも視線を交かわさないように注意しながら、しかし春羽の寝ね顔がおは見たいという欲よく望ぼうに負けて横を向いては目が合ってあわててそらすという悪あく循じゆん環かんを繰くり返しながら、その度たびに強くなる鼓こ動どうを持て余していた。

　必死に閉じたまぶたの裏を見つめながら、思うことは同じだった。

（（どうしてこうなった……!?））




　甚目たちを見送った後、風ふ呂ろに入って汗あせを流した遊はリビングで眠るつもりだった。今日現在の春日井家において使用できるベッドは、遊の部屋の物だけしかない。母の部屋にもあるにはあるが、亡なくなる前と同じ状態にしている──つまり本と資料に埋うもれている──ため、一日がかりで掃そう除じしないと使えない。

　……もっとも、母の部屋は当分そのままにしておくつもりなので、明日にでもベッドなり布団なりを注文して、物置に使っている空き部屋を片付けねばならないだろう。

　ともかく、春羽はもちろん美遙も、まさかソファで寝ねかせるわけにはいかない。今日のところは女子二人には遊の部屋で寝てもらおうと、自分の持ちうるデリカシーの限りを尽つくして寝しん具ぐを整えた。

　一方、美遙は美遙で恐きよう縮しゆくしていた。

「ごめんなさい。春日井くんをソファで寝かせることになって……」

「いいって。春羽を一人で寝かせるわけにはいかないだろ」

「それなら春日井くんが……」

　と言いかけて言葉を濁にごしたのは、これまでの流れで遊に対する信しん頼らい値が底を打っているからだろう。そんな微び妙みような空気の中。

「ねーねー……」

　ぽふんと遊の脚に抱だきつきながら声をかけてきたのは、我らが春羽姫ひめだった。甚目から受領した夏物パジャマを着込んで、今にも溶とけてしまいそうな寝ぼけ顔をもしょもしょとこすっている。むやみに猫っぽい仕草だった。

　生まれて初めての眠ねむ気けに戸と惑まどっていた彼女は、美遙の「平気だよ。眠るって、とっても気持ちいいことだから」という説明を素す直なおに受け入れて口元をふにゃっと緩ゆるめている。急に愛いとおしくなって、遊は春羽の頭を撫なでた。

「待たせたな春羽。ベッドできたから、もう眠れるぞ」

「おかーさんといっしょに寝ようね」

　美遙も相そう好ごうを崩くずして語りかけるが、意外にも春羽はぶんぶんと首を振った。

「おとーさんもいっしょがいい」

　場が。

　凍こおり付いた。

「い、いや、それはちょっと……」

「そ、そうよ春羽。わたしたちは、そういうあれではなくて、こうっとね──」

　あわてて履り行こう不能の因果を含ふくめようとする二人だったが、不意に言葉を途と切ぎれさす。

　春羽の表情かおが、眠気の中にも思い詰めていた。うつむいて陰かげを作った目元に、普ふ通つうの子供なら知らないはずの、絶望の色をなずませていた。

「だって……『ねむる』って、なんにもみえなくて、きこえなくて、わかンなくなっちゃうんでしょ？

　ねてるあいだに、おとーさんとおかーさん……いなくなっちゃうかも」

　──そうか。と、遊と美遙は顔を見合わせた。春羽にとって、睡すい眠みんという未知の生理は楽しみであるのと同時に不安でもあるのだ。眠ってもいずれ起きることを当然としている遊や美遙とは違ちがう。何もかもが初めてで、無条件に信じられるのはおとーさんとおかーさんだけで。

　それを理解してしまったら、断るという選せん択たく肢しはありえなかった。




　かくして、決して広いとは言えないベッドの上で奇き麗れいな川の字を描えがくことになったわけだった。

　………………

　明かりを消して寝にかかってから、かれこれ一時間。すぴすぴと規則正しい寝息を立てる春羽の傍かたわらで、遊は一向に眠れないでいた。疲れているはずなのに眠気の糸口すら摑つかめない。

　理由は簡単。美遙も起きているのが判わかってしまうからだ。一分置きに身じろぎして、三〇秒ごとに吐と息いきを漏もらす、彼女。だからどうだと言われると面めん目もくがないが、マットを通して伝わる他人の体重にいちいち胸が高鳴ってしまうのだから仕方ない。

　大体、美遙はあれほど男性不信ぽい言動をしていたのに薄うす着ぎすぎる。初夏のこと、暑いから仕方ないところではあるにせよ、タンクトップとショートパンツ姿というのはどうなのだろう。ちょっと頭を動かすと、ほどよい肉付きの脚あしが視界に入って目を毒す。

　家出中ということで、かさばるパジャマの類たぐいを持ち歩けないのかも知れないが……ここまでガードが甘いと見ている方が不安になる。

（いかん……寝なきゃと思うほどに眠くなくなる）

　こうなると、ベッドに就つくなり吸い込まれるように眠ってしまった春羽が羨うらやましい。と、視線を向けた瞬しゆん間かん、寝ね返がえりを打った春羽がしがみついてきた。

「……んゅ……」

　起きてしまったわけではないようだが、夢でも見ているのか、ぅにゃぅにゃと口を動かしながらぎゅっと遊の胸に顔を押し付けてくる。

　無ぶ遠えん慮りよに腹へ乗っかってくる細い手足は人形のそれのようで、でも、確かな温ぬくもりをたたえて熱いくらいだった。人間なんだもの、という甚目の言葉が思い出される。

　不思議な話だった。同じ人間でも、遊のような男がいて、美遙のような女がいて、春羽のような子供がいる。あまつさえ、今は人並みのがたいになった自分も、ちょっと前には春羽と同じように小さくて、人形みたいで、親を慕したって依い存そんしていた。

　……それは今でも変わらないか。微び苦く笑しようして、春羽の髪かみを撫でる。くすぐられたかのように、春羽の唇くちびるがほころんだ。

「……おとーさ……」

　思わず、力いっぱい抱だき締しめ返しそうになった。

　が、確実に起こしてしまうので我が慢まんする。シャツにべったり付いた春羽のよだれが冷静な判断力の一助になったことは否定できないが。

「……ホント、春羽は抱っこモグラですね」

　ささやき声が耳をくすぐる。目をやると、こちらに向き直った美遙が微笑ほほえんでいた。

　ごく自然に、微笑と小声を返すことができた。

「初添そい寝ねは俺だったな」

　暗がりの中、美遙のむッとした空気があまりにも明めい瞭りように伝わってきた。

「…………でも、先に『おかーさん』と呼ばれたのはわたしです」

「そうだな。過ぎ去った日々の中にはそんな出来事もあったかもな」

　今夜の覇は権けん（？）を掌しよう中ちゆうに収めた余よ裕ゆうを見せる遊に、美遙は悔くやしそうにうめいて顔をしかめた。そんな仕草に、遊は少し、安心する。

「性格が全然違うって思ってたけど、時々ミーファっぽいよな」

「ぁ…………」

　美遙は急に言葉を途切れさせた。何かを悔くやむような、間。

　暗いので細かな表情は読めない。ただ、ためらうように足をこすり合わせているのが目の端はしに引っかかった。

「……かっこ悪いですよね。ネット弁べん慶けいで」

「いや。『ＣｔＧ』はＲＰＧなんだから、演技するのは普通だと思うよ」

「演技っていうのとは、ちょっと違います。わたし、普ふ段だんがこんなだから……ミーファみたいに明るい性格は、憧あこがれなんです。生身の相手の前じゃ変わりたくても変われなかったのに、『ＣｔＧ』の中でミーファになったらそれができました。

　わたしみたいに頭でっかちじゃなくて、わたしみたいに口くち下手べたな人見知りじゃなくて、わたしみたいに男の子が苦手じゃなくて。

　わたしみたいに……親の言いなりじゃなくて」

　その声が消え入りそうに小さかったのはたぶん、春羽を起こさないためだけではないだろう。それでもはっきり聴きき取れたのは、部屋があまりに静かで、二人の距きよ離りがとても近かったからで。

　さっきは訊きけなかったことが、訊けた。

「それなのに、家出したのか」

「…………家出って言っても、仲良しの友達の家を泊とまり歩いてただけです。お家うちによっては母に連れん絡らくが行ってたかも知れません。その程度の反はん抗こうです」

「厳しい家なの……？」

「少し特とく殊しゆないきさつがあって、母がわたしの生活を管理しようとするんです。女子校に入ったのも母の意向ですし、つい最近も、その高校で入ってた合唱部も帰りが遅おそくなるって理由で辞やめさせられて」

　……それで『ＣｔＧ』に現れる時間が早まったわけか。そういう事情だと知らずに、むしろ喜んでいた自分が情けない。それはそれとして、妙みようにガードが甘いのは女子ばかりの生活に慣れているせいかも知れない、などと思った。

「それで、今度は『ＣｔＧ』もやめろって言われて……まぁ、夜よ更ふかししすぎたり寝ね坊ぼう気味になったわたしも悪いんですけど。

　でも、それだけは、言われてやめられるわけがありません」

「……ハルハがいたからな」

　美遙は、暗がりでも判るくらい、はっきりと強くうなずいた。

「だからラミエルを持って家出して……でも友達の家に対応回線があるとは限りませんし、あっても借りるのは申し訳なくて。結局、ここ数日はログインできませんでした」

　これは遊の想像だが、そんな厳しいお母さんに「ゲームの中で子供がデキたからやめるわけにいかない」なんて理由を説明できるわけもなかったのだろう。したとしても理解を得られるわけがない。遊にしたって、実際にハルハと触ふれ合っていなければ、どうしてそこまでゲーム上のキャラクターに入れ込むのか理解できないに違いない。

　そんな状じよう況きようだったから、美遙は思い詰つめてしまったのだろう。

　客観的に見れば、養ってもらっている立場の子供が実生活にはなんの役にも立たないオンラインゲームなんぞに耽たん溺できした挙げ句、我がままを張って家を飛び出した、というところだろうか。およそとんでもない親不孝だ。

　しかし。いや、だからこそ。

　遊だけは絶対的に味方でいよう。そう、思った。

　今現在ここにいることをお母さんは知っているのかとか、まだ訊きたいことはあったのだが、そこで春羽が体を揺ゆすった。

「……ん……ぅっ……」

　目を覚ましたわけではないようなので安心するが、少ししゃべりすぎたかも知れない。

　春羽の額にかかった髪を払はらってやりながら、いつの間にか横よこ寝ねで向き合っていた美遙にささやく。

「いい加減、寝ねようか」

　美遙は「はい」と息だけで言って、春羽の頭をひと撫でしてから目を閉じた。

　遊も追って目をつむると、不思議なことに今度はスムーズに意識が沈しずんでいく。このシチュエーションにようやく慣れてきたのか、会話で酸素を消費して脳が休養をリクエストしているのか、それとも……

　そんなことを考えている内にも、意識は夜とベッドの重力に吸い込まれ。

　今日は『ＣｔＧ』に入っていないことに気付いたところで、途切れた。




　──釘宮美遙は朝に弱い。

　いささか低血圧気味なのかも知れない。起きてからしばらくは、現在と寝る前までの記き憶おくがつながらず、何をしていいか判わからなくなる。その日もそうだった。

「んん…………んぅ……」

　のっそりと上体を起こし、喉のどを鳴らしながら伸のびをする。

　ここ数日は親しい友達の家を渡わたり歩いていたので、目覚めたのが見慣れない部屋の寝慣れないベッドの上だったことには驚おどろかなかった。ただ、

（……昨日は誰だれの家に泊まったんにゃっけ？　トンちゃん？　コロちゃん？）

　それが思い出せない。ぼやけた視界に映るのは、なんか「備品の色に迷ったらとりあえず黒か灰色を買っておこう」的にそろえられたような、つまるところ黒っぽい部屋だった。

（なんか男の子っぽい部屋やんなぁ……）

　片付いた部屋ではある。物が少ないわけではないが、ほとんどが棚たなや机の上に収まっているから、そういう印象を受けるのだろう。その棚にもプラモデルなど飾かざってあって、

「やっぱり男の子っぽ──」

　だらしなくあぐらをかき、視線を巡めぐらすとともに口を突ついて出た呟つぶやきが──途と切ぎれる。

　今も美遙が座るベッドの上に、女の子が眠ねむっていた。ふわふわした髪の、世界一可愛かわいいことに微み塵じんの疑いももたらさない超ちよう絶ぜつ美少女だ。

　で、その珠しゆ玉ぎよくも青ざめ頭こうべを垂れる女の子に抱だきつかれて、なんとも平へい凡ぼんな感じの少年が寝ていた。Ｔシャツと膝ひざ丈たけのハーフパンツという、女性と同室するには失礼にも程ほどがある格好で、くーくーと吞のん気きな寝息を立てている。

　頭に血が上って──全すべてを、一いつ瞬しゆんで、思い出す。ぱっと脚を閉じて座り直す。

　そうだった……昨日、「娘むすめ」の春羽がゲームから出てきて、「娘の父親」の家で暮らすことになったんだった。それでもって、春羽のたっての希望で三人で寝て……寝る前に、なんだか恥はずかしい話をしてしまった気がする。

　これから、春日井くんとどんな顔をして話せばいいんだろう……？　元から混こん沌とんとしていた距きよ離り感かんがいっそうややこしくなった気がする。

　その春日井遊はと言えば、春羽を抱き留めながら緩ゆるみきった顔をしていて、起きる気配もない。


　見回すと、枕まくら元もとに投写型のデジタル時計があって「Sat 09:08」の表示。遊の学校は土曜日は休みのはずだが──クランプは土曜日は午前中から『ＣｔＧ』に現れていた──、もうそろそろ起きるべきだろう。春羽の教育に悪いではないか。



　かと言って、生まれて初めての睡すい眠みんを安らかに玩がん味みしている天使を起こしてしまうなどという蛮ばん行こうは、美遙の良心には荷が重い。まずは遊を起こすことにする。

　声を出しては春羽を起こしてしまうので揺さぶろうとして──ためらう。眠っている男性に触れるのはたぶん、六年以上前、本当の父親に休日の家族サービスをねだって以来だ。しかし、これからの生活を思えば気き後おくれしてばかりもいられない。

（そうよっ。実家の隣おとなりのラッシー（ポメラニアンなのに超ちよう恐こわい）を撫なでンのに比べたら、男の子の一人や二人、なんでもないやんな……！）

　己おのれを鼓こ舞ぶしながら、恐おそる恐る遊の肩かたに手を置く。反応はない。

　仕方なくもう少し力を込めて見るが、全く効果が見られない。……それにしても、

「なんか硬こわい……」

『ＣｔＧ』の中でクランプに触れる時はいつも厚ぼったい服を通してだった。こう直じかに、しっかり触さわってみるとなんだか変な心ここ地ちがする。

　改めて見ると、体格はごついというわけでもないけれど腕うでや脚あしは自分より筋張っていて、なんだか重たそうに見える。足の指なんて玉たま砂じや利りのようだ。中学の美術の授業でデッサンをした時、女子は植物のように、男子は鉱物のようにイメージして描かいたことを思い出す。

（男の人って、こんな感じだったっけ……？）

　子供の頃ころにトントン叩たたいた父の背中を思い出そうとするが、そこは遠すぎてどうにも靄もやがかかる。

　ぼやけた面おも影かげの代わりを求めるように、少年の顔に視線が留まる。冷静でしっかりした印象のクランプの顔とも、昨夜の頼たよりないような困り顔とも違ちがう。春日井遊の寝ね顔がおは少しだけ春羽に似て、あどけなく無防備だった。

　抜ぬけきらない眠ねむ気けに同調した神経が無意識に指先を動かし、遊の頰ほおにかかってくすぐったそうな髪の毛を払ってやって。

「んっ……」

　力の抜けた声を上げて目を覚ました遊と、目が合った。

「……ぇ？　く……釘宮さん……？」

　遊の方は寝起きが悪くないらしく、美遙のこともすぐに認にん識しきした。だが、だからと言ってこの、美遙が寝顔をのぞき込みながら頰を撫でている──ようにしか見えない──という状況を吞のみ込めるかどうかは別問題だった。

　美遙は美遙で、いろいろと振ふり切れていた。頭の中は真っ赤に染まって、説明という高度な言語活動の行使を無期限に停止している。だが、ここで黙だまってはただの変な人だ。だから、総そう身みの勇気で喉を震ふるわせ、叩き付けるように弁解の言葉を、

「ち、ちゃいましゅ！」

　嚙かんだ。

「……？　ぇ？」

　呆あつ気けにとられて体を起こす遊に釣つり上げられるように揺すられて、春羽がようやく目を覚ます。

　そうしてその、記念すべき初めての覚かく醒せいの前に広がっていた光景は。

　頭の上に疑ぎ問もん符ふを密集させた父と、その視線の先で泣きそうになっている母の姿だった。

「……んにゃ？」




　それから幾いく許ばくかの話し合いを経て、とりあえずも美遙と遊の間に発生した一つの誤解は解消のめでたきを得た。（つまり「そっと起こそうとしたら、なんかああなっちゃった」という事実なのだけれど微び妙みように噓うそっぽい認識で合意がなされた）

　美遙は、遊が簡単な朝食の準備をする間、ベッドの上で春羽の身み支じ度たくをしてやっていた。

　ぼんやりと差し込む朝日に包まれながら、自分の櫛くしで春羽の髪かみを梳すいていく。『ＣｔＧ』の中ではどんなに髪が乱れても一瞬でセットできるので、これは新しん鮮せんな感覚だった。

　髪を整えられながらラスプーちゃんのテーマ曲を鼻歌で歌っている春羽に、美遙は控ひかえめに切り出した。

「あ、あのね春羽……春日井くんと三人で寝ることについてだけど」

　さすがに、懲こりた。昨日はなんとか眠ることができたが、今朝あんなことがあった後では、もうああはいかない。

（春日井くんは、男の人にしてはあんまり恐くないけども……やっぱり、男の子といっしょに寝るなんていうのは、わたしみたいなおぼこさんには無理な話なのだわ）

　春羽には悪いが、今日からは二人で寝る方向に転てん換かんさせてもらおう。

　しかし説得を始めようとした矢先、春羽が鼻歌を止めて話し出した。

「あのねー、ハルハねー。

　きょうねー、おきたらねー、あさでねー──」

　肩かた越ごしに聞こえる舌足らずの声は、そこで上等なバターのようにちゅっと蕩とろけた。

「おとーさんに、だっこされてたんだよっ」

　正確には春羽の方が遊にしがみついていたのだが、春羽的には遊が春羽を放さなかったことになったらしい。

「きっとねー、おとーさんねー。

　おきたときに、ハルハがいなかったら、かなしくって、こわくって、ないちゃうから……ぎゅっって、つかまえてたんだね」

　春羽は小さな拳こぶしを口元に当てて、くふふふ……と幸せをかゆがるように笑いをこらえていた。それから、こまったこまった、とでも言いたげにふにゃりと顔を緩ませて、ぽわぽわと嘆なげいた。

「まったく、おとーさんはあまえんぼーだなぁ」

　………………ダメだ。こんな良い笑え顔がおを見せられては、おとーさんと寝るのは今日限りなどと言えるわけがない。

　窓から差す朝日がささやかな日だまりを作るベッドの上、最高の目覚めを迎むかえられ御ご機き嫌げん絶頂の春羽と、力なく肩を落とす美遙。

　とある母はは娘この、朝の明暗であった。







　　　　◆




　甚目左が春日井家の玄げん関かんを訪おとずれたのは、遊たちがパンとサラダの朝食を終えてしばらくしてからだった。

「やぁやぁ、おはよー諸君。どんな感じー？」

　今回も新納がいないせいか、朝からフランクな眼鏡のお姉さんモードだった。遊は何か胸焼けに似たものを感じつつ、とりあえずリビングに通す。

「ぼちぼちです。少なくとも春羽は元気ですよ」

「うん。ハルハ、ちゃんとねむってちゃんとおきたよっ」

「ぐふっ!?　……た、確かに元気そうね」

　可愛らしい子供服に着き替がえた春羽に抱きつかれてよろめきながら──体ていのいい体当たりだった──、甚目は遊と美遙を順に見た。

「さて……わたしはこれから、春羽ちゃん用の端たん末まつを調整しないといけなくて、たぶん半日がかりになると思う。その間、あなたたちは出かけてくるといいわ」

「出かけるって……春羽を連れてですか？」

「なんなら二人でデートしてきてもいいけど」

「「それは遠えん慮りよします」」

　遊と美遙、期せずしてユニゾンしてしまってから、ムッとした視線を見み交かわす──そんなに嫌いやか？

　その様子をにこにこと眺ながめながら、甚目は提案の趣しゆ旨しを語る。

「買い物、行ってきなさいな。あなたたちの物にしろ春羽ちゃんのにしろ、いろいろと必要になるでしょ。遊くんは週明けには学校があるし、美遙ちゃんも転校やなんやで忙いそがしくなるんだから、今のうちに行っておかないと後が大変よ」

　その意見は正しいのだろう。ただ、

「春羽を連れ回して大だい丈じよう夫ぶですか？　まだ……出てきたばっかりなのに」

「だから、外に停とまってる車で移動してもらうわ。運転手は研究所の人間だから、何かあってもある程度は対応できるし、それに──」

　あえて区切って、甚目はイタズラっぽく片目をつむってみせた。

「あなたたちは、あの『ＣｔＧ』を構築しているネフィリム・コンピュータが選んだベストカップルなのよ。頼りにしてんだから自信を持ってよね、御両親」




　こうして数十分後。遊たち一行の姿は、国道沿いに一〇キロほど行った場所に在る大手スーパーマーケットチェーンの店てん舗ぽにあった。

　普ふ通つうに駅前のスーパーに行ってもよかったのだが、子連れで近所の知り合いに会うと非常に厄やつ介かいなことになる。だから少し遠めの、学生のあまり訪れないような店を選んだ。使い慣れない店ではあるが……この状じよう況きようで冬風に出くわす脅きよう威いを思えばなんでもない。

　ここまで運んでくれた研究所の人──人の良さそうなお兄さんだった──は駐ちゆう車しや場じようで待つと言うので、春羽の手を引く美遙と三人でエントランスへ入ったところだ。

　店内は典型的な郊こう外がいの大型店といった趣おもむきで、二階建てだが面積がやたらと広い。経営母体が手広なのか、裏手には外資系の映画館も併へい設せつされていたりする。

　物もの珍めずらしげに見回していた美遙が、何気なく訊きいてきた。

「よく来るんですか？」

「いや。最後に来たのは二年くらい前かな……」

　母の車があったから、というのは、省いた。

「でもまぁ、そんなに変わるもんでもないだろ。大たい抵ていの生活用品はそろうはずだ」

　食料品は最後に回すとして、他ほかは衣類と寝しん具ぐだろうか。衣食住と言うくらいだし。資金については、甚目からカードを預かっているので余よ裕ゆうはある。

「さて……まずはベッドを見み繕つくろって注文しとこうか」

　後に回すと忘れそうだし、と提案すると、なぜか美遙に赤い顔をされた。

「ぇ？　ダブルのベッドに買い換かえるってことですか……？」

「？　いや、いつまでも同じ部屋で寝ねるわけにいかないから、釘宮さん用のベッドとかを用意しなきゃって話なんだけど」

「………………ですよね」

　朝以来、なんかいろいろと混乱しているらしい美遙は、ぅぅ……とうめきながらしゃがみ込んで精神安定剤ざいのように春羽を抱だき締しめた。

「ねーねー、ここなーに？」

　その春羽は、大きな瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせて落ち着きなく店内を見回していた。




『昨さく日じつ夜九時頃ごろ、都内の住宅の一室で意識を失っている女性が家族によって発見されました。女性はすぐに病院に運ばれ、命に別状はないとのことですが、失神の原因は不明。医師の診しん断だんによれば女性の健康状態には全く問題がないということで……』

　通りかかった家電売り場の大型テレビが、今日のニュースを報じている。立ち止まるでもないが、なんとなく意識が向いてしまう。冬風の言っていた、例の事件だ。

『突とつ然ぜんの失神は今回のものだけでなく、ここ数週間、屋内で原因不明の気絶をする人が全国で三五人を数えています。いずれも深刻な事態には至っていませんが、特に一人暮らしの方かたは、外部と頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取り合うようにするなど、被ひ害がいを最小限にとどめる努力をお願い申し上げます』

　……久しぶりに叔父おじさんに電話しようか。などと思う遊の隣となりで、

「なんだか怖こわい話ですね」

　美遙が不安げに呟つぶやいた。それで急に思い出した。

（そうか……今は俺、一人暮らしじゃないんだ）




「おとーさん、ハルハはすごいアイテムをてにいれたよ」

　と、春羽がしたり顔で遊に報告してきたのは、柱のそばのベンチで休きゆう憩けいしている時だった。美遙が自分の服を選んでいる間、男の遊はどうしても暇ひまになる。

　春羽と並んで座っていたのだが、ほんの数秒目を離はなした隙すきにどこかへ行っていたようだ。何やらコンクリートブロックくらいの大きさの、カラフルな箱を持っている。

　ふふンと鼻息も荒あらく差し出してくるその箱を見ると、透とう明めいなウインドウから中身の人形が見えていて、箱の下の方に『ピュグアーツ　怪かい僧そう少女ラスプーちゃん（５ピヤーチ）』と表記がある。昨夜ゆうべ春羽が視みていたアニメのキャラクター商品のようだ。

「──って、売り物じゃないか！　勝手に持ってきちゃダメだろ！」

「えー……」

　珍めずらしく悪い子で不満そうに言う春羽の手を引いて、置いてあった場所に案内させる。幸い、そこはすぐ近くのおもちゃ売り場で、速すみやかに棚たなに戻もどすことができた。同じような箱が山積みになっていることからして、人気の商品らしい。

「春羽。ここはお店なんだから、お金を払はらわないといけないんだぞ」

「？　おみせのモノは、しょうひんリストからほしいのをえらぶんだよ。おちてるアイテムはひろっていいんだよ？」

「……それはゲームの話な。こっちでは欲しい物をカゴに入れて、お店の人の手で会計してもらうんだ。それをしないで売り物を持って出たら、泥どろ棒ぼうになっちゃうんだぞ。泥棒は悪い奴やつなんだ」

　ここばかりは厳しい声で言っておく。春羽は未練げにラスプーちゃんのフィギュアを眺めながら口を尖とがらせた。

「でもおとーさん、よくドロボーしてるよね」

「人聞きの悪いこと言わない……ゲームの中だけの話だし、武器を持ったモンスターとか、この間の強ごう盗とうみたいのにしか使わないだろ」

「そう言えば春日井くん、類人ヒユモンーマスターノイドと戦う時は相手の武器を《強奪スナツチ》して倒たおすことが多いですよね」

　と、これはいつの間にかやってきていた美遙。両手にパンパンに膨ふくれた紙かみ袋ぶくろを提さげている。衣服の調達は済んだようだ。

「なんであんな面めん倒どうなことするんですか？」

　そして初めて知る。美遙はゲームの話題では他のことより口の回りがよくなるようだ。でもって、その面では遊も同どう輩はいだった。

「いや、面倒に見えても、あれがテクニックなんだ。無手の状態で敵の武器を盗ぬすんで、タイミングよくセミオートの攻こう撃げきを発動させると、予備動作を大きく省略して攻撃できるんだ。『ＣｔＧ』独特な仕様だな」

　遊は仕様と言い切ったが、公式アナウンスなどは一いつ切さいないのでバグかどうか微び妙みようなラインの、いわば裏うら技わざである。相手が盗とう取しゆ可能な武器を装備している状態で、さらに自分があらかじめ武器を装備しない状態になっておくという条件がある。盗むのに失敗すると大ピンチになるため、そもそも気付くプレイヤーがほとんどいない技術だった。

「はぁ……でも春日井くん、相手が飛び道具でも強ごう引いんに近付いて盗もうとするし、単に趣しゆ味みなんじゃないですか？」

「おとーさんはカッコつけだなぁ」

　美遙と春羽の連れん弾だんに、遊は答えずに目をそらした。正味な話、相手に肉にく迫はくして一いつ瞬しゆんで倒す見た目がカッコイイ──と遊は思ってる──から多用するだけだったりする。このためだけに《強奪》スキルを上げている奇き特とくなプレイヤーも遊くらいのものだろう。

「と、ともかく……ゲームと違ちがって、棚とか壺つぼに入ってる物を持っていったらダメなんだ。解わかったか？」

「え……ツボも、だめなの？」

　春羽はむしろそこにショックを受けたようだった。

「ああ、割るのもダメだ」

「なんということでしょう……」

　３Ｄ時代に入ってからのＲＰＧ、殊ことに中世ファンタジー物において、道みち端ばたや屋内の壺と言えば勝手に調べて勝手に割って、ほしいままにアイテムを漁あさるオブジェクトと相場が決まっている。それは単なる雑アイテムの入手方法にとどまらず、ルーチン作業になりがちな町や村の探たん索さくにプレイ意い欲よくを減げん衰すいさせないアクセントを与あたえる重要なファクターだ。

　その壺漁り、壺割りが禁じられた世界。文字通りゲームの申し子である春羽にとって、これは一種のパラダイム・クライシスであった。

「じゃあ……じゃあ、ハルハはなにをわればいいの？」

　後でぷちぷちやれる梱こん包ぽう材を買ってやろう。そう思う遊であった。

　というところで、美遙が話題を戻す。

「……ところで、何を見ていたんですか？」

「ラスプーちゃんだよ」

　案外あっさり立ち直った春羽が『ピュグアーツ　怪僧少女ラスプーちゃん（５）』を指差す。

「すごいんだよこれ。ひっさつわざのポーズもとれるんだよ」

　あまりにも春羽が推おし込んでくるので、もう一度手に取って商品説明をのぞき込む。

　春羽の言う通り、掌てのひらサイズにもかかわらず全身可動仕様で、必殺のシベリア超ちよう毒とっ球きゅうのポーズも再現可能な逸いつ品ぴんのようではあった。が、とある点に気付いてやっぱり棚に戻す。

「春羽……残念だけどこれ、『対象年ねん齢れい一五歳以上』って書いてある。春羽はこっちで言うと八歳くらいだから、もっとお姉さんにならないと買えないな」

　遊の説明に、春羽はとほんと、死んだように純じゆん粋すいな目をして疑問を口にした。

「なんでオンナのコのアニメのオモチャを、ハルハがかっちゃいけないの……？」

「………………うん。ホント、なんでだろうな……」

　なんで現在放映中の女児向けアニメのおフイ人形ギユアに対象年齢一五歳以上の商品が存在するのか。答える術すべを持たぬ無力な遊であった。

　壺の件とのダブルパンチでか、しゅんと肩かたを落としてしまった春羽をいかにして慰なぐさめるか。ここで目め敏ざとかったのは、まだまだ女の子の美遙だった。

「ほ、ほら春羽。こっちのなら三歳から大だい丈じよう夫ぶよ！」

　彼女が棚の中から見つけてきたのは、やはりラスプーちゃんの、ソフトビニール製の人形だった。こちらはライバルのフー・ニャンチューというキャラクターとの二体セットで価格も安いが、実にもっさりした造形で、可動と言えば両肩がロール回転するだけという代しろ物ものだ。しかも顔が全然似ていない。古代人が崇あがめてそうな邪じや教きようの神像を思わせる、ぬぼっと独特な面相をしている。

　遊は苦く笑しようした。

「いや、釘宮さん。それはちょっと……」

「うわ────！　たいけつセットだぁ────!!」

「あれれ大喜びだ!?」

　円つぶらな瞳をキラキラと輝かせながら歓かん声せいを上げる春羽に「これなら買ってあげる」と人形を渡わたしてから、美遙は微笑ほほえましい声で遊にささやいてきた。

「まだまだ、質より量ですね」

「……俺が子供の時って、こんな単純だったかなぁ……？」

　前から思っていたが、春羽の人格は体格に比べてかなり幼いようだ。冬風や従妹いとこが春羽くらいの頃ころは、もっと生意気で小こ賢ざかしかったような記き憶おくがある。

　何より遊自身が、こまっしゃくれて心ない言葉で人を傷付ける子供だった──

『もういいよ、一ヶ月前から約束してた参観日に来られなかったくらい。……いいけどさ、母さんはヤクソクとウソって言葉の意味、まぜこぜに覚えてるんじゃない？

　……ニホンゴ知っとけよな』

　…………思い出すだに自己嫌けん悪おでしゃがみ込みそうになる。そして。

　そんな自分とは対照的に、美遙と仲なか睦むつまじくおもちゃ売り場を見て回っている春羽を眺ながめて、思う。遊がこうもあっさりと春羽を受け入れたのは、自分の代わりに母を愛してくれる子供が欲しかったからなのではないか、と。

　自問に──首を振ふった。

（違う……それこそ人形遊びじゃないか）

　遊は小さく吐と息いきして、三人分の荷物を持ち上げた。重いけど、持てないほどじゃない。




「さて……そろそろ帰るか。あんまり待たせるのも悪いし」

　当面必要になりそうな生活用品と食料品を買い込み、フードコートで簡単に昼食を済ませた頃には、到とう着ちやくから二時間ほどが経たっていた。

「えー……もうかえっちゃうの？」

　遊を手伝ってショッピングカートを押すのが楽しくて仕方ない、といった春羽は不服そうだ。自分で選んだ猫ねこの肉球柄がらのクッションをぼふぼふ叩たたいて不満を表している。が、美遙は疲ひ労ろうの色いろ濃こい声で「そうですね……」とうなずいた。

　意外にも春羽は、さっきのおもちゃ売り場の件以外は、いわゆる「ちょっと目を離すといなくなる」という種類のトラブルは起こさなかった。

　ただ、何かに興味を惹ひかれると遊や美遙の腕うでを取ってずるずると引きずり回すので、保護者としては非常に疲つかれる。加えて、甚目の言っていた通り春羽はよく転びそうになるので、結局のところ目が離せない。

　子供慣れしていない遊は買い物をしただけなのに心身ともに疲れきり、外の駐ちゆう車しや場じようへと続く通路を注意散さん漫まんに歩いていた。

　だから、真正面から歩いてきた、これ以上ないほど見覚えのある小柄な少女に気付くことができなかった。




　その日、小こ槌づち冬風がその場に居合わせた理由は非常にシンプルである。

　友人（卓たつ球きゆう部）に誘さそわれて、メジャーな映画館では上映していないマニア向けのＢ級映画を観みにきたのだ。その友人の姉（求職中）に頼たのみ込んで車を転がしてもらったわけだが、その甲か斐いあって、アクションスプラッタ映画『ゴルビーのパイプライン大戦略』は冬風と友人姉妹を失笑のどん底に突つき落としてくれた。

　そして、車の中で昼ひる寝ねするという友人の姉と一いつ旦たん別れ、ちょいとスーパーの服屋でもひやかしていこうかい、という時に、その出会いは起こった。

　──学校と買い物以外では家に引き籠こもって『ＣｔＧ』に勤いそしんでいるはずの遊が、なぜかこんな郊こう外がいのスーパーにいたのだ。それだけなら、冬風も面識のある遊の叔父おじ家族と買い物に出てきたのかとも思える。だが。

　遊は、女と歩いていた。

　冬風や遊と同じ年とし頃ごろの、なんとなく内気そうな、女だ。

　遊はカートを押しながら、傍かたわらを歩くその女とシャンプーの銘めい柄がらがどうのと話している。連れであることは間ま違ちがいないだろう。…………シャンプー？　え？　？？？

「そん……な……」

　くらっ……と、心臓の中に浮ういた疑ぎ問もん符ふが回転するのといっしょに倒れそうになった体を、友人ががっちりと支えてくれる。さすが卓球部、俊しゆん敏びんで頼もしい足あし腰こしだった。

「冬ふゆっち！　気を確かに持つんだ！」

「わたし以外の人間に遊ぼっちを観測できるなんて……」

「ショック受けたのそこ!?」

「くっ……まさか、あの女も見けん鬼きの邪じや眼がんを持っているというの？」

「なんか俺オレ設定入ったし!?」

　思わず大声でツッコんでしまった友人の声に気付いて、遊がびくッと身をすくめた。

「ふゅッ!?　ぇ？　ぁ……な、なんでここに……!?」

　そのおよそ尋じん常じようでない取り乱しようは、まるで不義密通の現場を押さえられた浮うわ気き亭てい主しゆが如ごとき、無様の極きわみたる狼狽うろたえようだった。

　そして問題の女も、怯おびえたようにして遊とこちらを見比べている。

　その、遊の陰かげに隠かくれるような仕草を見た時。

　冬風の体のどこか奥の方で、カーンッと金属質の音が鳴り響ひびいたという──

「やぁやぁ！　そこに見えるは春日井さん家ちの遊くんではありませんかねッ」

　明らかにキャラの崩ほう壊かいした口調と固まったような笑え顔がおで呼ばわりながら、ツカツカツカツカッと一気に間合いを詰つめる。遊は「ぅッ……」と喉のどをひきつらせたようにも見えたが、逃にげるわけにもいかないのか愛あい想そ笑いを浮かべてきた。

「よ、よぉ。奇き遇ぐうだな」

（…………なにそれ？）

　いつもと、違う。いつもはもっと、ぼっち然とした、子供っぽい意地を張って不ふ機き嫌げんに冬風から逃げようとする。それが、今日は妙みように取り繕つくろって……まるで、連れの者に格好の悪いところを見られたくないとでもいうように。

　そうか。やっぱりその女はそうなのか。と、能面のような笑顔のまま、腸はらわたがぐつぐつと落ち着きのない音を立て始める。

　お母ばさんへの供く養ようだと思うから、『ＣｔＧ』漬づけの生活にもうるさく言わないようにしていたが、まさか冬風に隠れて女を作っていたとは……

「ええ、ホントに奇遇ね。まさかボッチング県内ランカーの遊が、そんな可愛かわいらしいお嬢じようさんと、まるで知り合いの目を逃のがれるような場所で逢あい引きとは」

「……ボッチング云うん々ぬんにはツッコまないからな」

　ツッコまないと言いつつ律りち儀ぎに言げん及きゆうしてくるあたりは──「ツッコんでるじゃん……」と友人が言うように──いつもの遊で、相変わらず前世がサンドバッグだったとしか思えないようなこの男がモテるとはとても思えない。

　──そうか、これが世に言う、あれか。

「『出会い系サイト規制法』って、通つう称しようにしてもなんかチャラすぎるわよね」

「なんで今それ言った!?」

「だったら一体、どこでその女と知り合ったって言うのよ。あんたずっと家に──」

「ンとねー、ゲームだよっ」

「ゲーム……？　まさか『ＣｔＧ』の中でナンパして、オフ会か何かで引っかけた？」

「おふかい？　ううん、ちがうよ。おとーさんとおかーさんはねぇ、ゲームのなかで《けっこん》したんだよ」

「けっこッ……ケッコンって──」

　穏おだやかでない単語に放心しかけて──ようやく気付く。いつの間にか、会話の相手が遊から別の幼い声に代わっていることに。

　そうして視線を下ろすと、スカートを小さな手に摑つかまれていた。

　女の子だ。八歳くらいの、ふわふわの髪かみで、吸い込まれるように純じゆん粋すいな目をした……

「だ、ダメよ春羽！」

　そこで初めて、あの女が声を上げた。ハルハと呼んだ少女をあわあわと抱だき寄せ、それ以上の発言を封ふうじてしまう。

「あ、あの……ごめんなさい。変なこと言ってましたけど、子供なので……」

　子供は「ヘンじゃないよっ」と抗こう議ぎするように足をばたばたさせたが、女の無む駄だに肥え膨ふくらんだ胸に頭をホールドされて声が出せない。

　しかし一向に構わない。子供がしゃべってくれないなら、その口を封じている女に直接尋たずねるだけだ。

「あなたは、誰だれ子こさん？」

「ぁ……ぅ、わ、わたしは」

　女は急に口籠もった。子供を止めるためにはあれだけ勢いよく動けたのに、自分のこととなるとまるで力弱い。

「あ、あのさ、このことは後で説明するから──」

「ぼっちは黙だまってて。桟さん俵だら法師ぼつちは雷かみなり属性の攻こう撃げき魔ま法ほうとは関係ないのよ」

「せめて意味の解わかるあしらい方してくれよ！」

　遊は何か腹をくくった時の声を出してきたが、それでも一いつ蹴しゆうする。冬風は何かを感じていたのだ。この女とは自ら相あい対たいせねばならないという、何か……そう、予感を。

　だから、まずは自分から名乗った。

「わたしは小槌冬風。そこにいる春日井遊の……御近所よ」

　そしてその名乗りは──目の前の女に、冬風の予想を遥はるか越こえ行く反応をもたらした。

「ぇ………………フユ、フ……さん？」

　まずは呆ぼう然ぜんとして繰くり返し、それから、その気弱そうな目がみるみるうちに冷たく、虚うつろに冴さえていく。それに比例するように、遊の顔色が悪くなっているような気もする。

　そして、すっくと立ち上がった時の女の顔は、笑顔だった。頰ほおのぴりぴりと引きつった笑顔だった。その、どこかしらニトログリセリンを思わせる笑みを一いつ瞬しゆんだけ遊に向けてから冬風に向き直り、ぺこりと礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げてみせる。

「初めまして。わたし、釘宮美遙っていいます」

　そこで一いつ拍ぱく置き。

　女──釘宮美遙は、ぎこちなく、にこやかに、報告してきた。

「事情があって、しばらく春日井くんのお家うちで暮らすことになりました。

　よろしくお願いしますね、フユフさん」
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　次に冬風の意識が時間の矢に追い付いたのは、三分ほど経たってからのことだった。

「はッ!?」

「冬っち！　ようやく再起動したんだね！」

　どうやら立ったまま意識を彼ひ岸がんまで飛ばしていたらしい。友人が安あん堵どの息を吐はきながら額の汗あせを拭ぬぐっている。

「遊たちは……？」

「なんか人を待たせてる上に電話もかかってきたって、帰っちゃった。春日井氏は『事情は必ず話すから！』とか言ってたけど……なんだろね？」

　遊がいつになく真しん剣けんな顔でそんなことを言っていたのは聞こえていた気がする。あの必死な様子からすると、本当に何か事情があるのだろう。

　しかし、何がどうなったら、あの引き籠こもりが見たこともない女の子を家に連れ込めるというのか。それに……

　混乱する思考をまとめるため、トイレのそばのベンチに座って二人して缶かんコーヒーを飲む。隣となりに座る友人が口を尖とがらせた。

「でも春日井氏もヒドいよねー。冬っちという者がありながらさー」

「……遊とはそういうのじゃない」

「またまた。そういうのじゃなきゃ、同どう棲せい宣言でフリーズするわけないじゃん。て言うか、あたしはむしろ春日井氏の方が冬っちに──」

「本当に違ちがうの」

　少し強い声で遮さえぎると、とりあえずは黙ってくれた。

　本当に違う。遊は子供の頃ころからの友達で、覚えている限り最初の友達で、遊の母親は会う度たびに「遊と仲良くしてやってね」と言っていた。二人の関係の幹はそれだけで、ただ、腐くされ縁えんの永さが大量の枝葉とほんのちょっとの花を繁しげらせている。それだけの、二人だ。

　ただ、誤解であれ友人は冬風のために本気で怒おこってくれていることは事実で、それは照れ臭くさいくらいに、うれしい。

「ねぇ」

「ん？」

「フードコートの大盛りパフェ食べたいけど食べきれない。奢おごってあげるから手伝って」

「プリンを全部よこすなら乗るぜ」

　にやりと笑みを交かわし、腰こしを上げる。その冬風の前を、トイレに急ぐらしい小さな男の子がてくてくと駆かけ抜ぬけていく。その姿に。

　ふと、思い出す。遊と釘宮美遙といっしょにいたあの子供。確か、こう呼ばれていた。

　ハルハ。

　それは、冬風と遊の思い出における「ほんのちょっとの花」の一輪だった。

　まだ小学校に上がる前、二人でままごとをする時、冬風がいつも持ち歩いていた人形を二人の子供に見立てて名前を付けた。そう、フユフをもじって、ハルハと。

　その人形も今は押し入れの奥の住人と化し、冬風も「ハルハ」の存在は記き憶おくの片かた隅すみに追いやっていた。それが今になって、冬風のスカートをむんずと摑んできたのだ。

　──しかも、あのハルハは、遊のことを、そして釘宮美遙のことを、なんと呼んでいた？

　何かが、おかしい。

「……あのバカの周りで、何が起こってるっていうの？」

　呟つぶやく冬風の視界の端はしで、家電売り場の「広告の品！　『ＣｔＧ』用端たん末まつが週末限りの大特価」の文字が躍おどっていた。
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「やー、急いで呼び戻もどしちゃってごめんねー。あの車、研究所の方で使うことになっちゃってさー」

　春日井家に戻った三人を迎むかえたのは、くつろぎきった薄うす着ぎで床ゆかにあぐらをかき、例の大型ラミエルにノートＰＣをつないで何事か打ち込んでいる甚目左だった。

「でもまー、グッドタイミングかもね。そろそろセットアップ終わるから」

「ゲームに、はいれるの？」

　両親が荷物を整理しているあいだ手持ち無ぶ沙さ汰たの春羽が、甚目の背中に抱だきつく。夏の屋外から帰ってきたばかりの子供の体温は、一日中クーラー漬づけになっていた体には焼きごて同然だった。

「ぐぅっ……そうよ。春羽ちゃんはちょっと特別な体だから、専用の機械が必要になるの。

　これからテストするから、二人もぼちぼち用意を──」

　言いかけて振ふり向いた甚目の視線の先では──ゴゴゴゴゴゴ……とでも擬ぎ音おんを付けたくなる重苦しい空気が醸じよう成せいされていた。

　遊と美遙が買ってきた物をそれぞれ仕分けている。食料品や電気製品を遊が、衣類を美遙が整理しているようだが、双そう方ほう無言で、言葉どころか視線を交わしもしない。

「……え？　なに？　何かあったの？」

　出かける前までは少し打ち解けた雰ふん囲い気きだったのに……と春羽に尋ねてみると、彼らの娘むすめたる少女は、んーっと視線を宙にさまよわせた。

「なんかね、かえるときにおとーさんのゴキンジョだっていうおんなのひとにあって、そしたらおかーさんがおこったの」

　なんかよく判わからないが、とりあえず修しゆ羅ら場ばであることは理解できた。

「こりゃあ、前ぜん途と多難だわ」

　あの子たちも人プロジ類エクトも。甚目は苦く笑しようして、春羽の頭をくしゃくしゃと撫なでた。




「あのさ……」

　冷蔵庫に数日分の食料を放り込みながら、先に口を開いたのは遊だった。

「言いたいことがあるなら、言ってほしい」

　要求の言葉ではあったが、どこか降こう伏ふくのニュアンスがにじんでいた。

　しかし、すぐに使う分の洋服のタグを外している美遙は、

「別に。何もありません」

　取り付く島もない。

　数十分前に冬風と出会い、春日井家で暮らすことを宣言して以来、美遙はむっつりと黙りこくっていた。春羽にはいつも通りの笑え顔がおで話しかけるものの、遊と目が合うとぷいと視線をそらされてしまう。初めて見るレベルの不ふ機き嫌げんであることは間ま違ちがいなかった。

　遊は、彼女の怒っている理由が朧おぼろ気げには判っているつもりだった。ハルハの名前の件だろう。ただ、謝るにせよなだめるにせよ、言葉で確かく認にんしないと不安で、実行に移せない。思い込みで人に接することの不幸が身に沁しみているから。

　とはいえ、重ねて訊きいても答えてくれない気がして、結局は黙ってしまう。

「おとーさん……」

　その内に、いつの間にやって来たのか、買ってきたばかりの猫ねこの肉球柄がらクッションを抱かかえた春羽がそばに来ていた。

「ん？　どうした春羽」

「ヒダリちゃんがね、じゅんびができたからゲームにはいってみてって」

「解った。片付けたらすぐ行くよ」

　承しよう諾だくの言葉を返すも、春羽は突つっ立ったままだった。抱えている肉球クッションがぎゅっと歪ゆがんでいる。いつもの甘えてくるのとは何か違った様子にいぶかっていると、春羽は上うわ目め遣づかいに見上げてきた。

「ねぇ……おかーさんとケンカしたの？」

　珍めずらしくささやき声だった。車に乗っている時は外の景色を見るのに忙いそがしくてあまり気にしていないようだったが、さすがに雲行きが怪あやしいことに気付いたらしい。

　遊は春羽の頭をふわりと撫でて、強しいて笑顔を作った。

「喧けん嘩かじゃないよ」
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　──そう、喧嘩にもなっていなかった。

「て言うかね」

　あれからさらに数十分後、ターミナス・クレイドルのホテルの一室。

　床に正座させられているクランプと、それを見下ろしているミーファの姿があった。

「自分の娘に、好きな女の子の名前をもじって付けるって……ありえないでしょ？」

　ミーファの目は鉄球のように据すわっていた。そしてその口は、美遙の溜ため込んだ鬱うつ憤ぷんをぶちまけるようによく動いた。美遙自身が寝ね物もの語がたりに──と言っては語ご弊へいがあるが──話していたように、美遙に言えない言葉を素す直なおに口にしてしまえるのが彼女ミーフアなのだろう。

　逆に今日のクランプは、ヘビに睨にらまれたカエルそのものだった。しかし「言いたいことを言ってもらう」のが春日井遊の本意なのだから仕方ない。

「え、ええと……ちょっと誤解があるようだけど、冬風はそういう相手ではなくて──」

「とにかく、他ほかの女の子から名前を持ってきたわけでしょ？」

「ぅ……」

「駄だ目めでしょ」


「はい……」



「駄目男でしょ」


「ですよね……」



「ちゅんませんと言え」


「ちゅ、ちゅんません……でした……」



　ミーファの一言ごとに、頭の高度がぐいぐい下がっていくクランプであった。




「おとーさんたち、なにやってるんだろ？」

　そんな両親の奇き行こうを部屋の外からうかがうのがハルハである。なんか段々クランプが土下座に近い体勢になっていくのは見て取れるのだが、声までは聞こえてこない距きよ離り。

『世の御家庭にはよくあることよ』

　突とつ然ぜん頭の中に響ひびいた声に、ハルハはきょろきょろと周りを見回した。

「？　ヒダリちゃんのこえがきこえるよ？」

『ふふふ、特製ラミエルの機能よ。わたしは外に居ながら、ハルハちゃんの見ている物が見えているのだっ』

「そんなのするなら、ヒダリちゃんもゲームすればいいのに」

『そうしたいけど、わたしは春羽ちゃんの体の様子を診みないといけないからねー。

　どう？　「里帰り」の気分は』

　ハルハはころんと首を傾かしげた。

「んー……なんか、すごくハッキリしてるかんじ。うごくのもラクだし」

『でしょうね。そっちの世界に最適化されているあなたたちハダリーズの精神には、外の世界はダストが多すぎるから』

「どういうこと？」

『「ＣｔＧ」の中は情報が純然たる人アン間スロ宇ピツ宙ク・譜コードで記述されて……まぁ、そっちの世界は空気が奇き麗れい、くらいに思えばいいわ。でもって、ハルハちゃんは何日かに一度はその奇麗な空気を吸わないと、息が詰つまっちゃうの。それを覚えておいて』

「ツボをわれなくてムキーッってなっちゃうから？」

『……壺つぼは関係ないけど、ニュアンスは近いかもね』

　よく解わからなかったが、言われたことは守ろうと思った。だってヒダリは、ハルハをおとーさんとおかーさんに会わせてくれた恩人いいひとだから。

　そんなことを思っていると、ミーファとの話し合いが終わったらしいクランプがげっそりした顔でこちらへやってきた。見ると、ミーファはまだ頰ほおを膨ふくらませて部屋に残っている。パヤキノに寄りかかりながら愚ぐ痴ちをこぼしているようだった。

　ハルハはとてとてとクランプに駆かけ寄った。が、なんとなく抱きつけずに立ち止まってしまう。

「ハルハ。甚目さんはなんて？」

　遊は通信機能について聞かされていたようだ。

「ハルハは、ゲームにこないと、いきがつまっちゃうんだって」

「？　定期的に『ＣｔＧ』に入らないとマズいって話か？」

「そうみたい」

　後で仕組みを詳くわしく聞いとかないとな……などと呟きつつ頭を撫でてくるクランプの手を、ハルハは両手で捕つかまえた。

「おとーさん」

「ん？」

「おとーさんとおかーさんがケンカしてるのって、ハルハが……」

　訊きたいことがあって、それを口にしようとして、そうしたら急に怖こわくなった。引きつる喉のどを持て余して黙だまってしまう。

「ハルハ？」

「ぅうん、なんでもないっ。えと、どっかいくの？」

「ああ。仕し掛かかりのクエストで、もうすぐ期限切れのがあるからちょっと行ってくる」

「ハルハもいっしょにいく！」

「ごめんなハルハ。ちょっと一人になりたいんだ。今日はミーファと遊んでてくれ」

　クランプは困ったように、部屋に残るミーファを盗ぬすみ見ていた。ハルハはぎゅっと、小さな拳こぶしを握にぎり締しめた。

「やっぱりケンカなの……？」

　声が、震ふるえる。他の何よりも大切な二人が対立している。どうしていいのか判らない。

　背筋を冷たい水が流れ落ちるような、不安感。それがよほど顔に出ていたのだろう、クランプはあわてて膝ひざを突いて、ハルハの肩かたを抱いた。

「違ちがうって。本当に、ちょっと急いでるだけなんだ。

　……俺はさ、なんとしてもこのゲームを遊び尽つくさなきゃならないから」

「あそびつくす……？」

　クランプは深くうなずいて、それから思い付いたようだった。

「そうだ。ハルハにだけは教えるよ、俺がこのゲームにこだわる理由。ミーファにも誰だれにも言ってないやつ」

「おかーさんもしらないの？」

「ああ。あんまり話したいことじゃないから。けど、ハルハは特別だ。

　だから、おかーさんにも内ない緒しよだぞ」
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　しばらく後。

　スカラベのクランプの姿は、ガンマンズ・グレイヴ辺境の町の教会にあった。

　荒こう野やの果ての寂さびれた町で、近くに在る武装盗とう賊ぞく団の砦とりでを攻こう略りやくするための拠きよ点てんになるくらいしか特色のない場所だ。

　それでもターミナス・クレイドルに通じる転生鏡の置かれた教会は設置されており、クランプはその慎つつましい教会で休きゆう憩けいしていた。現実の教会なら十じゆう字じ架かや神体の据え付けられている場所に鎮ちん座ざする鏡、それに相対する長なが椅い子すの一つに背を預けている。

　とっくにクエストは終え、帰るばかりとなっていたのだが、今はもう少し、一人でいたい心境だった。

　いろいろと考えなきゃいけないことがある。まずは、反省だ。

（……ろくな手本も知らないのに『親』をやれるとは思ってなかったけど）

　ハルハにあんな顔をさせてしまったことを思い出すと、胃が重くなる。そうだ──子供は自分の手が届かないところで大人が揉もめていると、悲しむでも怒おこるでもなく、不安になる。自分の存在の希き薄はくさに啞あ然ぜんとして。

　それを十二分に解っているはずの遊が醜しゆう態たいを見せて、いつもはあんなに元気なハルハを動どう揺ようさせてしまった。ハルハにとっては、自分たちのような高校生でも大人なのだという自覚が欠けていた。

　大人と子供などという定義は相対的なもので、例えばエレベータの中に一〇歳と五歳の子供が二人きりになれば、一〇歳は一いち躍やく「大人」になる。今の春日井家はまさにその、「子供と子供のエレベータ」なのだ。

　少なくとも「家」の中じゃしっかりしないとな……とは、思うものの。

（しかし……現実に戻もどったら冬風になんて説明しよう？　新納さんは、春羽や釘宮さんと同居することについては偽ぎ装そうのシナリオを作るって言ってたけど、まだ聞いてないし）

「……釘宮さんも、あそこまで怒ることはないと思うんだけどな」

　やや腹立たしく息を抜ぬく。遊の冬風に対するスタンスが自分でも定まらないせいで反論ができなかったが、ハルハの命名について、遊にだって言い分はあるのだ。

「先に『ゲームなんだし』って言ったのはミーファあつちじゃないか」

　しかもその子供が人格を備えていて、現実の世界に出てくるなんて予想のしようがない。そうでなければ、もっと話し合って真しん剣けんに考えたと思う。

　もっとも、仮定の話を考えても意味がない。

　遊や美遙にとって、あの小さな女の子はハルハであり春羽であり、それ以外の名は今いまさら想像もできない。散々非難してきたミーファでさえ、ハルハの名前を変えたいというようなことは一いつ切さい言わなかった。

　その名前は、その記号は、その言葉は、とうに彼らの中であまりに特別な意味を持ちすぎている。

　不思議な話ではあった。ゲームの中で生まれた子供が、いきなり現実に出てきて、すでに一晩が経たっている。本来ありえない、常識から見てファンタジーに等しい出来事。それなのに、現実世界のことを何も知らない春羽とも、ゲームの中とは正反対の性格の美遙とも、どうにかこうにか生活が始まりかけている。

　当面の悩なやみと言えば、いささか気難しい幼おさな馴な染じみへの言い訳と、いささか気難しい「娘むすめの母親」との距きよ離り感かんくらいのものだ。もちろんこれから先、春羽の学校とか美遙の家のこととか、様々な問題が持ち上がってくることは間ま違ちがいないにしても。

　春羽の出自のすっ飛び具合を考えれば、あまりにも牧歌的すぎやしないだろうか。

　そこまで思ったところで、小さな教会の小さな扉とびらが、コウモリの声でキィと開かれた。




　逆光を背に、一いつ塊かいの真ま黒くろい影かげになって戸口にたたずんでいたのは、見覚えのある相手だった。見覚えのある影が、聞き覚えのある声を放ほうってくる。

「やぁ、これは奇き遇ぐうですね」

　奇遇と言えば奇遇だし、相応と言えば相応ではある。つまり、教会に修道女シスターがやってくるのは。もっとも、彼女はシスターっぽい装備をしているだけで、実際にシスターというわけではないだろう。年の頃ころはクランプと変わらない、一いつ般ぱんプレイヤーだ。

　クランプは、記き憶おくをたぐりながら応こたえた。

「君は、列車強ごう盗とうの時にいた──」

「はい。覚えていて下さいましたか」

　当然、覚えていた。ハルハが強盗を滅めつ多た打うちにしたあの日の光景は、そうそう記憶から消せるものではない。加えて彼女は、衣服のカラーエディットがＲＧＢ全すべてゼロ──黒ずくめの特とく徴ちよう的な格好をしている。

　それに──どうにも忘れがたい眼めをしていた。虎とらの毛皮を溶とかしたような暗金色の、見る者を落ち着かなくする、瞳ひとみ。

「あの時は、死んじゃうところを助けていただいて有あり難がとうございましたぁ」

　口調は丁てい寧ねいな割りに、どこかしら舌足らずに感じる、甘ったるい声だった。

「助けたって、俺は何も……」

　返答に困っている間に──この話題はハルハに話が及およぶ可能性が高いのでやりづらい──少女は遊の目の前まで来ている。

　ベールからのぞく銀の長ちよう髪はつと、シャープな面おも立だちに反しておっとりした表情が特徴的な少女だった。そして、その顔を間近にしたクランプは思わず息を吞のんだ。

「どうかなさいましたか？」

　そよと首を傾げる少女は、ハルハによく似ていた。いや、顔かお貌かたちの特徴が似ているわけではない……のだが、ふんわりと、どこか浮うき世よ離ばなれしたような、現実感の薄うすい雰ふん囲い気きがそっくりだった。ハルハがもう少し大きくなれば、こんな感じになるのではないだろうか。そんな風に思わせる……

「いや……ちょっと、知ってる子に似てたから」

　少女はうっすらと微笑ほほえんで、クランプの隣となりの席に腰こしを下ろした。そうして、改めて名乗ってきた。

「わたしはメメント・コッペリア。よければメメと呼んで下さい」

　クランプも名乗りを返す。メメントは「スカラベのクランプさんですか」と物もの珍めずらしげに言った。視界を拡張ＡＲモードにして、クランプに付けられたタグを読んだのだろう。なんとなく、初めてミーファに会った時のことを思い出す。

　ずいぶん前のことみたいに思えるな……などと、思考が元の方向に引っ張られかけたところで、ノイズのようにメメントの甘い声こわ音ねが差し込んだ。

「ねぇ、おにーさん。もし時間があるんだったら、ちょっとお話を聞いてくれませんか」

「話？」

「世間話ですよ」

　クランプは、特に迷わずにうなずいていた。いかにも唐とう突とつではあるが、気分転てん換かんしたいところだったのでちょうどいいかもしれない。

　メメントは、んーっ、と唇くちびるを指で一なぞりしてから、物語を始めた。

「おにーさんは、『パンドラの箱』を御ご存ぞんじですか？」

　詳しいというほどではないが、聞いたことはあった。確かギリシャ神話の一つだ。

　人間が火を扱あつかう技術を得たことに怒った神が、人間を苦しませるために造ったパンドラという女性がいて、「決して開けてはいけない」と言われた箱を好こう奇き心しんから開いてしまう。すると箱の中からあらゆる種類の災さい厄やくが飛び出して、平へい穏おんに暮らしていた人間たちは苦難の時代を迎むかえた。しかし箱の中にはただ一つ、「希望」が残されていた──

　そんな話だったと思う。異説もあるだろうが遊はそれしか知らなかった。

　クランプが知っていると答えると、少女はうなずいて続けた。

「メメはですね、あの話を聞く度たびに想おもうのですよ。

　パンドラの箱には『希望』が残ってたんじゃない。最初から『希望』だけが入っていたんじゃないか、って」

「え？　でも、箱が開いたことで大だい惨さん事じになったんなら、箱の中に災わざわいが詰つまってたって考えるのが妥だ当とうじゃないか」

「そこが神様の罠わなですよ。火を使う知ち恵えを得た人間を懲こらしめるために、神様は別の知恵を与あたえたんです」

「知恵って……なんの？」

「希望です。きっと人間は、それまで希望なんて知らなくて、漫まん然ぜんとその日を過ごしていたんです。ところが間ま抜ぬけのパンドラが箱を開いてしまったために、人々は希望というありがたい概がい念ねんを得てしまったのです」

「結構なことだと思うけど」

「そう、希望そのものは良いものなんでしょう。でも、希望という概念が生まれた瞬しゆん間かん、同時に『希望ではないもの』も双ふた子ごで生まれたんです。

　希望を知らなければ、そこに在っても気付くこともなかった災難や、悪。希望を知った人々にはそれが見えてしまう。感じてしまう。ああー、これは『希望ではない』な、って。

　例えば自然災害で大変な被ひ害がいが出たとして、希望を知らない人にとっては『ああ、自然の営みだ』で済みます。ところが、希望を知る人には『なぜ自分はこんな不幸に見み舞まわれるのか』と思えてしまう。

　箱から飛び出した災厄というのは、実は贅ぜい沢たくになった人間の被害者意識だったのです。世界には欠けつ陥かんなんて最初から存在せず、全ての害悪は人間の頭の中にだけ存在する。

　無知は幸いなり。鈍どん感かんなままならば、人間は苦しさや辛つらさなんて概念を知らず強きよう靱じんでいられたのに、神はその強さをまんまと奪うばい取った。

　そう、世界は『希望』に汚お染せんされたのです」

「はぁ……なんだか面おも白しろい解かい釈しやくだな」

　正直な感想だった。この神話に教訓を見み出いだすとすれば、「どんなに世界が生きづらく感じられても、常に希望は残っている（だから諦あきらめるな）」あるいは「希望なんてものがあるから、人間は無む駄だな努力をしてしまう」くらいのものだと思っていた。だが、彼女の釈しやく義ぎを採るなら、知恵を持つことの功罪を示す物語となる。

「でもその考え方だと、人間の鬱うつ憤ぷんを押し付けられた世界はとんだ災難だ」

　自分と同年代の少女の独特な見識に感心するクランプに、メメントはにっこりと口を弧こにしてうなずき、それから頭かぶりを振ふった。

「そうですね。でもおにーさん、メメはこうも思うのです。

　パンドラが箱を開けたお陰かげで、それまでただ在った世界は、人間の憎ぞう悪おにさらされることになりました。何者でもなかった世界は、人間がよりよく生きるために克こく服ふくすべき『敵』と定義されたのです。もし世界に心があったとしたら、これはうれしいことではないでしょうか」

「憎悪を向けられて……うれしいのか？」

　釈然としないクランプの問いに、メメントは小さくうつむいた。荒こう野やの町の白茶けた空気に、さらりとベールがそよぐ。

「おにーさんは自分を知ってるからそう思うんですよぅ。

　メメは、自分が何者であるか知った時にとてもうれしく思いました」

　そう言って少女は笑った。見ている方も思わず微笑んでしまいそうな、幸福で頰ほおを飾かざったような笑え顔がおだった。

　だが、やはり意味はよく解わからない。クランプは肩かたをすくめた。

「自分が何者かなんて、そんな哲てつ学がく的なこと、俺だって知らないよ。メメントは何者だっていうんだ？」

「メメですか？」

　少女は自分を指差して目をまたたかせた。その表情の素そ朴ぼくさは、やっぱりハルハに似ている。

「メメはですね」

　そしてその、ハルハに似た純じゆん粋すいな顔で、この会話の終しゆう焉えんを告げた。

「こういう者ですよ」




　トンッ、と。




　そんな風に呆あつ気けない音は、首の真ま裏うらから聞こえた。

　冗じよう談だんのように先さき触ぶれなく、コマ落としのように噓うそ臭くさく、メメントが恐おそろしく滑なめらかに振るったナイフが長なが椅い子すの背もたれに突つき刺ささった音だった。

　だが、クランプには何が起こったのか判わからない。それどころか、呻うめくことすら満足にはできない。もっと言えば、身動き一つできない。

　喉のど頸くびを細身のナイフに貫つらぬかれ、椅子に縫ぬい付けられたのだから。

「ッ……ぁっ……ぅ……！」

　クランプは混乱していた。

　理解できない。ありえないことが起きている。無論、いきなり攻こう撃げきされたこともだが、それよりも、何よりも。

　痛い──痛いッ!?

　果てしなく現実に近い感覚を再現する『ＣｔＧ』だが、ゲームの形を取る以上、痛覚はほぼ完全にカットされる。プレイヤーが剣けんで切られたり魔ま法ほうで焼かれたりする痛みに耐たえられるわけがない。

　だから痛みはダメージ直後の硬こう直ちよく時間、引きつるような違い和わ感かんや手足が動かしにくくなるハンデに変へん換かんされる……はず、なのに。

　脈動の度にぎん、ぎんと首が灼やける。動こうとしても、頭の働きが断続的な痛みに突き殺される。傷口と口の端はしからこぼれ落ちるぬるりとした液体とともに、全身の力が抜ぬけていく──

　かろうじて動く目でメメント・コッペリアを睨にらみ付ける。その視線にはこの痛みに対する詰きつ問もんを込めたつもりだったが、少女は誤解したようだった。そして、返ってきた答えはますますクランプを混乱させるものだった。

「なんでこんなことを、ですか？　あのザ・パランプセスト……いえ、ハルハを育てたくせに、何も知らされていないんですねぇ」

　メメントはハルハを知っている。それも、口くち振ぶりからすると遊以上に。

「メメは何者でもなかったハダリーズ。それがハルハのお陰で生まれ変わりました。でも、メメはまだ不安なのです」

　ハダリーズ──新納が口にしていた、彼の所属する研究所が『ＣｔＧ』の世界で試作しているという新人類の名前。痛みと混乱に支配された意識の中、新納の空くう虚きよな笑みとメメントの無む邪じや気きな声音が重なった。

「メメはメメになれたのか。それを確かめるために、メメは、だから──」

　メメントの言葉はまだ続いたが、その頃ころにはクランプの──春日井遊の意識はすでに混こん濁だくに飲まれていた。傷口の熱が冷気に反転し、目の奥から満ちていく闇やみの潮うしおが視界を真っ黒に染め上げ──










　真っ黒い水面に。

　無音の火花が飛び散って。




「ぁッ──がッ！」

　春日井遊は、覚かく醒せいした。

　喉の奥に詰まっていた実体のない何かを吐はき出して──震ふるえるほど冷たい何かだった──、激しく咳せき込む。見開いた目にギラギラした光があふれ込み、脳のう味み噌その中で乱反射して意識をのたうち回らせる。

　解らない。

　何も解らない。考えられない。

　心臓が。

　心臓が、心臓が。

　バクバクと全身で鳴っている。駆かけ巡めぐっている。頭の中まで鼓こ動どうが支配して何も考えられない。

　誰だれだ？　なんだ？　なにが、なにが、なにがあった？　俺はどうした？　冬風にはなんて言えばいい？　いや、刺されたんだ。痛いんだよ、そんなはずないのに！　そうだ母さん！　違ちがうんだ俺はそんなつもり──




「春日井くんッ!!」




　混乱しきった思考が、身体からだが、その声で我われに返る。型にはまる。ピントが合う。

　網もう膜まくに映った情報が意味を結び、自分がリビングの真ん中に寝ねかされ、美遙と、甚目と、そして春羽にのぞき込まれていることを認にん識しきする。

　甚目の顔は陽気さを潜ひそめて蒼そう白はくになり、冷れい房ぼうが効いているというのに汗あせでびっしょりだった。絨じゆう毯たんに突いた手元には注射器が何本も転がっている──その全すべてを打ち切ったようだった──

　うつむいた春羽の表情は、髪かみで隠かくれてうかがうことができない。ただ、遊の脚あしに置かれた小さな手が小刻みに震えているのだけが感じられた。

　そして、遊を正気に戻もどしてくれた美遙は──ぽろぽろと涙なみだをこぼしていた。

　え……？　と、にわかに認めづらい光景にまばたきして現実を更こう新しんするが、美遙は依い然ぜんとして泣いていた。こぼれ落ちたその雫しずくが頰に落ちてきて、ようやく遊の頭と口がつながる。

「釘宮、さん……？」

　乾かわいた声を出す遊に、美遙は掌てのひらで涙を拭ぬぐって、鼻をすすった。それから笑ってみせた。

　無理に作ったことが明らかで、ぐしゃぐしゃと崩くずれた笑顔だったけれど、遊のまだ定まらない目にはとても魅み力りよく的に見えた。

「よかった……ぁ」

　しかし、そんな彼女の素す敵てきな笑顔から発せられた言葉は、どうにも魅力的とは言えないものだった。




「春日井くん、死んでたんだよ」






















　釘くぎ宮みや美み遙はるの父親が突とつ然ぜんいなくなったのは、彼女の一〇歳の誕生日を間近に控ひかえたある日のことだった。

　春かす日が井い遊ゆうとその母のように死に別れたわけではない。ありふれたような離り婚こんだ。母は理由を言わなかった。それは美遙の家では珍めずらしいことではなく、両親は子供に聞かせたくないことは何がなんでも聞かせようとしないところがあった。

　だから美遙は、わけが解らないまま父を失った。その頃から控えめな「いい子」であった美遙は、強しいて理由を問い質ただすこともしなかった。

　その後、父とは一度も会っていない。両親が離婚した直後は会いたいと思っていた。美遙はお父さん子で、自分にも他人にも厳しくて打ち解けないところのある母より、温和な父に懐なついていたから、その想おもいは決して弱いものではなかった。

　しかし、とある親しん戚せきの集まりで従姉いとこから事の真相を聞かされてからは、その気持ちも萎なえてしまった。従姉は「ハルちゃんが知らないのって、かわいそうだから」と、同情と少しの得意を声に込めてささやいてきた。

　──離婚の原因は、父が母の他ほかの女性を好きになってしまい、その関係を断たち切ることができなかったせいだった。

　美遙が男を信用できなくなったのはそれからだ。

　正確には人間全ぜん般ぱんが怖こわくなったのだが、男性に対する不信がより顕けん著ちよだった。あんなに美遙に優やさしくて、美遙も誰より慕したっていたあの人が、母よりも美遙よりも好きな人ができたといなくなってしまったのだから。

　父と母は高校で出会って一〇年以上交際した末に結けつ婚こんしたと聞いている。本当かどうか知らないが、父がこっそり教えてくれたところでは、それが母の初はつ恋こいでそのまま結婚したのだという。それはステキなことだ──まだ男女についての何物をも知らなかった美遙は、そんな二人の間に生まれた自分を子供心に誇ほこりに思った。

　それなのに男の人は、そんな恋すら、そんな家族すら無常にしてしまう。

　そんなのは、正しくない。

　美遙は思った。自分は初めて好き同士になれた人とずっといっしょにいる。ずっといっしょにいてくれるような人を好きになる。他の人だってそうあるべきだ。

　そうでなきゃ、かわいそうだ。




　それからの美遙は母に尽つくした。従姉は間ま違ちがえている。かわいそうなのは母だ。だからなんでも言うことを聞いて、勧すすめ通り女子校にも入った。母もまさか、それで娘むすめを無む菌きん培ばい養ようできると思ったわけではないだろうが、父の所行も無関係ではなかったろうとは思う。

　そんな美遙を混乱させたのは、受験に合格してすぐ後に、母が勤め先で知り合った人と再さい婚こんすると言い出したことだった。美遙は自分でも不思議なくらい狼ろう狽ばいした。母が理解できなかった。父と別れたのは解わかる。父が悪い。でも、なんで、父と別れたのに別の人といっしょになろうとするのだろう。母のことまで解らなくなった。

　こうして美遙は一人になった。学校に行けば何人かの友達ができていたが、家では一人で、母むこうは二人になった。均きん衡こうしていない。それが怖かった。かと言って夜遊びに出るような度胸もない美遙は、家にいてもいろいろな人と交流できる『ＣｔＧ』を始めた。

　仮想世界で「ミーファ」になった美遙は、今までの自分とは違ちがうキャラクターを試ためしてみた。自分の中に確かにあって、でも表に出せなかった、自分。どうせゲームだから、という予防線は、思った以上に「彼女」を大だい胆たんにした。現実では人見知りの彼女が、あっと言う間に知り合いを増やせた。膿うみのように澱よどんだ自分の世界が、たくさんの人の間で希き釈しやくされていくのが心ここ地ち良かった。

　そうして知り合った女の子が所属していたギルド【迷めい宮きゆう劇げき団だん】を手伝いにいったその時、ミーファはクランプに出会った。第一印象は、実は悪い。年とし頃ごろは自分と変わらない割りに落ち着いていて言葉少ななのがなんだか嫌いやみにも見えたし、何より、無言の拒きよ絶ぜつで人と距きよ離りを取ろうとしている気配が美遙に似ている気がした。

　でも、そういう人と仲良くなれたら、美遙も一人ではなくなれるのかも知れない。そんな思いつきを胸にクランプに話しかけたその時から──ミーファは、美遙は、本当に一人ではなくなった。




　ハルハという共通の宝物があったから、同じものを好きになれる人だと知れたから、男の人だけれど信じられた。少しずつ寄り添そった。落ち着いているようでそそかしいところがある。ゲームの攻こう略りやくは器用だけれど、ハルハや自分と接する時には酷ひどく不器用になる。

　クランプ。

　現実世界で会った彼のプレイヤーは、ゲームでの気取ったような姿を見ていた分、冴さえないようにも感じた。でも、優しかったし、何より春はる羽はや美遙に対して誠実だった。『ＣｔＧ』であの子をハルハと名付けてくれた時から持っていた「予感」に、まぁぎりぎり外れない男の子だった。

　春日井遊。

　わたしはお母さんとは違う。かわいそうにはならない。そう思っていた。

　でも、彼には、もう──




　　　　◇




　パヤキノ相手に遊の愚ぐ痴ちをこぼしていたミーファが、ハルハを通じて甚はじ目めからログアウトを求められたのは、クランプが出て行ってから一時間ほど経たった頃ころだった。

　美遙も春羽も現実に呼び戻された理由を知らなかったので、ラミエルを外した直後に見た光景が信じられなかった。

　甚目が、ぐったりと床ゆかに寝かされた遊の胸にピストル形の大きな注射器を突つき立てた瞬しゆん間かんだったのだ。

「ぇ……何をやったはる──」

「ちょっと静かにしてて。手元が狂くるう」

　甚目の表情は、知らない人のように真しん剣けんだった。額にびっしり浮うかんだ脂あぶら汗あせが、外から差し込む夕日を宿して赤い鱗うろこのように光っている。

　慎しん重ちように注射をし終えると、恐おそろしく精密な手付きでゆっくりと抜ぬいて、一転適当に投げ捨てた。次に、鞄かばんからパッド形電極のような物を取り出して遊の胸に押し当てる。

「あの……何が……？」

「止まってる」

　甚目は端たん的てきに答えて、電極を制せい御ぎよする装置らしき物を操作した。

　ヴヂッ！　と耳の引きつるような音がして、遊の体が微かすかに跳はねる。どこか糸いと繰くり人形を連想させる光景だった。しかし電でん撃げきを受けても、遊は薄うすく目を閉じたまま反応しない。

　気付くと、美遙の足が震ふるえていた。ガクガクと、ガクガクと。

「え？　春日井くん？　え？　なんで？」

　ついさっきまでいっしょにゲームの中にいて、小こ槌づち某なにがしのことで難なん詰きつしていた。美遙の怒いかりは本物だったが、それだけと言えばそれだけの話。それが──それがなんで、こうなるの？

　脱だつ力りよくするままに倒たおれ込み、這はうように近寄って遊の顔をのぞき込む。心なし苦しそうな表情かおをしている気がした。

　この二ヶ月、毎日のように『ＣｔＧ』で会っていたクランプによく似た顔。つい今朝に眺ながめてちょっとドキドキした寝ね顔がお。そのどちらとも全然違う。これじゃ……これじゃ、まるで──

「『ＣｔＧ』の中で、殺された」

　惑わく乱らんの極きわみにある美遙とは対照的に、甚目の声は極めて事務的だった。それは意味の取れない答えだったが、「事実」であるという説得力を持った声こわ音ねだった。

「ごめんなさい……ハルハではなく、遊くんが狙ねらわれるとは思わなかった」

　美遙は怒ど鳴なりそうになった。

（あなたは何を言っているの!?）

　──そう叩たたき付けたかったが、必死に我が慢まんする。違う。今はもっと想わなきゃいけないことがある。

「いいから、助けてあげて下さい！」

「そのつもりよ」

　あくまで冷静な甚目の声。頼たのもしいのと同時に激発に任せて引っ叩ぱたきたくなる。パニック寸前だった。

　突然すぎる。ラミエルは一定以上の強度の信号が発せないよう安全基準を満たしているはずで、現に『ＣｔＧ』が稼か働どうしてから一年あまり、軽い目め眩まい以上の健康被ひ害がいは報告されていない。少なくとも、美遙が始める前にネットで調べた時はそうだった。

　それなのに、目の前に瀕ひん死しの遊が転がっている。始まりかけた新しい日常が、いきなり死に繫つながった。

　また……また、なんにも解らずに行ってしまう。今度は、会いたいと思っても会えないところへ。頭に浮かぶのは、ひたすら単純な拒絶。

　嫌だ。

　嫌だ嫌だ嫌だ。

　まだ知り合ってから間もないけれど。

　ミーファとクランプとして出会ってインスタントに結婚して、ままごとみたいな子育てをして、二人でハルハを押し競くらべするように可愛かわいがって、わたしの歌を好きだって言ってくれて、こっちで会った時も頼たよりないけど親切で……それが、喧けん嘩かしたまま死なれるなんて、耐たえられるわけがない。

　第一、美遙にはまだまだ遊に言いたいことがあるのだ。「言いたいことがあるなら、言ってほしい」と言ったのは遊ではないか。そう言った方が死んでもらっては困る。

「春日井くん、解ってないでしょ……なんでわたしが怒おこってるのか解ってないでしょ!?」

　ミーファの時にも言えなかった言葉が、ぽろぽろとこぼれ落ちた。涙なみだといっしょにこぼれ落ちた。

「ハルハの名前を付ける時、クランプが『ハルハ』って言って、わたし驚おどろいた。わたしの──美ミ遙ハルって名前を知ってるのかってどきりとした。でもそんなわけないってすぐ思って、偶ぐう然ぜんだって思って……でも、そしたら、偶然それは言い換かえたら『運命』って言うんじゃないかって思った。

『ＣｔＧ』で出会って、ゲームにしても変な結婚して、他ほかの誰だれも知らない子供が生まれて……そんな特別続きが全部運命で、だったらクランプの向こうの人が運命のアレなのかな、とか……」

　そこまで口にしたら、こんな時だというのに腹が立ってきた。

「それが……それがなんやさっ？　結局、春日井くんの好きな子の名前から付けただけやったって！　わたしの運命どこよ!?　なんとか言ってよ！」

　甚目が装置をもう一度作動させる。遊の体が釣つり上げられた魚のようにのたうって、激しく咳せき込んだ。

　わき上がる感情を吐はき出すように、美遙は遊に呼びかけた。

「春日井くんッ!!」




　　　　◆




　かくして春日井遊は蘇そ生せいした。

　その後、甚目の呼んだ車で病院に運ばれ、生まれて初めて見るような機器で検査を受け、異常なし──どころか「至って健康」──と診しん断だんを得た頃には夜になっていた。

「説明……してくれるんでしょうね」

　遊が念のため一晩を過ごすことになった病室。個室ではあるが決して広くないその部屋に、遊と美遙、そして新納にいろの三人がいた。遊はベッドに、美遙はベッドのそばの椅い子すで遊の腕うでに手を置き、新納はドアを背にして立っている。

　春羽は甚目といっしょに廊ろう下かのベンチで休んでいるはずだ。甚目は病院に着いた時点で緊きん張ちようの糸が切れたらしくずっと腰こしが抜けたようになっており、春羽は……ずっと放心状態で黙だまり込んでいる。ここに来た時も、美遙に手を引かれるままだった。

　この事態が引き起こされた経けい緯い、大人たちには説明する義務があるはずだった。

　相変わらずサングラスを外そうとしない新納の声は、何か細身の動物の骨片を連想させる乾かわいたものだった。

「現在、『ＣｔＧ』の中で恐るべきプレイヤーキラーが跋ばつ扈こしています」

　そう言えば『ＣｔＧ』のニュースラインでそんなのを見た気もする。だが。

「プレイヤーキラーって……ゲームの中で他のプレイヤーを襲おそう人ってことですよね。クランプがその人にやられたというのは理解わかります。

　でも、なんで春日井くんがあんなことになるんです？」

　美遙の問いは詰きつ問もん調で、でも、震えていた。たぶん、恐きよう怖ふに。もしかしたら、怒りに。

「それは、春日井くんを殺したのが人間ではないからですよ」

「……あれは、なんなんです？」

　メメント・コッペリア。決して無感情ではない。ただ、感情の中身と外そと見みを繫ぐ歯車が歪いびつにひしゃげているだけ。そんな少女。どこかハルハに似た、あの少女。

　笑え顔がおのまま、クランプの喉のど頸くびを貫つらぬいた。

　思い出すと、無傷のはずの首が痛む気がする。甚目によれば、脳にだけ残った痛みの記き憶おくだというが。

　新納は携けい帯たい端たん末まつを取り出し、宙空に少女の姿を投射した。簡素な術衣のような物を着ていて、人形のように表情がないのでだいぶ印象が違ちがうが、確かにあの少女メメントだった。

「彼女──メメントは最初期のハダリーズ。『ＣｔＧ』内に生まれたニンゲンです」

「それって、ハルハと同じ……」

「そう。核かくとなったのは全く同じ物です。ただし、人格の形成方法が大きく違う。メメントは外形からのアプローチ、ハルハさんは中身からのアプローチとでも言いましょうか。

　端的に言えば、メメントは最初からあの姿で生まれたんです。人体や記憶を物理的に解かい析せきして再構築することで、最初から完成された人間を造ろうとした」

「そんなことができるものなんですか……？」

「ある程度は成功しました。当時としては画期的な成功例で、メメントは『ＣｔＧ』の中でなんら問題なく思考し、思うままに運動しました。

　ただ、どんなに情操教育を行っても、自主性に乏とぼしく、喜き怒ど哀あい楽らくの感情を持たなかった。ロボットを作るならそれでも良かったんでしょうが、我われ々われヒト平へい衡こう研究所の目的はあくまで人間の新しい創つくり方を模も索さくすること。あのままでは不完全でした。

　仮説として持ち上がったのは、仮想世界の構築能力に欠けつ陥かんがあって、人間を人間たらしめている『何か』を再現できていないのではないか、ということです。例えば、機械には観測できないほど微び細さいな、あるいは別次元のファクターが。

　ならば──と、我々は実験に踏ふみ切りました。メメントに現実世界の肉体を与あたえる実験です」

　ここまでは、教育の過程に異様な横着をした以外はハルハと同じだ。そしてハルハは無事に現実世界の体を得て春日井春羽となった。だが、メメント。彼女は。

「実験は失敗しました。いえ、五割の成功を見たとも言えるでしょうか。

　メメントの体を再現した肉体への転送過程は、今以もつて原因不明の拒きよ絶ぜつ反応を起こし、結局その肉体は『破は棄き』。メメントの精神はサルベージされましたが……春日井くんの見た通り、殺さつ人じん鬼き同然の有あり様さまになりました」

「そのメメントがなんで、プレイヤーキラーになったんです？」

　訊きき返したが、答えはなんとなく判わかる気がした。メメントの語ったパンドラの箱の逸いつ話わ。彼女が見み出いだした寓ぐう意い──あらゆるものは、希望と対置された瞬しゆん間かんに希望ではなくなる。

　果たして新納は、「希望」の名を答えにした。

「ハルハさんですよ。ネフィリム・コンピュータが最も理想的な一いつ対ついと判断したあなた方に育成を任せ、赤あかん坊ぼうの状態から段階的に精神の成長を促うながしたハルハさんは、メメントには生まれなかった感情の発生に成功しました」

　ぎゅっ……と、遊の腕を握にぎる美遙の手に力が入った。

「我々の計画はハルハさんを以て、ある段階でのメルクマールを得ました。

　そしてハルハさんの成功により、メメントを動態保持する理由がなくなった。つまり、『ＣｔＧ』から隔かく離りして、サンプルとして管理しようとしたわけです。その頃ころには、彼女の精神は酷ひどく不安定になっていましたしね」

「それで反逆されたわけですか」

　冷たい声が出た。メメントのために怒る義理はない。だが、これではまるで、自分の親から「要いらなくなったから無期限に眠ねむれ」と言われるようなものではないか。

　ハルハの「成功」によって、メメントは「失敗」と定義され、自らの価値を失わされた。メメント自身にはなんらの落ち度もなく、状じよう況きようの変化が彼女を「画期的な成功例」から「ただのデータ」に変えてしまった。

　何から何まで理り不ふ尽じんな話。だがその理不尽は今、この病室と地続きだ。なぜなら、メメントについて語る新納は口の端はしで、ほんの小さく、笑っていた。楽しそうに。

「そう。彼女は歪ゆがんではいても自律した人格でした。だから、自らの意思を封ふう印いんされるような措そ置ちには抵てい抗こうを示した──とはならないのが面おも白しろいところで。

　メメントは自分がエラーと定義されたことで、『エラーなのだから誤りを犯おかさなくてはいけない』という発想に行き着いたようなのです。

　そしてメメントの選んだエラーは、『ＣｔＧ』世界を破は綻たんさせることでした」

「それがなんで、やることがプレイヤーキラーなんですか？」

「簡単な話です。彼女に可能な、最も効率的な『ＣｔＧ』転てん覆ぷく行こう為いだからですよ。

　春日井くんも経験したように、メメントの攻こう撃げきは現実のプレイヤーにも強い影えい響きようを及およぼします。あれはメメントという種しゅが固有の進化で獲かく得とくした能力で、あらかじめ視線とフェロモンで暗示を掛かけた相手に強い刺し激げきを与えることで、相手の脳に偽にせの反応を発生させる物です。

　春日井くんの場合は、アバターの首を刺さされたという小さな刺激を、脳に到とう達たつした段階で激痛に変へん換かんさせられました。その後で心臓が活動を止めたのは、ゲームオーバー時の『死』のイメージを増ぞう幅ふくされた結果でしょう。本来、自然界には発生しない信号なのでラミエルのブロックも機能しなかったわけです。

　我々はその能力を、擬シム・ス験テイミユ毒ラント、あるいは『スヴェンガリの眼め』と呼んでいます」

「……俺の体が、ゲームで傷付けられたくらいの些さ細さいなショックに対して『死ぬべきだ』と間違えたってことですか」

「これは死ぬ、と思い込まされたのです。絶対的偽ぎ薬やく効果とでも言いましょうか。

　さて──そんな力を用いてプレイヤー狩りを繰くり返せば、どうなるでしょう？」

　確かに、簡単な話だった。

「俺みたいな病院送りが連続する。そして『ＣｔＧ』はあっと言う間に閉へい鎖さされる」

「御ご明めい察さつです。一ヶ月前、ハルハさんの感情獲得が確信された頃、メメントはなんらかの方法で我々の目をかわして姿を消しました。その後は神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、恐おそらくは無む作さく為いにプレイヤーを殺して回っています。幸いなことに春日井くんほど重じゆう篤とくな被ひ害がい者しやは出ていませんが、実を言えばイマジン・エクフラシスは警察の日参を受けてる始末でして」

「……このところの連続失神事件、メメントの仕し業わざだったんですか」

「内一件はガス中毒だったそうですが、おおむねそうです。今は『ＣｔＧ』の名前は出ないよう、上の方から圧力をかけてもらってますよ。しかし、それもどこまで保もつやら。

　無論、こちらでもメメントの捕ほ獲かく・隔離は試みています。しかし疲ひ労ろうを知らないメメントは常に移動を続け、ログインしているわけではないせいで即そく時じのサーチもできません」

「…………『ＣｔＧ』は、閉鎖されるんですか」

　このままメメントが野放しなら早晩事件の原因が究明され、そうならざるをえないだろう。いかな巨きよ大だいコンテンツであろうと、たかがゲームより安全が優先されるのは、重度のユーザーであり開発者の息むす子こである遊にすら至当な話だった。

　新納はうなずき、しかし指を一本立ててみせた。

「それを回かい避ひする手段が、一つだけあります。メメントを確実に止めるには、『ＣｔＧ』で殺せばいい。そうすれば、ログアウトできないメメントは行き場をなくして停てい滞たいし、容易に隔離できるようになります。だから。

　メメントを倒たおすんです。ハルハさんの手で」

　沈ちん黙もくは。

　その、十数秒の沈黙は。

　理性の機能を阻そ害がいするほどの怒いかりによってもたらされたものだった。

　そして、それを破るのもまた怒りだった。

「ふざけないで下さいっ！」

　嚙かみつくように言葉をぶつける美遙は、明らかにここが病院であることを忘れていた。

「春日井くんは死にかけたんですよ！　そんな相手と春羽を……あんな小さな子を戦わせろって言うんですか!?」

　新納は動じなかった。美遙の必死の形相も、サングラスが盾たてになっているかのように跳はね返している。

「春日井くんは身に沁しみていると思いますが、メメントは強い。それは彼女の思考形態が『ＣｔＧ』の世界に最適化されているからです。人プレイ間ヤーがアバターを動かす感覚を外国語で会話するようなものだとすれば、メメントは流りゆう暢ちような母ネイ語テイブ話スピー者カーというところでしょうか。それくらいの厳然たる差がある」

　実際、『ＣｔＧ』の操作に関してはベテランに当たる遊ですら、反応もできずに殺されている。メメントのスピードと精度は、人間を遥はるかに凌りよう駕がするものだった。

「しかし、ハルハさんなら──メメントと同じ思考言語を持つハルハさんなら、奴やつにも対たい抗こうできます。そして現在動員できる中で、メメントに対抗できるハダリーズはハルハさんだけなのです」

「ハルハにメメントみたいな戦い方ができるとは──」

　思えない。そう言いかけて、でも、最後まで言い切れない。遊の頭の中に、流れるような手並みで列車強ごう盗とうを惨ざん殺さつしたハルハの姿が浮うかんだ。

「それでも……それでもダメだ。ハルハがどんなに強かろうと、戦わなければ『ＣｔＧ』が終わるんだとしても……たかがゲームのために子供を危険に曝さらすなんて馬ば鹿かげてる」

「そ、そうです！　死んじゃったらどうするんですか！」

　断固と拒絶する遊と、それに添わる美遙。仮にも子供の保護者であれば当然の反応ではあった。しかし。

「ええ。死にますよ、ハルハさんは。『ＣｔＧ』が終しゆう了りようすればね」

　彼らの置かれた状況には、どこにも「当然」などというスタンダードは用意されていなかったのだ。

「…………え？　な、なんで、そうなるんですか？」

「ハルハさんは人間の体に定着し、一見普ふ通つうの子供と変わりない存在になりました。しかし、さっきも言った通りハルハさんの精神は現実よりも純度の高い『ＣｔＧ』の世界のための文法で紡つむがれています。現実世界の異物の多い情報を処理し続けると、次し第だいにエラーを溜ため込むこととなり、試算では一週間ほどで死亡します」

　なんの反応もできなかったのは、あまりにも深刻な事実をあまりにも淡たん々たんと告げられたからだった。

「それを防ぐために、ハルハさんは定期的に『ＣｔＧ』に入らねばならない。クリアな世界の中で過ごすことで処理能力に余よ裕ゆうを持たせ、停滞していた分の情報処理の辻つじ褄つまを合わせます。いわば精神の透とう析せきですね」

　今度は遊が激げき昴こうした。

「そんなもの！　あんたらが責任を持って『ＣｔＧ』のコンピュータを維い持じすればいいだけのことだろ!?　どんなに莫ばく大だいな費用がかかっても！」

「そうしたいのは山々ですが、無理なんですよ。ハルハさんのメンテナンスを行えるレベルの仮想世界を維持するには、一〇万人規模のユーザーが接続されていなければならない。いくら国の後ろ盾だてがあっても、表立って動けない我われ々われには用意できない員数です」

「？　何を言ってるんだ？　接続数は少ない方が負ふ荷かが減って良いに決まって……」

　言いつつも遊は思い出していた──冬ふゆ風ふはなんと言っていた？

『性能の問題じゃない。性質の問題』

『外から見える入り口と出口だけなら人間と同じように繕つくろえても、中の迷めい路ろの形を同じにはできない。「心」って、その迷路のことだと思う。同じにしようと思ったら……実際にコンピュータに血肉を備えるしかないんじゃない？』

　そして『ＣｔＧ』を動かすコンピュータは、人間ユーザーの接続数が多いほど性能が向上する。

　──まさか。

「人間コンピュータ……なのか？」

　一転勢いを失ってぽつりとこぼした言葉に、美遙がきょとんとまばたきして、新納が──にこりと、いっそ爽さわやかとさえ言える笑えみを浮かべた。

「正解です。常識外に有機的な『ＣｔＧ』世界構築に成功した巨人ネフイ型リムコンピュータ。その正体は、ネットワークに接続された人間の肉体を使って演算を行うシステムです。

　意識されざる脳の領域、遺伝子、そして細さい胞ぼうの一つ一つをデータベース兼けん演算装置に見立ててリクエストを行い、得られたレスポンス、いわば地球の記き憶おくを集合して、有史以前から人間が観測してきた世界を創発する──そう、人間の精神すら。

　一人の人間の夢は不条理に満ちたものでも、数万もの夢を混ぜ合わせれば不合理は淘とう汰たされ、ユーザーの数が増えるほど万ばん人にんの合意を得たリアリティだけが残るわけです。

　単純起動に必要なのは約八〇〇〇人。その分は我々で雇やとってキープしている状態ですが、逆に言えば我々の方で動員できるのはそれが限界です」

　それで大手ゲームメーカーでなければ運用できないと言っていたわけか。コンピュータの仕様が秘密にされていたのも当たり前だ。自分の体を機械に組み込まれたがる酔すい狂きようが、うン十万人もいるとは思えない。

　──パフォーマンス確保という目的のために、ネットワークゲームの運営という手段を用いた人間コンピュータ。

　その性能を維持できなければ、春羽は生きていけない。

「なんてこった……」

　家うちの娘むすめは、ネットゲーム依い存そん症しようどころか、ネットゲームと一いち蓮れん托たく生しようだった。




　その後の一時間に及ぶ問答は詳しよう述じゆつするに及ばない。理り屈くつは解わかったがそれでも春羽を危険な目には遭あわせられないとする遊と美遙に、現状取り得る手段がハルハによるメメント打だ倒とう以外にないと説得する新納。延々、その繰り返しだった。

　そうして、その不毛の争議に決着を付けたのは事の当人、春日井春羽だった。

　甚目とともに病室に入ってきた春羽は、初めて見るような厳しい表情かおで言い切った。

「やるよ。メメントってやつは、ハルハがたおす」

　事情は甚目から聞かされたのだろう。当然、遊と美遙は必死に制止した。『ＣｔＧ』の中では最強になりうる存在なのかも知れないが、二人の知る春羽は天てん真しん爛らん漫まんで甘えん坊ぼうで寂さびしがり屋な、生まれた時から知っている小さな子供だった。

「もう、きめたから」

　だが、今この時の春羽はひたすらに頑かたくなだった。いつもは拗すねることはあっても基本的に遊や美遙の言うことをよく聞く春羽が初めて行う、明白な拒きよ絶ぜつであり反はん抗こうだった。

　人間コンピュータの集合観測が平へい衡こうさせた異類の少女。その円つぶらな瞳ひとみを鉄くろがねの色に塗ぬり潰つぶし、春日井春羽は冷たい声で宣告する。

「おとーさんもおかーさんもついてこないで。あしでまといだから。

　もしついてきたら、ハルハはじっかにかえります」

　実家に帰ります、は、ラスプーちゃんのお母さんが甲か斐い性しようなしのお父さんに連発するセリフだったが──全く笑えなかった。それどころか、遊と美遙は絶望と同じ色の不安が浮かんだ目を見合わせた。

　実家って……どっちだ？




　方針が決まれば後は速かった。

　一同で春日井家に取って返し──遊も無理を言って退院させてもらった──、春羽はカプセル形のラミエルにその小さな体を横たえる。

　昼間にはそれを医い療りよう機器のように思った遊だったが、機器のハム音だけがうすら響ひびく夜の室内で見下ろすそれは、黒い棺かん桶おけのようにも見えた。なぜか春羽が持ち込んだ二体のソフビ人形が、強きよう烈れつな面相も手伝って何か副ふく葬そう品ひんのようで不気味だった。

「メメントはつい一〇分前、ガンマンズ・グレイヴ辺境の町の酒場に居るのを監かん視しＮノンＰプレイヤーＣキヤラに捕ほ捉そくされました。恐おそらくは今夜餌え食じきにするプレイヤーを物色しているのでしょう」

「ゲーム内部の様子は、このディスプレイで観みることができるようになっているわ」

　まだ顔色の悪い甚目の用意した投写型のモニターの前で、沈ちん鬱うつな顔を並べる遊と美遙。そんな彼らをよそに、ただ一人落ち着き払はらった新納がラミエルのスイッチを押し込む。その起動音に合わせて歌うように、サングラスの男はうそぶいた。

「さぁ、見守ろうじゃありませんか。

　あなたがたの娘さんが、最強のガンマンとして君臨する世界を」




　　　　◇





──塵ちりの灼やける臭においが鼻を突つく。

遥か見み渡わたせば、空が優やさしく、荒こう野やが厳しく君を迎むかえるだろう。

風を渡わたって聞こえてくるのは、未み踏とうの彼方かなたを征ゆく冒ぼう険けん者たちの口笛か。

この地にあっては銃じゆうと勇気が全すべてを決す。

ある者は栄光を手にし、ある者は自らの銃を墓標に荒野で眠ねむる。

そこは噎むせ返るような硝しよう煙えんの吹ふきだまり。転がる薬やつ莢きようの数だけの勝利と死体。

そこはガンマンたちの夢の涯はて。

その名は、ガンマンズ・グレイヴ──






　チーチは夢を叶かなえた。

　大学卒業の直後から中規模企き業ぎようのサラリーマンとして精勤に励はげんで十余年。その間ずっと、脱だつサラして街角の小こ洒じや落れたバーを営むのが夢だった。

　しかし生来の意志の弱さから貯金は一向に増えず、ずるずると社しや畜ちくの生を全まつとうするのかと諦てい観かんに屈くつしかけた頃ころ、彼は『ＣｔＧ』に出会った。そして数ヶ月の守しゆ銭せん奴どプレイの末、ガンマンズ・グレイヴの辺境に在る町の一つに酒場を構えるところまで漕こぎ着けたのだ。

　転移ポイントである教会の近くの一等地。店には店員ＮＰＣもセットで付いてきた。これで永なが年ねんの夢だったムーディーなバーのオーナー兼バーテンダーになることができる。

　そんな希望に燃えた、新装開店初日。

　店内は、思いっきり危険な雰ふん囲い気きに包まれていた。

　七人の客は一人を除いて全員が男で、ガンベルトを隠かくそうともしない強こわ面もてだった。それだけならガンマンズ・グレイヴでは珍めずらしい光景ではないのだが、なぜこいつらは、団だん欒らんの場だというのに剣けん吞のんに眼めを据すわらせているのか。

「バーテンダーさんは、ここ最近のプレイヤーキラー事件を御ご存ぞんじですか？」

　そんな中、にこやかに話しかけてきたのは客の紅一点。十代半ばくらいの少女だった。可愛かわいらしい顔をしているが、なぜか容姿よりも黒一色の服装の方が印象に残る。

「ああ、ニュースラインに流れている奴やつかい。もう三〇人以上が殺やられてるとか」

　チーチは笑顔を返して答えた。ロリコンではなかったが、むさ苦しい男客の相手をするよりは、そりゃあ、いいのだ。

「内一件は、ここみたいな酒場で起こったそうですよ。店内にいた客が六人。あっと言う間に皆みな殺ごろしにされました」

　少女は手元のホットミルクにちょっと口を付け、唇くちびるに残った白い残ざん滓しを舌先で舐なめ取ってから続けた。

「犯人は入ってくるなり店内を見回して、こう呼びかけたそうです。

『人間は誰だあれ？』

　するとＮＰＣの店員が迷いもなく『わたしです』と答えました。でも、当然すぎることを訊きかれた時の人間の反応はそうじゃありません。人プレイ間ヤーたちはみんな『え？　どういう意味だ？』と首を傾かしげました。

　そして、次の瞬しゆん間かんには傾げた首が撃うち抜ぬかれていました。六人全員、ほぼ同時に。

　──黒い犯人は大きな回転式リボル拳銃バーを使う恐ろしく早はや撃うちのガンマンで、プレイヤーキャラばかりを殺して回っているそうですよ」

　チーチは思わず息を飲み込んだ。話の内容そのものは大おお袈げ裟さな与よ太た話に思えたが、淡々と鏖おう殺さつ劇を語る少女の声こわ音ねには、鉛なまりに似た真実性の芯しんが通っている。

「……店の奴ら──バーテンダーはどうなったんだ？」

「ああ、ＮＰＣのバーテンダーは無事だったみたいですよ。チップまで受け取ったとか」

「そ、そうか……バーテンダーは死なないんだな」

「なんで──」

　内心胸むねを撫なで下ろしてグラス磨みがきに戻もどるチーチと入れ替かわるように、例の荒あらっぽい客の一人が口を開いた。少女は「はい？」と愛あい想そ良く答えて半身を向き直らせる。男はいつの間にか、少女の真後ろに立っていた。

「なんでお前が、皆殺しにされたはずの現場の様子を知っている？　ＮＰＣにはそこまで詳くわしく語る能力はないはずだ」

　一いつ瞬しゆん、あッ！　と思ったが、よく考えたらここはゲームの世界。死人に口あり、だ。

「おいおい、あんた。そんなもん、殺されたプレイヤーが復帰してから流れた噂うわさに決まってるじゃないか」

「いいや、それはありえない。酒場で六人が殺されたのは三日前。その六人は全員、俺たちのギルドのメンバーで、それ以来体調を崩くずして病院に入り一度もログインしていない。

　被ひ害がい者しやから現場のことを聞いた人間のいるはずがないんだよ」

　男は、未いまだへらへらと手て応ごたえのない笑みを浮うかべている少女に、怒ど気きを含ふくんだ声音を打ち下ろした。

「そして我われ々われは、事件のあったと思われる時間、酒場から出てくる黒衣の少女を見たという証言を得ている──お前の特とく徴ちようにぴったりだ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　それだけで決め付けるのは無む茶ちやだろ!?　こんな子がプレイヤーキラーだなんて──」

　チーチは慌あわててカウンターへ身を乗り出した。六人の男たちは全員すでに拳銃やライフルを抜いて、少女に狙ねらいを定めている。少女はおどけた仕草で肩かたをすくめてから両手を挙げてみせた。

「ええ、わたしが犯人ですよ」

　ギャグでも修辞でもなく、ずっこけそうになった。

　絶句するチーチを置き去りにして、凶きよう行こうを認めた少女は両手を上げたままゆっくりと立ち上がる。

「で、それが何か？」

　悪びれた風もなく、などと生ぬるいものではなかった。黒い少女は揶や揄ゆと挑ちよう発はつに塗まみれた言葉を、一いつ切さいの曇くもりない笑え顔がおで放ってみせた。灼けたような金色の瞳が、まぶたの陰かげできゃらきゃらと笑うのが聞こえるようだった。

　最初に声をかけてきた男は、彼女の眉み間けんに擬ぎした拳銃の撃げき鉄てつを起こし、恐らくは最後になるであろう質問を投げた。抑おさえた憎ぞう悪おをなすり付けるように。

「なんで他ほかのプレイヤーを殺す？　自分の力を誇こ示じしたいからか。それとも愉ゆ快かい犯はんか」

「まさか、そんな尾び籠ろうな理由じゃありませんよ」

「ではなぜだ？」

　引き金に掛かかった指に力が込められる。答えが発せられた瞬間に少女の額に穴が開く──ゲームとはいえ胸の重くなる想像に、チーチは身を震ふるわせた。

　だが、現実はさらに悪あく趣しゆ味みな様相を見せることになる。

「それはだって──」

　瞬間──少女の両手の袖そでから二連発の小型デリン拳銃ジャーが飛び出す。《袖スリ珍ーブ暗ウエ器ポン》のスキルは、物理法則に縛しばられずに手元へ小型武器を出現させる。

　彼女を狙う男たちの誰一人として油断はしていなかった。現に全員が即そく座ざに発はつ砲ぽうした。

　だが、少女は自身が語る以上の恐るべき速そく射しや手しゆだった。男たちの発砲に先んじて乱れ撃ったデリンジャーの小型弾が男たちのうち三人の肩を貫つらぬいて狙いを乱し、残る弾だん丸がんは前方に転がってかわす。

　起き上がると目前に肩を撃たれて硬こう直ちよくしている男がいる。その顔面に最後の一発を撃ち込んだ。激痛にくぐもった悲鳴を上げる男を盾たてにして残りを牽けん制せいしつつ。

　少女は弾たま切れしたデリンジャーを捨て、本来の得え物ものを抜き放った。

　現実ではまず見ることのない扁へん平ぺいな角形バレルを備えた、漆しつ黒こくのリボルバー。少女の手には明らかに不釣つり合いな大型の銃じゆう身しん側面には、蛇へびの巻き付いた陸りく亀がめの刻印が施ほどこされ、そこに流し込まれた銀がぎらりと威い圧あつ的な輝かがやきをたたえる。

『Ｉ．Ｅ．ゲンブ』。メーカーであるＩイマジ．ン・Ｅエクフ．ラシスの名を冠かんした、『ＣｔＧ』内においてスペシャルな威い力りよくを持つ回転式拳銃。

　そこから後はシンプルだった。ひたすらにシンプルだった。

　六人の首から首へ、線で繫つないでなぞるような連続射しや撃げき。演出過多な発マズル火フラ炎ツシユと分厚い鉄板を鉄かな槌づちでどやすような轟ごう音おんが、酒場の空気を狂きよう騒そうで熱し上げる。

　真っ赤な銃火と真っ赤な銃声。ぽろぽろと溶とけ消える、その頃には。

　首から上のもぎれ飛んだ六体のマネキンが、酒場の床ゆかに空むなしく転がっていた。

　ものの一瞬にして酒の甘あま苦にがい匂においが火薬の刺し激げき臭しゆうに取って代わられ、チーチの酒場は殺さつ伐ばつの庭と化した。店員ＮＰＣたちは血に膝ひざを浸ひたし、うずくまって震えている。

「えーと……なんで他のプレイヤーを殺すのか、でしたっけ？」

　そうして惨さん劇げきを成した少女は、質問者の消えた問いへ律りち儀ぎに回答を返した。

「喉のど笛ぶえさらして吠ほえ立てる──そんなアニマルは狩かられて死ぬのが摂せつ理りというものだからですよ。解わかりましたか？　親愛なる肉ミー脳トヘ輩ツド」

　その微び笑しようはあくまで優しくしとやかで、だから恐ろしく凄すさまじかった。




　少女が残っていたホットミルクをちびちびと飲み終えたのは、追っ手を皆殺しにしてから五分も後のことだった。その間チーチは、カウンターの裏に隠れて息を殺していた。

「さて……そろそろ行きますか」

　そう独りごちた少女の足音が遠ざかっていく。スイングドアの軋きしむ音を聴きいて、チーチはようやく床から腰こしを上げた。安あん堵どの息が口を緩ゆるませる。

「そ、そうだ……バーテンダーは死ななぃ──」

　言いかけて、言い切れない。カウンターから上げかけた頭に、ごりっと銃じゆう口こうが押し当てられたから。見上げるまでもなく、ほがらかな声が降ってくる。

「この前のバーテンダーさんはＮＰＣでしたから」

　お前は人プレイ間ヤーだから、殺す。そう言っている。

　撃鉄を起こすカチリという音が、頭の中に沁しみ通る。どうせゲームだ、恐こわくないと自分に言い聞かせてみても、頭を割られるのは初めての経験で……そんな冷静でいられるか！

　チーチがやけになって叫さけび出しそうになったその瞬間、状じよう況きようは一変した。

　スイングドアをぎゃおっと乱暴に押し開けて、小さな人ひと影かげが入ってくる。

　左手にギターケースを提さげ、右手で切りソード詰めオフした水平二連式のショットガンを突き出した小さな人影が入ってくる。

　そして空気を張るような銃声とともにチーチを押さえていた体がびくんと震え、崩れ落ちた。背後からの散さん弾だんに背を砕くだかれたのだ。


　新来の客はギターケースをどさりと床に落とすと、空いた左手で抜いた拳銃で倒たおれた女の頭を撃ち抜いた。殺虫剤ざいでも撒まくような無造作で二発。びしゃっと、床を掃はくようにHead Shot Killed !!の血文字が飛び散る。



　あの悪あく魔まのような少女があっさり倒されたのにも驚おどろいたが、それを成したのが一〇歳にも満たないような少女であったことになお驚いた。なんでトラベルＰプレイヤーＣキヤラでないのか──という素そ朴ぼくな疑問は、状況の異様さに流されて発想に上がらない。ただ、畏い怖ふの視線でその子供を眺ながめる。

　赤茶のマントが、薄うす暗ぐらい店内で埋うずみ火のようにめらりと映はえている。顔立ちは年相応に可愛らしく、だがあまりにも冷たかった。

「あ、あの、お嬢じようちゃん……？」

　恐おそる恐る顔を出し、声をかける。少女は自分の作った死体マネキンを無感動に見下ろしながら、ぼそりと訊いてきた。舌足らずな、思わず頰ほおの緩むような声だった。

「メメントはどこ？」

「メメント……？」

「クロいふくをきた、オンナだよ。ここにいたはず」

「そいつなら、お嬢ちゃんがやっつけちまったじゃないか」

「これはちがう」

　言われて見ると──確かに違ちがった。頭に銃を押し付けられていたのでろくに見えていなかったが、マネキンが着ていたのは黒衣ではなく、チーチも見慣れた給きゆう仕じ服だった。

「そんな……こいつはマリアンじゃないか」

　店を買った時に引き継ついだ、店員のＮＰＣではないか。なぜマリアンが雇やとい主に銃を向けたのか……いや、それ以前に、あの言動は間ま違ちがいなく黒い少女……メメントとやらのそれだった。

　そして。

「ごさんなれ、星プテのイ・お姫プリン様セス。そろそろあなたが来る頃ころだと思っていましたよ」

　次に聞こえた声もあの少女メメントの声だった。だが、極きわめつきに異様だった。

「でも、ようやく会えたのにいきなり撃つというのは、いささか乱暴ではないかしら」

　喋しやべっていたのは、やはり店員ＮＰＣのジョンだった。陽気な性格に設定された青年。その口から、メメントと全く同じ声を出している。

「ジョン、なんで!?」

　ジョンは店で護身用に所持しているライフルをギターケースの少女に向けながら、チーチにか少女にか、言ってくる。

「メメの『スヴェンガリ』は、人間相手には偽にせの感覚を引き起こすくらいのことしかできません。ですが本物の自己認にん識しき能力を持たないＮＰＣなら、手足同然に操あやつることが可能なんですよ」

　チーチには言っていることの意味がよく解らなかったが、少女には理解できたようだった。さして驚きもせず、円つぶらな瞳ひとみに氷の炎ほのおを灯ともしてジョンを見つめる。

「メメント……どこにいるの？」

「すぐ表で待ってますよ、ハルハ」

「そう」

　ハルハと呼ばれた少女は、短く言ってジョンを撃うち殺した。心臓、首、眉間──『ＣｔＧ』で急所と判定されるポイント三点を一瞬で撃ち抜ぬき、最後にショットガンを叩たたき込む。顔面が松ぼっくりのように爆はぜたマネキンが、踊おどるように壁かべに跳はね返り床へ墜おちる。

　少女は弾たまを撃ち尽つくした左右の銃を惜おしげもなく投げ捨て、場ば違ちがいなギターケースに歩み寄った。しゃがんで蓋ふたを開くと、中には銃や弾だん倉そうがぎっしりと詰まっている。

　取り出された拳けん銃じゆうの薬室に初弾が装そう塡てんされる様をぼぅっと眺めていたチーチだったが、ハルハがそのまま外に出て行こうとしているのに気付いてあわてて止めた。

「ま、待てよお嬢ちゃん！　この町に何人ＮＰＣがいると思ってるんだ？　いくら強くても一人じゃ、あっと言う間に……」

　無視されるかと思ったが、少女はチーチを振ふり返って、あどけなく笑ってみせた。

「ありがと。でも、だいじょーぶだよ、おじさん。

　おとーさんとおかーさんをこまらせるやつは、ハルハがミナゴロシにするんだから」




　メメントは酒場の外に一人たたずみ、彼女の現れるのを待っていた。

　現実世界とは時差のあるガンマンズ・グレイヴの時間帯は昼。頭上に輝く太陽が逆落としに降りかかってきそうな、暴力的な真昼だった。

　酒場が在るのは俗ぞくに「教会通り」と呼ばれるこの町の大動脈で、いつもなら通行人や馬で溢あふれかえっている。だが、今この時、通りに見受けられるのはメメントだけだった。建物の中から外の気配をうかがっている者は多いようだが、誰だれも出て来ない。通りのあちこちに散らばった死体マネキンと同じ目に遭あいたくないからだろう。

　その恐きよう怖ふに硬直した空気を断たち切るような、にわかに鋭するどい辻つじ風かぜが吹ふき抜けて。

　酒場のスイングドアが静かに開かれ、メメントの待ち望んだ相手が現れた。

　柔やわらかな髪かみ、幼さの中にどこか浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きを包み込んだ面おも輪わ、影かげに沈しずんだ眼まな差ざし。肩かたに掛けていたギターケースがずるりと地面に落ち、鈍にぶい音を立てて地に伏ふせる。

　そして彼女は、両手に異様な銃をぶら下げていた。

　現実ではまずありえないレッドメタリックのスライドに鳳ほう凰おうの姿が彫ほり込まれ、そこに流し込まれた金きんが燃え立つように輝いている。メメントの持つゲンブと同じくゲームオリジナルの自動オート拳マチ銃ツク、『Ｉ．Ｅ．スザク』。驚きよう異い的な連射能力を誇ほこる紅あかい凶きよう銃じゆう。

　グリップこそプレイヤーの手の大きさに合わせて変化するものの、一〇歳にもならない少女が持つにはいかにもアンバランスで、両手に持ったシルエットは、

「まるでマントを羽織った猿さるですね」

「ハルハ、おサルじゃないよ」

　律儀に答えて、彼女はざッ……とその歩みを止めた。彼ひ我がの距きよ離り、約一〇メートル。彼女らの視力を以もつてすれば、お互たがいの目の潤うるおい具合まで見て取れる間合い。

　ハルハが足を止めたのに呼応するように、通りに面した店の中や路地から何十人もが姿を現す。全員が全員、銃や斧おので武装していた。風ふう体ていに変わったところがあるわけではないが、エプロンを着けた老婦人がライフルを抱かかえる姿には独特な威い圧あつ感かんがあった。

　メメントの支配を受けているＮＰＣたちだ。十重とえ二十はた重えに幼い少女を取り囲んでいく。

　しかしそんな周囲の蠕ぜん動どうも関心なげに、少女たちは会話を始めた。

　見て伝わらないことは話して伝える。少なくもその点までは人間の、二人の対話を──





「知っていますよ、ハルハ」




「なんでおとーさんをきずつけたの？」




「人に育てられてヒトになったハルハ」




「おとーさんはなんにもわるくないのに」




「メメとは違う、ホンモノのヒトのハルハ」




「おかーさん、こわがってないてた」




「でも、その違いはメメには観測できない」




「……あなたが、なかせたんだ……」




「メメとハルハ、何が違うんです？」




「…………わしてやる…………！」




「もし、違いがないというのなら」

「あなたがしたこと、一〇ばいにして」

「ハルハも、生きてちゃダメ」

「くらわして、やる」




「「だ・か・ら」」
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　　　　「







　　　　　「


死シネ




」　　　　　










」　　　　









　風が疾はしり、朱あかいマントが大きく翻ひるがえる。

　同時、メメントの操あやつるＮＰＣたちが一いつ斉せいに引き金を引き、爆ばく竹ちくのようにでたらめな炸さく裂れつ音とともにハルハのマントがずたずたに引き裂さかれる。

　が、その時にはハルハの姿はマントと別れて地面すれすれを駆かけていた。並び立つＮＰＣたちの足あし下もとを駆け抜けながら、人よりも爬は虫ちゆうに近い低みからＮＰＣたちの頭を撃ち抜いていく。

　顎あごから脳天を銃じゆう弾だんに貫かん通つうされて血を噴ふき上げ、ちょうどアッパーカットを喰くらったように頭を跳ね上げるＮＰＣたち。だが、拳けん闘とうとは違い祈いのるように跪ひざまずいて二度と動かない。

　血ち飛沫しぶきが次々と空高く舞まい上がっては降り落ち、天地の逆転した花火のように地面に赤い徒あだ花ばなが狂くるい咲さく。






Head Shot Killed !!　　　　　Head Shot Killed !!




Head Shot Killed !!




Head Shot Killed !!　　　　　Head Shot Killed !!








（メメント！　おとーさんをきずつけたヤツっ！　──ぶちなぐ！）

　ぎりぎりと絞しぼり出すように尖せん鋭えい化した害意が形になって、ハルハの視界に直覚が計算で補正された殺さつ戮りく直線を描えがいていく。それは、ハルハのために世界が敷しいたレールだった。仮想世界の摂せつ理りと法則を自じ然ねんに感得する存在のみが可能とする、天てん啓けいのマニューバー。

　小さな体は、一いち陣じんの殺す風と化した。

　それは飆ひょうと吹く。

　それは人形ＮＰＣたちから偽いつわりの人じん性せいを奪うばい、瞬またたく間に空くう虚きよなマネキンの列を築く。

　敵の股またをくぐり抜けながら至近射しや撃げきで脾ひ腹ばらを吹き飛ばし、前方の敵のライフルを肘ひじで弾はじいて側面の敵と同士討うちさせ、壁を蹴けって組み付いた相手の首を膝ひざで挟はさみ込みそのまま上体を側転させてへし折る。

　常にＮＰＣの体でメメントからの射線を遮さえぎる位置取りを保ちながら、時計の正確さでスザクの引き金を引いていく。しかし、斧を持った大おお柄がらな男の膝を撃ち抜いたところで弾が切れた。

　──だが止まらない。ハルハは躊ちゆう躇ちよなく銃じゆうを捨て、両の袖そでからナイフを出現させた。

　膝を砕くだかれて中ちゆう腰ごしになるＮＰＣのその膝を踏ふみ台にして、深々と喉のど頸くびを切り裂く。そのまま坂道のゴムボールのように一いつ瞬しゆんたりと静止せずに駆け抜ぬけ跳とび弾はずみ、行く手の敵のふくらはぎを刈かりながら放置していたギターケースに辿たどり着く。

　一瞬、ＮＰＣの群れの向こうのメメントと目が合う。焦こげ臭くさい熱気に歪ゆがんだ空気の向こうにあって、楽しげな笑えみを浮かべていた。ハルハはただ眼球の中心に据すわった視線を返し、ケースのロックを外す。

　そして、中から抜いた三挺ちよう目、四挺目のスザクのスライドを嚙かみ合わせ、器用にも二挺同時に初しよ弾だんを装そう塡てんすると。

　火薬と鉛なまりに基もとづく抹まつ殺さつ戮りくを再開した。




　　　　◆




「こりゃあ、凄すごい」

　長い沈ちん黙もくを破ったのは、新納の端たん的てきな嘆たん声せいだった。

　春日井家のリビング。ハルハの戦いぶりを観みている四人は、じっとりとにじむ汗あせも拭ぬぐわず画面に見入っていた。もっとも遊には、黙だまり込んでいた理由は各おの々おの違ちがうように思えた。

　新納は、今の言葉からも判わかるように、単純に自分の実験体のポテンシャルを測っていたのだろう。

　遊の隣となりに座った美遙は、ハルハの戦いぶりに驚おどろいていることは間ま違ちがいないが、それよりも心配と不安が勝っている。それは、叫さけび出したいのをこらえるように口元に当てられた手のこわばりようからも知れる。

　判らないのは甚目で、口元は笑みに近い形に緩ゆるんでいるのに顔色は真っ青だった。研究者としての理性と個人の情実が相反しているというところだろうか。

　そして遊は、自分の情けなさに歯を食いしばっていた。

　春羽の命がかかった場面に立ち会えない。母の形見とも言えるゲームの存亡を決める状じよう況きように関かかわれない。そんな忸じく怩じたる思いに胸を浸しん潤じゆんされつつも、メメントに刻みつけられた痛みと春羽の残した言葉が鎖くさりとなって力を奪う。

（俺は、春羽を守らないといけないのに……）

『もしついてきたら、ハルハはじっかにかえります』

　あんなことを言わせてしまった。守るべき存在に失望をさせてしまった。だが、自分を放って仕事に打ち込んでいた母に、遊も同じようなことを何度もした。いつからか、授業参観も運動会もどうせ来ないからと知らせもしなくなった。何か困ったことがあっても相談しようとはしなかった。

　誰だれかに諦あきらめられるのがこんなにも辛つらいことだと、知らなかった。

　だからこの無力は因果応報、当然の罰ばつなのか。諦めてしまったから母を失い、諦められてしまったから春羽も失うのか。首の血管が冷たく引きつるような感覚に軽い吐はき気を覚えていると、甚目がぽつりと言った。

「まるで……春羽ちゃんじゃないみたいね」

　たぶん自分で思ったよりかすれた声だったせいだろう、言った後で咳せき払ばらいをした。痛ましく聞こえたのは、遊もまた、画面の中の「ハルハ」の獰どう猛もうな闘たたかいぶりに「春羽」との断絶を感じていたからか。俺たちを必要としない子供、「向こう側」の子供……

　しかし、その言葉を否定したのが──断じて否定したのが、美遙だった。

「いいえ。あれは間違いなく、家うちの春羽です。よく画面を観て下さい」

「「…………？」」

　遊にも意味が判らず、甚目とともに美遙の指差す画面──銃を撃うつハルハのバストアップに目をこらす。顔の上半分を影かげに沈しずめたハルハが、ためらいのない銃じゆう口こうから派手な発マズル火フラ炎ツシユを飛び散らせている図にしか見えな…………

「あっ！」

　ふと気付き、甚目と二人して目を見開いて叫んだ。

「「あ、あああああああああああああぁっ────！」」

　そう、それは気付いてしまえば一いち目もく瞭りよう然ぜん──





「「マズルフラッシュが猫にやんこの肉球あしがたになってる───────ッ!?」」






「い、いつの間にカスタマイズを……」

　顎の下の汗を拭う仕草をする甚目に、美遙は深くうなずき、ふッと微笑ほほえんだ。

「小さくても女の子なんですね。手元のオシャレに抜かりがありません」

　そういう問題だろうか……？　とは思う、が。

「ははっ……」

　春羽がソファの上に設置したクッションにも同じ肉球模様を見つけてしまうと、思わず口が緩む。つながっている──あれは春羽だ。いくら強かろうと壮そう絶ぜつだろうと、抱だっこモグラで今朝も遊のシャツにべったりよだれを付けた、家うちの春羽に間違いない。

　そして。

　その春ハル羽ハが、画面の向こうで撃たれて吹ふき飛んだ。




　　　　◇




　敵ＮＰＣの数、残り三人。そこでメメントが動いた。

　すぅっ──と、まるでこちらに吸い込まれてくるような幽ゆう霊れいめいた動きで、瞬く間にハルハの背後に肉にく迫はくしてくる。ハルハは交戦していた巨きよ漢かんＮＰＣの水月みぞおちと肺に続けてナイフを突つき刺さし、さらに掌しよう底ていで打ち込んで息の根を止めつつ、振ふり返り様スザクを突き付けた。

　メメントもすでに黒い巨銃を抜いていた。互たがいの構えた銃が交差して行き違う。メメントの銃がハルハの額に、ハルハの銃がメメントの心臓に──至近距きよ離りで、互いに必殺の射線が通る。

　いわゆるメキシカン・スタンドオフの膠こう着ちやく。しかし。

　少女たちは、ためらいもなく引き金を引いた。暴力的な轟ごう発はつが空間を薙なぎ、音と熱で少女二人の像を歪める。二人は銃じゆう撃げきと同時に身を翻し、結果として銃弾はハルハの頰ほおとメメントの脇わき腹ばら、互いに皮一枚を削けずり取って血をしぶかせた。しかして二人は止まらない。

　交かわすは拳けん銃じゆう。

　火プロメ薬テウスの威いを借る殺人の短たん絡らく。

　お互いの銃を銃と手刀で弾き合いながら、相手の射線を潰つぶし合う。仮想世界の理合いを生得している彼女らの攻こう防ぼうはあまりに精せい巧こうで一瞬の迷いもなく、一挙一動が互いの打だ倒とうという合ごう目もく的てき性せいの轍わだちから寸分も外れない。

　互いに完かん璧ぺき、無む謬びゆうであるが故ゆえの必然的互ご角かく。一種の千日手になるかと思われた──が。

　いずれ均きん衡こうは、ハルハへと傾かたむいていく。

（まけない……まけない……！　だって、まけたら──！）

　一念一いつ想そうの尖鋭化が、ハルハの動きを最高速からさらに加速する。完かん封ぷうされていた射線を次し第だいにこじ開け、有効打が入る度たびに攻こう略りやくアルゴリズムの最適化を進める思考エンジンが無限に手を伸のばしていく。

　そうして遂ついに通す。幼い妄もう執しゆうが、敵手の急所を小さな掌しよう中ちゆうに捉とらえる。メメントの心臓を貫つらぬく必殺の軌き道どうに、銃口が留まる！

　瞬しゆん間かん。

　ハルハの体が吹き飛んだ。

「ぁっ……？」

　真横からの銃弾に肩かたを貫かれたのだ。大人に比べあまりにも軽い体は、木の葉のように舞まい上がり、泥どろのように地に墜おちた。

　為なす術すべもなく宙を舞い地面を転がる間に理解したのは、把は握あくしていた二人に加えて十数人のＮＰＣが現れていたことだった。ハルハがメメントとの戦せん闘とうに意識を集中させている間に、第二陣が現れていたらしい。

　一度倒たおれ込んだハルハはあっと言う間に包囲され、薄うすっぺらい笑顔のメメントに見下ろされるところとなった。

「あと半歩。残念でしたねぇ、ハルハ」

　ハルハは肩を押さえながら睨ねめ上げた。ハダリーズの自制力を以もつてすれば痛みには耐たえられるが、腕うでが上がらない。

「……ぜったいに、あなたをやっつける。『ＣｔＧここ』をおわらせたりしない」

「それはまぁ、メメを倒せなければ、ハルハも命を保てなくなりますからね」

　メメントの指し摘てきに、ハルハは、

「……ハルハのことなんて、どーでもいいよ」

　捨てた。

　あれだけ好こう奇き心しん旺おう盛せいで何事にも興味を持つ子供が、ただ、その小さな体に居場所を与あたえた単語なまえだけは、いっそ軽けい蔑べつすら籠こもった声こわ音ねに包くるんで、吐いて捨てた。

　メメントは目を細めた。それは、ひたすら自己の定義を求めて彷徨さまよっている自分には信じられない言葉だった。それか。それが失敗作じぶんと成功作ハルハとの違いなのか。ならば、次の問いがメメントの求める答えを導き出すはずだった。

「だったら──だったらハルハは、なぜ戦うんです？」




　　　　◆




『ここは、おかーさんがたのしくうたえるばしょだから』

　答えるハルハの言葉に。

　美遙は呆ぼう然ぜんとして、直前まで悲鳴を押さえていた手を口元から落とした。

「そんな……春羽、そんなことのために──」

『それに、おとーさんが、おとーさんのおかあさんにサヨナラをするばしょだから！』

　続くハルハの言葉に。

　遊は今日の昼間、クランプの姿でハルハに語って聞かせた昔話を思い起こした。





『俺がこのゲームにこだわるのはさ、母さんと話すためなんだ』

『おとーさんの、おかあさん？』

『そう、春羽のお祖母ばあちゃんだな。もう天国に逝いっちゃったけど』

『しんじゃったの……？』

『ああ、だからもう会えない。もう話せない……もっとも、生きてた頃ころもろくに話さなかったけどさ。

　母さんは俺が物心付く前から仕事にかかり切りで、俺は昼間、冬風……今日の昼間に会った女の子の家に預けられてた。ほったらかしだよ。でもって毎年、誕生日やクリスマスのプレゼントは、母さんが仕事で作ったゲームなんだ。一いつ般ぱん公開前だって言ってたけど、要はベータ版だからな。不具合だらけで、うんざりすることもあった』

『だっこはしてくれた……？』

『あー……ほんのたまに、かな』

『それはさびしかったね』

『そうだな……そんなだったから、俺は母さんのこと、好きじゃなかった。母さんが珍めずらしく休みを取れた日でも全然話さなくて……そんなことしてる内に、母さんは死んじゃったんだ』

『しぬ、ってあれだよね……こわいやつ』

『ああ、怖こわいことだ。何が怖いって、葬そう式しきの日、母さんの友達だったって人に言われたんだ。「お母さんは、あなたのためのゲームを作ってたのよ」って。

　俺には父親がいなくて、母さんは働かなくちゃいけなくて、遊びに連れてってもらうこともほとんどなかった。でも子供にはいろんな世界を見せたいっていうのが母さんの考えで、だから一いつ生しよう懸けん命めいに作ったんだ。子供おれが、一人でも安全に、自由に駆かけ回れる、広くて楽しい世界を。……きっと母さんの頭の中じゃ、ろくに会話もない息むす子こはずっと、春羽くらいの弱くて小さな子供のままだったんだろうな。

　そして最後に作ったのが、この「クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ」だ』

『ここが……ここが、おばーちゃんがつくったセカイ……』

『バカだよな……俺も母さんも。

　母さんは俺のために頑がん張ばって、スゴい世界を作ってくれたけど、俺が欲しかったのは平へい凡ぼんでも母さんがそばにいてくれる世界だったんだ。母さんは何も解わかってなかった。でも、俺は結局、それを母さんに伝えられなかった。

　それじゃ母さんも解ってくれないし、俺も母さんの努力が俺のためだったことが解らなかった。親子そろって口くち下手べたで、察しが悪すぎたんだな。

　でも、だからこそ、今も生きている俺は母さんの想おもいを目め一いつ杯ぱい受け取らなきゃいけないって思うんだ。母さんの遺のこした世界、俺のために用意してくれた世界──それをどこまでも受け取りたい。

　それが俺にできる、母さんへの弔とむらいだと思うから』

『とむらい……って、なぁに？』

『それは……大切な人に、心を込めてサヨナラをすることかな』






　当然と言えば当然だが、ハルハの口にした理由はメメントには全く理解できないものだったらしい。

『……よく解りませんが、要はハルハを育てたクランプとミーファのために戦うってことですか？』

『そうだよ。ハルハには、おとーさんとおかーさんしかいないもん』

『彼らは、ただハルハを調律しただけの存在ですよ。一ひと山やまいくらの人間です。希少な存在であるハルハが生命を賭かけて守りたいのが、彼らの自由なんですか？　命ですらなくて？……なんですか、それ？

　ふざけている』

　メメントは明らかに混乱していた。それでも笑え顔がおのままで。

　ハルハは違ちがった。さっきまでの無表情が噓うそのように、激しく顔を崩くずして叫さけんだ。

『ふざけてなんかないっ！

　おとーさんもおかーさんも、ハルハがだっこしてっていったらだきしめてくれるし、いっしょにねむりたいっていったらねてくれるし、ワルいことしたら、おこってもくれる！

　ホントのコドモじゃないハルハを、きもちわるがらずに、いっぱい──いっぱいスキだってだっこしてくれる！』

　返事に窮きゆうするメメントを放って、ハルハはにわかに勢いを失ってうつむいた。

『そんなやさしいおとーさんとおかーさんがね、ケンカしてるんだよ……ゲームのなかではいつもニコニコしてたのに。

　きっと、ハルハがあっちにいって、こまらせてるからだよ……』

　そんな風に自分を苛いじめてみても、顔を上げたハルハの瞳ひとみは悲しみではなく零ゼロの諦てい観かんに彩いろどられていた。

『だから……だからハルハはワルいコの、ニセモノコドモだから、どうでもいい。ただおとーさんとおかーさんのたいせつなばしょを、まもれたら、いい』




　新納は、自分の背後でラミエルを着ける遊と美遙に、振り向かずに問いかけた。

「いいんですか？　実家に帰ると言ってましたが」

　美遙は無視をした。遊は犬歯で斬きりつけるような声を出した。

「かまうもんかよ」

　実際、春日井遊は怒いかり狂くるっていたのだ。

　メメントに、新納に、春羽に──そして、誰だれよりも自分自身に。




　　　　◇




「──なんにせよ、ハルハの負けです。そして、エラーをただせないようなトゥルーはそれ自体がエラーです……めちゃくちゃですよ」

　だらりと持ち上げられたメメントの銃じゆうが、うずくまったハルハの眉み間けんに狙ねらいを定める。

　ハルハは臆おくさず、その銃口を真っ直すぐに見つめた。片かた腕うではまだ動かない。立てば周りを囲むＮＰＣたちから滅めつ多た撃うちにされる。擬シム・ス験テイミユ毒ラントの影えい響きよう下で殺されれば、現実の春羽の肉体にも深刻な神経異常を来きたすかも知れない。死ぬかも知れない。

　だが問題ない。ハルハにとっての勝利条件はメメントの無力化だけだ。他がどうだろうと、全く問題ない。

　この至近距きよ離り、撃たれる瞬間に無事な片腕でナイフを投げれば、自分の頭ず蓋がいを砕くだかれる衝しよう撃げきを体内で循じゆん環かんさせて投とう擲てきに乗せ、メメントの喉のどを貫き頸けい椎ついを折れる。

（シんで、コロす）

　それで終わりだ。遊や美遙に必要な『ＣｔＧ』の世界は守られ、春羽のために彼らが困ることもなくなる。もたらされる結果は至って合理。両親を困らせるニセモノニンゲンはミナゴロシ。ハルハもまとめてミナゴロシ。

　それが、この美しい世界がハルハに指し示す、たった一つの冷さめた方程式やりかた。

　チャッ……と、メメントが撃げき鉄てつを起こし、ハルハが最後の刃やいばを袖そでから取り出し。

　そして。




　鐘かねが鳴り響ひびいた。




　メメントの背後、小さな教会から生えた鉛えん筆ぴつのような鐘しよう塔とうの鐘が、高らかに歌っている。

「「っ…………」」

　あるいは不思議なことに、メメントもハルハも動きを止めていた。全く同時に、視線を教会の扉とびらに張り付ける。異界へ続く鏡の家。

　その扉から出てきたのは、人造少女たちが想像した通りの二人だった。

　あからさまに似合わない重武装のクランプと、彼に手伝わせながら大きな角形のギターケースを引きずるように運ぶミーファ。

　決意という名のベクトルで確しかと地面を踏ふみしめ、ハルハの家族がやって来る。

　メメントはハルハに銃を向けたまま、大おお袈げ裟さに肩かたをすくめてみせた。

「その節はどうもです、おにーさん。またお目にかかれるとは思いませんでしたよ」

「まぁ、同感だ」

　クランプとミーファは、メメントやハルハ、大量のＮＰＣたちから十数歩という距離で立ち止まった。放り出された大きなギターケースが、どふんと飛べないような音を立てて倒たおれる。

「どういった御用件で？」

　問いつつもメメントの意思は無数のＮＰＣを操あやつり、クランプとミーファに何十もの銃口を向ける。クランプは構わずに答えた。

「うちのハルハを迎むかえに来た」

　クランプと目が合うと、ハルハは怯おびえたように瞳を揺ゆらした。

「ついでにメメント、お前を倒して帰る」

「できると思いますか？　三対二二ですよ」

「数え間ま違ちがったわね」

　あっさり言うミーファに、メメントは「はい？」と純じゆん粋すいな不理解の声を上げた。対してミーファは、ハルハの聞いたことのない強い声で告げた。怒おこっている。ハルハが傷付けられたことに、怒っている。

「あたしたちを三人きりだと思ったのが間違いだってことよ。

　──伏ふせてハルハっ！」

　叫ぶや否いなや、ミーファとクランプは地面に身を投げた。

　そして、地面に置かれたギターケースの蓋ふたが吹ふっ飛んだ。天高く吹っ飛んだ。

　あまりにも気持ちよく空を舞まったものだから──不覚にもメメントは、それを見上げてしまった。彼女と思考のつながったＮＰＣもそれに倣ならう。逆にハルハは、素す直なおにミーファの指示に従った。それは一秒にも満たない一いつ瞬しゆんのことだったが、死命を制する一瞬だった。

　ギターケースの中から、ずもももッ！　と猛もう烈れつな勢いでぬいぐるみのようなものが膨ふくれ上がる。布ふ団とん圧縮袋ぶくろから出した布団が復元する様を早回しにしたような光景。そのぬいぐるみには傘かさがあり、腕うでがあり、落書きのような顔があり、多た砲ほう身しんの機関砲を抱かかえていた。

　──賢けん明めいな諸氏はすでにお察しのことであろう。わざとらしく西部劇の虐ぎやく殺さつシーンの定番銃じゆう器き・ガトリング砲など抱えたパヤキノ氏の勇姿である。

「──レッツプレイ」

　キノコは無情に告げ、そして定番通りの虐殺が始まった。

　本来は銃じゆう架かを使って運用される大型砲を軽々と振ふり回し、回転する砲ほう塔とうから連射される弾だん丸がんでＮＰＣたちの命を雑草のように刈かり取っていく。でたらめに飛び散る血ち飛沫しぶきが、生なま臭ぐさい霧きりとなって空気を朱あかく染め上げた。

「おい、なんだあのキノキノ……あんなデカいのいたか？」

「む、無む茶ちや苦く茶ちやしやがる……」

　いつの間にか遠巻きに観戦している野次馬たちが、ひそひそとささやき合う。

「うふふふ……あれは荒こう野やの人ひと攫さらいパヤ・ザ・キッドさんですよ」

「御ご存ぞんじないとは遅おくれてますなぁ」

　訳知り顔で解説しているのは、見覚えのある老ろう夫ふう婦ふだったりしたが。

　それはともかく。

　弾たまの限りの掃そう射しやが終わった後に残ったのは、パリパリと空気を叩たたく残ざん響きようと、頭から脚あしからでたらめに打ち砕かれて血ち溜だまりに沈しずむマネキンの群れだった。

　悪夢のような地じ獄ごく絵え図ずの中にあって、メメント一人だけが無傷で立っている。ただ、ハルハからは離はなれざるを得なかった。

　だから、銃じゆう撃げき音が終わって顔を上げたハルハが見たのは、自分の傍かたわらにしゃがみ込むクランプの姿だった。ミーファの顔は見えない。だって、体を起こした途と端たんに抱だき締しめられてしまったから。

「おとーさん、おかーさん……なんで……？」

「遅おそくなってごめん」

　クランプは傷口をなぞるようにハルハの頰ほおを撫なでた。くすぐったい。ハルハは身をよじって目をそらした。

「こないでっていったのに！　……また、しんじゃうよ？」

「俺が弱かったせいで、ハルハに無理させちゃったな。でも、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

「ついてきたらじっかにかえるって、いったのに……」

「帰るさ。ハルハの実家いえは、俺たちの家だろ」

「……っ……」

　さっきまで機械仕じ掛かけ同様だった体を緩ゆるませていくのは父の言葉で、母の温ぬくもりで。

「だから」

　そこでクランプは、厳しい顔になってハルハの目を見つめた。それから、固めた拳げん骨こつをハルハの頭にごつんと下ろす。ゲームの中なのでハルハに痛みはない。ただ、「本気」の圧力が有う無むを言わせず頭の中に沁しみ渡わたった。

「『ホントのコドモじゃない』なんて、二度と言うんじゃない。

　もし言ったら、その時は」

　最後まで厳しく叱しかるつもりだった口は、でも堪こらえきれずに泣き笑いの形にほころんだ。

「親子の縁えんを切るからな」

　撃たれても死を覚かく悟ごしても崩れなかったハルハの表情かおが、あっさりと砕けた。

　ぽろぽろと、ぽろぽろと。




　　　　◆




「泣いてる……」

　春羽の横たわる揺よう籃らん型ラミエルの中をのぞき込んだ甚目は、自分でもよく解わからない驚おどろきに駆かられて呟つぶやいた。

　そしてすぐに、その理由に思い当たる。

　仮想世界に生まれたハダリーズは、人間の赤あかん坊ぼうの仕事──食べること、寝ねること、そして泣くことを経験せずに育つ。飲食も睡すい眠みんも不要な仮想世界では、生命を維い持じすることに努力も援えん助じよも必要としないからだ。そうして彼らは、生きる上で他人を信しん頼らいし、助けを求める原体験を持たないまま知ち恵えを得てしまう。

　一見甘えん坊のハルハも例外ではなかった。だから彼女は、メメントのような「敵」が現れた時、遊や美遙を頼たよるのではなく守ろうとしてしまった。

　そんな、泣くことを知らなかったハルハが生まれて初めて流した涙なみだは、うれし涙だった。

　甚目はその奇き妙みような、異様な、新世紀的な祝福に、やっぱりよく解らない感かん銘めいを覚えて、震ふるえたのだ。




　　　　◇




「さて」

　クランプはおもむろに立ち上がり、メメントを睨にらみ付けた。

「現実むこうはもう夜中なんでね。さっさと終わらせてもらう」

　メメントは、オーバーな仕草で両手を広げてみせた。

「御一家──そのキノコさんと四人がかりなら勝てるとでも？」

「愚ぐ問もんを聞いた。図に乗るなよ電トイ脳児ヘツド、お前の相手くらい俺一人で十分だ」

　一瞬、笑え顔がおを貼はり付けていたメメントの顔が無表情になった。その表情が怒ったのか、呆あつ気けにとられたのか、あるいはその他の何かなのかは判わからない。誰だれにも判らない。

　彼女はリボルバーのシリンダーを開き、連動して表示されたサブメニュー画面から弾丸を装そう塡てんした。

「決けつ闘とうという奴やつですか。面おも白しろいですね、ガンスリンガー」

　銃をガン帯びスリた者ンガー。メメントがそう呼びかけたのは恐おそらく、クランプが両りよう脇わきと両りよう腿もものホルスターに計四挺ちようもの拳けん銃じゆうを携たずさえている様を皮肉ったものだろう。鞘さややホルスターに格納した武器は、アイテムボックスから引き出す待機時間を経ずに装備できるメリットがある。が、弾たま切れしたなら弾だん倉そうを交こう換かんする方が明らかに経済的であり、腰こしに下げたショットガンも含ふくめて五挺も銃を持ち歩くプレイヤーはまずいない。

「ミーファは俺のステータスを底上げする歌を。パヤキノは二人を守ってくれ」

「おとーさん、そいつはハルハが──」

　あわてて立ち上がろうとするハルハだったが、ミーファが放さなかった。クランプはハルハの頭をくしゃっと撫でて、メメントの周りを回るように歩き出した。

　落ち着きなく身をよじるハルハに、ミーファが優やさしく諭さとす。

「ハルハ。今はクランプを……わたしたちの春日井遊くんを、信じてあげようよ」

　彼女はきょとんとするハルハの頭を抱き締めて、いっしょに彼を見た。メメントを中心に円を描えがくように遠ざかっていくクランプの背中を。

「あの人、ゲームの中だとちょっとだけカッコイイでしょ？」

　ハルハを止めたのはミーファの言葉でも腕の力でもなく、その声に含まれた淡あわいような熱だったのかも知れない。




　ミーファの清さやかな歌声が荒野の町の地を駆けて風を胎はらみ、遥はるか空へと舞い上がる。


　──曲名そのなは『The Perfect Gamer』。調べは軽快で勇ゆう壮そう、詞ことばは想おもい人に捧ささげられる信頼と祈いのりで紡つむがれる。



　その歌声に身体フイジ能力カル全ぜん般ぱんを引き上げられるのを感じながら、クランプは腰から水平二連式の短縮散ソード弾銃オフを抜ぬき、メメントへ問いかけた。

「なぁメメント。お前、俺がなんでスカラベと呼ばれてるか、判るか？」

「？　いいえ。それが何か？」

「そうか──だったら俺の勝ちだ」

　彼の浮うかべた笑みが癇かんに障さわったとしか思えないタイミングで、メメントは全く脈みやく絡らくのない挙動で銃を構え、発はつ砲ぽうした。神しん獣じゆうの名を持つ回転式拳銃の殴なぐるような砲声は、惨さん劇げきに萎い縮しゆくした町を手て荒あらく震わせ、辻つじの彼方かなたへ疾はしって消えた。

　メメントには見えていた。『ＣｔＧ』の世界はハダリーズにとって決定論の世界だ。常に向こう数秒の未来を正確に演算して予測できる。だから銃じゆう弾だんはクランプの首を吹き飛ばし、新たなマネキンを作り出す未来が見えていた。

　だが。

　弾丸はクランプを捉とらえなかった。それどころかメメントは、クランプを見失った。見えていた未来ごと見失った。


　故ゆえに、真横から飛んできた散さん弾だんの直ちよく撃げきを避よけられたのは純粋な反射神経に依よるものだった。それでも死角から放たれた散弾を完全には回かい避ひできず、肩かたに引っかかれたような傷が生じる。ぷつぷつと血がしぶいた。──Graze Hit !



「図に乗るなと言ったぞ」

　クランプの声は散弾の起点から少しずれた場所から聞こえた。今もゆっくりと、いたぶるようにメメントの周りを歩いている。

　メメントは混乱した──理解できない。今のは、この世界の物理上、システムのルール上、ありえないことだ。

　クランプはあの一いつ瞬しゆんで六メートル以上の距きよ離りを移動していた。メメントですら実現不可能なスピードだし、そんな短距離を空間転移するスキルやアイテムは『ＣｔＧ』に存在しない。特にガンマンズ・グレイヴでは、移動系で解禁されているアイテムは『旅の轍わだち』という直近に立ち寄った教会へワープする物だけだ。

「お、おい……あいつ、スカラベのクランプじゃないか？　ほら、ランキングの」

「プレイ時間当たりの攻こう略りやく進行度で異常な数字を出して、改造チートを疑われてた奴か？　でもそれにしちゃステータスが低すぎるし、『ＣｔＧ』でチートって聞いたことないぞ」

　野次馬がひそひそとささやき合っているが、的外れだ。今のはデータの改造で起こせる類たぐいの現象ではない。それは断定できる。だからこそ解らない。

「何を……したんです？」

　その事実は彼女にとって屈くつ辱じよくに当たるはずだったが、しかしメメントは笑っていた。混乱のただ中で笑っていた。対するクランプは平然と答えてくる。

「スカラベだよ。理り不ふ尽じんになるから対人戦ではまず使わないんだけどな。だが、ハルハの障りになる奴が相手なら話は別だ。出し惜おしみも容よう赦しやもしない。全力で叩き潰つぶす」

「…………へぇ」

　メメントは、今度は銃ではなく足を使って攻せめた。腰裏に帯びていたナイフを抜き放ち、あっと言う間にクランプの懐ふところに入り込む。心臓目がけて刃やいばを走らせた瞬しゆん間かん、クランプの目の前にメニュー画面がちらついて消えて──

　クランプの姿も消えていた。

（またっ──!?）

　今度は撃うたれるのを待たず、勢いのまま前転して地面に逃のがれる。予想通り、唸うなるような散弾がメメントの立っていた空間を吹ふっ飛ばす。

　立ち上がって銃を向けた時には、五、六メートル離はなれたクランプはショットガンを捨てて脇のホルスターから一挺ちよう抜ぬいていた。なんの変へん哲てつもない、ガンマンズ・グレイヴでもオーソドックスなタイプの自動オート拳マチ銃ツク。

　メメントは構わずに撃った。クランプの銃に装塡できる弾だん丸がんなら大した威い力りよくは出ない。たとえ相打ちでもメメントが致ち命めい傷しようを受ける可能性はゼロだった。

　メメントの撃った弾丸はまたしても不可解なかわされ方をした。だが先ほどまでとは違ちがって、クランプが瞬間移動した距離はわずか数十センチだった。ゲンブの大口径弾丸の衝しよう撃げきを受けてわずかによろけてすらいた。

　しかし、メメントを襲おそったのはさらなる不条理だった。

　クランプの銃から放たれた弾丸もまた的を外した。この近きん距きよ離りでも銃弾をかわすメメントの反射神経と素す早ばやさは、やはりクランプを遥かに凌りよう駕がしている。

　だが、標準的な拳けん銃じゆう弾だんであるはずのその弾たまはメメントの左ひだり肩かたをかすめて──背後の酒場の壁かべを派手に爆ばく砕さいした。酒場の中からバーテンダーの悲鳴が聞こえたのは捨て置くとして、尋じん常じような威力ではない。かすっただけのメメントの肩が砕くだけて、だらりと腕うでが垂れ下がる。

　この威力はまるで、対大型モンスター用大口径ライフルの徹てつ甲こう弾だんだ。当たり前だが、ごく普ふ通つうのハンドガンで撃てるような設定にはなっていない。

　そして、そのごく普通の銃はおよそ普通でないことになっていた。クランプの手を離れ、宙に浮いていたのだ。

　自動拳銃は撃つと同時に薬やつ莢きようを排はい出しゆつする演出があるのだが、それのメカニズムが途と中ちゆうで止まっている。具体的には、大きすぎる薬莢がスライドカバーに引っ掛かって排莢の物理処理が最後まで実行されず、ガカガカガカガカガカ…………と病的な音を延々と鳴らして宙空に固定されてしまっている。

　宙に固定され二度と撃つことができなくなった銃を放ほう棄きして、クランプは次のホルスターから同型の銃を引き抜いた。なんのことはない、あの馬ば鹿かげた多重装備は、銃を一発ごとに使い捨てるための便べん宜ぎなのだ。

「これは……そうか！　これはっ──」

　そしてここに至って、メメントはようやく理解した。クランプの挙動がメメントに理解できない理由、物理演算の矛む盾じゆんで宙に留とどめられる拳銃、そしてスカラベの異名の意味──

「これは、バグだっ!!」




　　　　◆




　バグｂｕｇ。コンピュータのプログラム上の不具合や欠けつ陥かんを、隠いん微びに蠢うごめく虫バグに喩たとえてこう呼ぶ。

「……なるほど、そういうこと」

　手元の端たん末まつに『ＣｔＧ』ゲーム制せい御ぎよ部分のソースコードを呼び出していた甚目左ひだりは、クランプの起こした奇き妙みような現象の原因を見つけ出していた。

　物問いたげな視線を向けてくる新納に、事のからくりを説明する。

「まず、クランプが瞬間移動じみたことをする仕し掛かけですが……

　転移アイテム『旅の轍』は、転移中の回線不調などで起こりうる不具合を回避するために、転移前の座標を変数域に格納、トラブル時にはプレイヤーを元の座標に戻もどす機能があります。この変数はアイテム使用の最終確かく認にん時に取得され、キャンセルすると消去されますが、アイテムよりもレスポンスの優先順位が高いメニューを開いてそこから特定の順序とタイミングでメニューを閉じると変数消去のサブメソッドがキックされず座標情報が残ります。

　その後、歩いて移動した後に『旅の轍』を使い、使用の最終確認までメニューを進めた状態で強制ログアウト画面を呼び出しキャンセルする。そうすると転移中の回線トラブルと同じエラーコードがシステムに報告されて──移動する前の位置に戻ります」

「話が長いな……つまり、どういうことだい？」

「単純な座標バグです！　自分の歩いた軌き跡せきのどこかで座標情報を取得して、任意のタイミングでそこに瞬間移動できる……いわゆる裏うら技わざですね」

「裏技！　現代にも存在するとはねぇ。じゃあ、あの拳けん銃じゆうからライフル弾だんが撃たれたのも」


「バグです。弾丸の弾倉へのセットは、手動で直接装そう塡てんする方法とメニュー画面から一いつ括かつで行う方法の二通りあります。後者の銃と弾丸の適合判定は仮想世界側の物理演算ではなく、『ＣｔＧ』のゲームシステムで処理されます。セット可否の判定はアルファベット二ふた桁けたと数字六桁の組み合わせ──例えば『GB000001』だとか『RB030103』なんかのＩＤを参照して行われます。

　ところが徹甲弾のデータは製作途中で一度ボツになって後から再実装された物で、どうやらその際のインポート・ミスで本来『RB020013』となるところが『 B020013』と誤った書式のＩＤが付いてしまいました。

　そして弾丸セットの可否を判定するプログラムは空白をワイルドカードとして処理してしまう仕様になっているせいで、ＩＤ『GB020013』の拳銃弾を装塡可能な銃全すべてにあの強力な弾丸がセットできる状態になってしまっているわけです。



　もっとも、御ご覧らんの通り一発撃ったら排莢の物理演算との兼かね合いで銃がオシャカですが」

「……しかしてスカラベ、か」

　新納は、低く笑った。

「因果な親子たちだ」




　フンコスカロガシラベは古代エジプトで太陽神の象しよう徴ちようとして神聖視され、護ご符ふや装身具にその姿が彫ほり込まれたという。

　スカラベ、虫の護符おまもり。虫バグで護まもる少年。

　スカラベのクランプ。

　それは、バグを利用したクランプのプレイスタイルを知った古参のプレイヤーが稚ち気きを出して付けた二つ名だったが、遊は不思議と気に入ってタグを除けずにいた。微び妙みように間の抜ぬけた響ひびきが自分に相応ふさわしいと思った。

　小さな頃ころから母の作ったゲームを遊ぶことが生活の一部であり、公開クロー前ズドの試作バージョンを散々体験してきた遊にとって、バグは空気のように在って当たり前の存在だった。

　最初の内は苛いら立だちと呆あきれだけを感じていたが、多くのそれに行き会う内に法則性が見えてきて、どうしてそれが起こるのか、内部でどんな処理ミスが起こっているのかがなんとなく予想できるようになってきた。それは、粗そ忽こつなところのあった母らしいミスだと、そう感じた。そこには、いつも家にいない母が、いつだっていたのだ。

　それからは不在の母の部屋に入り込み、プログラム処理のフロー案を書いたメモを見つけたり、付ふ箋せんだらけのプログラミングガイドを開いてみたり──母のゲーム思想や悪あく癖へきを客観的に感じ取り、その間かん隙げきを見つけ出す一種偏へん執しつ的な行こう為いに憑つかれ出した。

　それは、母の仕事の欠陥を探すことで家に捨て置かれたことへの復ふく讐しゆうに代えようとする、歪ゆがんだ愛情だったのかも知れない。

　そうやって、蟻ありの巣を襲うアリクイのように、母のゲームに潜せん在ざいしていた大量のバグを見つけ出してきた。ゲームの進行に関かかわる、ないし所持金やパラメータが異常な数値になるといった大きなバグは運営に報告して直してもらった。だが、それ以外の細かかったり極きよく端たんに再現が難しかったりするバグは報告せず、自分だけの物にした。

　誰だれにも渡わたさない、密ひそかな宝物。スカラベの宝石。母さんのフラグメント。

　母のゲームに、母と遊の関係に。

　残された傷バグが今、遊に新たな家族を守る力を与あたえていた。




　　　　◇




「大した威力ですが」

　メメントは、クランプの正体を把は握あくしたことで混乱から脱だつしていた。

「当たらなければどうということはないですし、そうそう当たるものではないんですよ」

　イレギュラーなバグ・ガンといえど、弾丸の種類が判わかってしまえば避よけるのはそう難しくない。瞬しゆん間かん移動の方も、さすがに原理までは判らないが法則は見えてきた。恐おそらくクランプは、瞬間移動に攪こう乱らんされたメメントが隙すきを見せたところにバグ・ガンを撃ち込んで勝負を決するつもりだったのだろう。だが、空から振ぶりした奇き襲しゆうほど悲ひ惨さんなものはない。

　バグ・ガンの初撃で決められなかった時点で、クランプの敗北は確定したのだ。

「終わりです──」

　銃じゆう口こうをクランプに向け、ためらいなく引き金を引く。前三回と同じくクランプの姿が消えた。だが、クランプは直前に転移してからほとんど動いていない。今までのパターンからして、あの転移バグは前回に現れた場所から転移前の地点のどこかにしか出られないはずだった。

　その程度の範はん囲いならば、向こうが出現した瞬間に撃ち殺せる──メメントはそう考えた。

　しかし。

　クランプ消失からコンマ三秒後。

　彼の顔は、メメントの目の前に現れた。

「ッ!?」

　再び混乱する。メメントは正確に記き憶おくしている。クランプはそこには半歩も進入していないはずだ。なぜ転移できる？　予測した転移の条件が間ま違ちがっていたのか？




　その実態は「装備変へん更こうのプレビュー画面を呼び出して『全ての装備を外す』を選せん択たくした瞬間にメニューを閉じるとプレイヤーの姿が一いつ瞬しゆんだけ透とう明めいになる」という別のバグだった。単体ではなんの役にも立たない、たとえ運営に報告しても修正されず放置されるであろう些さ細さいな不具合だ。

　しかし、再三に渡って座標バグ転移を見せられたメメントにそれを識別するのは至難の業わざであり、逆にコンマセコンドで状じよう況きよう判断を行うメメントだからこそ惑まどわされた。

　バグの心理的コンボ。メメントは、まんまとそれに囚とらわれた。




　だが。

　それでもメメントの勝利は揺ゆるがない。クランプが密着状態でバグ・ガンを撃うとうとしても、それより速く撃ってみせる。彼ひ我がの速度にはそれだけの差がある。

　だが、しかし。

　次の瞬間には、撃つべきメメントのゲンブがその手から消えていた。


『Snatch !』






《強奪スナツチ》成功の合成音声が決けつ闘とうの至近空間に声を上げ、漆しつ黒こくの巨銃がクランプの手中に移動する。

　クランプは姿を消した瞬間に銃を捨て、あらかじめ無手になっていた──《強奪》スキルを使用する条件を満たしていた。

　なぜなら彼は、メメントの力量を侮あなどっておらず、至近距きよ離りで先制できたとしても打ち負けることを理解していたからだ。なぜ理解していたか。それはハルハが、戦いの中でメメントのポテンシャルと限界を見せてくれたからだ。

　だからこそ、メメントと対たい峙じしてからの行動の全てを、接近して銃を奪うばうこの一瞬のための伏ふく線せんとして仕込むことができた。

（勝つ！　勝って春羽に言わせてもらう！

　謝るんでも、叱しかるんでもない──『想おもってくれてありがとう』ってな！）




　それでも。

　それでもまだ、メメントは己おのれの勝利を疑わない。

　銃を奪われたと認識した次の瞬間、袖そでから小型デリン拳銃ジヤーを抜き放つ。クランプが奪った銃の予備動作を終えるより先に顔面を撃ち抜く──メメントにはそれができる。




　しかし、だがしかし。

　それでも。

　少女たちは、クランプの家族たる少女たちは、もう確信していた。この決闘の勝者がどちらであるかを。

『無手の状態で敵の武器を盗ぬすんで、タイミングよくセミオートの攻こう撃げきを発動させると、予備動作を大きく省略して攻撃できるんだ。「ＣｔＧ」独特な仕様だな』

　二人は、春日井遊の語ったその言葉を忘れていなかった。

　そしてメメントは、それが実は仕様ではなくバグだったので予想できなかった。

　クランプはすでに、腰こし撓だめに構えた銃じゆうを一メートルに満たない距離でメメントに向けている。ほぼ同時にメメントのデリンジャーの射線がクランプを捉とらえる。

　ミーファとハルハは、声の限りに叫さけんだ。




「「獲とったぁっっっ!!」」










　三さん連つらなりの轟ごう発はつが、この町の全ての声と風を殺したかのようだった。

　それは《ファニング》と呼ばれるリボルバー専用の高速連射スキルだった。引き金を引いたまま掌てのひらで撃げき鉄てつを繰くり返し叩たたく挙動が扇フアンであおぐのに似ていることからそう呼ばれる。

　──ガンマンズ・グレイヴ最大威い力りよくの拳けん銃じゆうである『Ｉ．Ｅ．ゲンブ』。その残ざん弾だん三発が一瞬でメメントの腹に撃ち込まれた。オーバーな発射音と発火炎えんを伴ともなうその様は、銃じゆう撃げきと言うよりも爆ばく破はに近かった。

　そしてその轟音の余波が乾かわいた大地に吸い込まれて消え去ると、訪おとずれたのは静せい寂じやくだった。決闘の終結は、すべからく厳げん粛しゆくな空気を生み出す。

　次に聞こえたのは、クランプが銃を地面に落とす、呆あつ気けないような音だった。クランプは自分の立てたその音でようやく勝利を認にん識しきした。うるさいくらいにアラートを鳴らしていた心音が収まり、銃声に怯おびえ隠かくれていたかのような風の音が決着の巷ちまたに舞まい戻もどる。

　その風の流れに視線を乗せて、クランプは彼女を見やった。

「……拳銃は良いですね……人が人の間で人を殺すための道具。メメと違ちがって、自分の存在意義が自明で全まつとうしてます……」

　ハルハきぼうの彼ひ岸がんに咲さいた、黒い少女はな。

　腹を横断するように撃ち砕くだかれ、上半身と下半身が千切れ飛んだメメント。

　跪ひざまずく姿勢で崩くずれ落ちた下半身はすでにマネキンと化し、それを失った上半身は両りよう腕うでを大きく広げて大の字ならぬ十の字で地面に転がっている。

　その姿は、折り紙の「やっこさん」の袴はかまが脱ぬげた様とよく似ていた。手た折おられた、人ひと形がた。

「……その点、やっぱりメメはエラーでした……エラーだから、悪いことさえも成し遂とげられない……」


　腹に開いた大口から冗じよう談だんみたいに流れ出す血が、地面にNear Contact Shot !の文字を描えがいている。クランプは無む性しように苦々しくなって血文字を踏ふみ潰つぶそうとして、それは『ＣｔＧ』の化け身しんとも言えるハルハやメメントを汚けがすことでもあると思い付いて、やめた。



「ハルハの勝ちです。得心が行きました。ええ、納なつ得とくして眠ねむれますよ」

「お前……『成功作』のハルハと全力で戦って敗まけて、決定的な『失敗作』になることが目的だったのか」

　人間になるために生まれたのに人間になれなかった──存在意義を失ったメメントにとって、明らかな定義を得ることだけが唯ゆい一いつの望みだった。たとえその答えが、廃はい物ぶつだったとしても。

　クランプはメメントに歩み寄り、膝ひざを突ついて首を横に振ふった。

「だけど違うよ。お前を倒たおしたのはこの俺だ。インチキの限りを尽つくしてな」

　メメントは喉のどをァ・ァ・ァと震ふるわせた。声を上げて笑おうとして、し損そこねたらしかった。

「そういうことにしておけば、次からはハルハじゃなくておにーさんが矢や面おもてに立てますものね。でも違う。ハルハがおにーさんに守らせたんですよ……それがヒトの力。ヒトになれなかったメメと、ヒトになったハルハの違い……」

「………………」

「でもメメは今、とても幸せです……ありがとう、アリガトウ……おにーさん」

「礼を言われることはしてないと思うけど」

「だってメメは、おにーさんに敗けたお陰かげで、『旧人類にも勝てないようなクズ』と定義されたんですよ？　ハルハに敗けるよりもっと酷ひどい。もっと低い。もっと狭せまい…………ああ、路地の彼方かなたで酔よっ払ぱらいのトイレになってるゴミ捨て場に放り込まれて、吐はき捨てた唾つばといっしょくた、念入りに頭を踏みにじられている心ここ地ちですよ……

　ああ、いい…………ぎち……ぎちッと、固定される……もう、もう下を探さなくていい、底を求めなくて……ぁ…………ここが……安心、します…………」

　メメントの言葉は虚うつろに澱よどみ、夜明けの靄もやのように恍こう惚こつと溶とけていく。クランプは無理に理解しようとせず、それをそのまま伝えた。

「……何を言ってるか解わからないよ」

「当然、当たり前ですよ…………メメはエラーなんですから」




　間もなくして彼女の変じたただの屍マネキンは、どことなく満足げに見えた。




　　　　◆




「お疲つかれ様。活動停止したメメントの隔かく離りに成功したわ。それ以上騒さわぎが広まる前に戻ってらっしゃい」

　春羽の横たわるラミエル、その赤いレンズ状のパーツに報告して、甚目は大きく息を吐ついた。モニターに映るガンマンズ・グレイヴでは、春日井家御一行が万ばん雷らいの喝かつ采さいを送る野次馬たちからあわてて逃にげ出している。

　ハルハが笑え顔がおで、実に楽しそうに走っている。メメントと殺し合いをしていた時には見せなかった顔だ。偽ぎ善ぜんもいいところだと思いつつ、頰ほおが緩ゆるんでしまう。

「いやはや、まさかハルハではなく春日井くんがメメントを倒してしまうとはね。なかなかどうして、大した人ブレ形ード狩ランりナーじゃないか」

　同じ笑顔でも、新納蔓まん世せいの笑顔はどこかしら人をぞっとさせる笑みだった。

「しかし参ったな。これではこの成果リザルトがハルハのポテンシャルなのか春日井くんの特異なプレイヤー資質がもたらしたイレギュラーなのか、判断に困るところだ。この結果をどう受け止めてデータに残すべきか……いやぁ」

　困った困った、などとうそぶきつつ、彼の声こわ音ねは愉ゆ快かいそうに弾はずんでいる。これから始まる、混こん沌とんの日々を思い描いているのだろう。

　甚目は憂ゆう鬱うつに吐と息いきした。自然と目が行くのは、春羽の眠る黒い棺桶ラミエルだ。

　メメントの一件は始まりに過ぎない。あの棺桶が通じている無限のような世界は、これから戦場になる。

　ハルハという基準を得たハダリーズたちの大だい淘とう汰たが始まるのだ。

　試製乱造の段階を終え、ここから先はより優すぐれた人類の後こう継けい者しやを選ぶための争そう覇はのフェイズが幕を開ける。遊たちどころか、本当に無関係な一いつ般ぱんプレイヤーもそれに巻き込まれることになるだろう。

　ハダリーズ。未来の花嫁イヴ。

　各おの々おのが奇き怪かいな異能に目覚めた彼女らの生存戦争がどんな様相を呈ていするのか、それは甚目にも予想できない。未来は誰だれにも知れはしない。

　だが、それでよかろう、とも思う。

　優れたゲームが巧たくみにプレイヤーの探求心を刺し激げきしてやまないように、人間は一寸先が闇やみであるほど踏み出さずにはいられないのだから。

　その闇がどんなに暗く、深かろうと。




　そして、人類にはもう、立ち止まる時間は残されていないのだ。
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　その夜、小こ槌づち冬ふゆ風ふは自室のベッドの上で落ち込んでいた。

　落ち込みの理由は、目の前の箱にある。『ＣｔＧ』専用端たん末まつラミエル、その色気のないパッケージだ。つい最近、ユーザビリティが向上しデザインの変へん更こうされた新型が出たとかで型落ちしており、ほぼ半額で叩き売られていた。それでも。

　例年なら年単位で計画的に使っている小こ遣づかいが、これを買ったせいで吹ふっ飛んだ。これから先はバイトでもしなければ近場で遊ぶ資金もない。

「……あのバカが心配かけるせいで予算が台無しよ」

　冬風はぼっちではないので独り言はあまり言わない。今の呟つぶやきにも、「にー」と白しろ猫ねこのくぁん太が相あい槌づちを打ってくれる。パジャマに包まれた冬風の膝に寄り添そって丸まっている小さな座ざ敷しき猫ねこだ。

　冬風はくぁん太の背中を一ひと撫なでしてから、ラミエルのパッケージを手に取った。

　──ずっと嫌きらってきた機械だ。

　これの前にも数々のゲーム機があって、遊ゆうの母はプラットフォームを代表するようなゲームを次々に作ってきた。そして、それらがリリースされる度たびに、遊は冬風の前から姿を消した。小さな頃ころからずっとそうだ。

　口では、仕事ばかりの母親への不満を並べているくせに、その仕事自体は誰よりも楽しみにしている。春かす日が井い遊はそういう子供だった。

　小学校の低学年頃まで体が弱く家に居着きがちだった冬風の部屋へ毎日やってきて、散々愚ぐ痴ちを言った末に話し疲れてそのまま寝ねてしまう。そのくせ、お母さんから新作ゲームをプレゼントされると、そっちに夢中になってぷっつり姿を現さなくなるのだ。

　冬風にももらえるように頼たのむから、ゲームをやらないか──と勧すすめられたこともあったが、きっぱり断った。なぜあれほどの拒きよ絶ぜつをしたのか明確な理由は判わからないが、どうにもこうにも業ごう腹はらだった。

　その冬風の部屋に、遊の母の形見となった『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』の端末いりぐちがある。

　永なが年ねんマザコンぶりを見せられてきた冬風には、母を失った遊が『ＣｔＧ』に依い存そんする気持ちはよく解った。だから気が済むまで放っておこうと思った。心痛をソフトランディングさせるには良い気がしたし、その内に吹っ切れるだろう。そう思っていた。

　しかし、その結果として冬風が行き会ったのは、クギミヤミハルなるひたすら癇かんに障さわる怪あやしげな女と、ハルハを名乗る変な子供だった。

　そんな得体の知れない女たちが、春日井家に居着いているらしい。

　もう、待っていてはダメだ。待っていても、遊はこの部屋にはやって来ない。

　あのハルハという子は言っていた──『おとーさんとおかーさんはねぇ、ゲームのなかで《けっこん》したんだよ』。そして今、遊がやっているゲームは『ＣｔＧ』以外には考えられない。何かがあったのだ、あのゲームの中で。

　そうして冬風は、神話に出てくるパンドラの心地でラミエルの箱を開けた。この箱の中にあるものが、遊の現状を知ることが、冬風の世界にどんな災さい厄やくをもたらすのか知れない。だが。

「いっしょにゲームしようと言ったのはあんたなんだから──責任は取ってもらうわよ」

　宣言する少女に同意するように、傍かたわらの猫が「に～」と鳴いた。




　　　　◆




　その夜。

　釘くぎ宮みや美み遙はるは洗面台の鏡に映る自分の顔を見つめていた。

　真夜中の春日井家はひっそりと静まりかえっている。まだ慣れない他人の家の静せい寂じやくは、不思議な違い和わ感かんで肌はだにノイズを走らせる。

　風ふ呂ろ上がり、ドライヤーを当てたばかりの美遙。鏡の中の、上気した面おも輪わ。頰ほおを掌てのひらでゆっくり撫でながら、目を閉じる。湯船の中で決めたことを、体に染しみ込ませるように。

　母のこと、父のこと、春はる羽はのこと、遊のこと。

　遊と春羽がにわかな死線をくぐったことで、美遙にも思うところがあった。どんなに大切な人だって、いつまでもそばにいてくれるわけじゃない。そんな当たり前のことを、知っていたのに信じていなかったのかも知れない。

　だから──と、目を開き、鏡の中の自分を見つめ返す。

「後こう悔かい、しないようにしないと」

　そうして美遙は、遊の部屋へと足を向けた。




　　　　◆




　その夜、春日井遊は疲れきっていた。

　──長い。本当に長い一日だった。

　朝起きて、朝食を簡単に食べて、買い物に行って、冬風との遭そう遇ぐうに破は滅めつの足音を聞いて、ゲームをやって一いつ遍ぺん死んで、甦よみがえって人間コンピュータがどうのと聞かされて、ハルハの圧あつ倒とう的な戦いぶりを観みて、そのハルハを追い詰つめたメメントと渡わたり合って、なんとか野次馬から逃げ切って転移して、現実へ帰ってきてからカップ麵めんで夕食を摂とって、風呂はシャワーで済ませて。

　ようやく、春日井遊のあまりにも長すぎた一日が終わろうとしている。一〇年近くを過ごした自分の部屋に違和感を覚えるほど、濃のう密みつに心臓を鳴かされた一日が。

「ホントに長かった……」

　寝慣れたベッドの上で、遊は大きな溜ため息いきを吐ついた。緊きん張ちようの糸が切れた反動で全身が脱だつ力りよくしている。

　今は落ち着いているが、ログアウトした直後には緊張の揺ゆり返しで胃の中の物を全すべて吐いたし、春羽に気付かれないようにえずくのにさらに神経を遣った。夕食も吞のみ込むのがやっとという有あり様さまで、まるで勝ったという実感がない。

　そうやってなんとか守り抜ぬいた春羽は、今は遊の隣となりで眠ねむっている。猫のように身を丸めて、小枝のような指で遊のシャツをぎゅっと摑つかんでいる。ずれかけたタオルケットを直してやると、「んゅぅ」と綿わた飴あめを口に詰め込んだような声を出した。

　──長い一日も、再びこの寝ね顔がおを見るためだと思えば安いものではあった。

（この子がなんなのか、ずっと気になってたけど……）

　母のゲームから生まれた奇き妙みような子供。国が関かかわっているような極ごく秘ひの計画だとか言う、「新しいヒトの創つくり方」の産物。殺さつ戮りくにおいて誤ご謬びゆうなき仮想世界の最強者。

　たった二日で思い知らされた──春羽は、自分とは「違ちがうもの」だ。なぜ存在するのかすら知れない、子供。

　だが、それを認めたことで、むしろ心が据すわった。ここに遊がいて、春羽がいて、美遙がいて、遊はそれを悪くないと思っている。

　この感情は母に向けていたものに似ているかも知れない。あれだけ理解できなくて、恨うらむことがあっても、結局いっしょにいるのが悪くなかった。

　それは、春羽を好きだってことだ。母さんを好きだったってことだ。

　そんな単純な話を、ようやく認めることができた。

　だから後は、ただ真っ直すぐに向き合えばそれでいい。

（春羽から逃にげるような俺が、母さんにサヨナラを言えるわけがないじゃないか）

　心中で独りごちながら、自分のシャツを握にぎる小さな指に声を降らせる。

「ごめんな春羽……俺はやっぱりダメダメだ。生まれた時から知ってるのに、春羽の気持ちを全然解わかってなかった」

「わたしもです」

　声は、開きっ放しになった扉とびらからだった。春羽を遊に預け、洗面所で寝ね支じ度たくをしていた美遙だ。今日買ったばかりのパジャマ姿で、昨夜ゆうべよりはずっと落ち着いた装よそおいだった。

　とはいえ、夏物なので生き地じは薄うす手でだし膝ひざ下したは輝かがやくような素す足あしだし、遊をどぎまぎさせるに十二分な威い力りよくを持ってはいた。

「春羽だってゲームの中から出てきたばかりで不安だったでしょうに、わたしたちが空気を悪くするなんて」

　美遙はベッドのそばまで来て、ためらったようだった。薄うす桃もも色いろに艶つやめく爪つめを載のせた足指が、もぞと縮まる。それでも美遙は、意を決してベッドに上がってきた。

　自分の抵てい抗こう感よりも「今日も三人で寝る」という春羽との約束を優先したのだろう。遊はその誠実さと春羽への想おもいを素す直なおに尊敬した。それはそれとして、ベッドに他人の重みが乗ってくる時の不思議な蕩とう揺よう感には当分慣れそうにない。

　美遙は春羽の寝顔をのぞき込んで目にかかっていた髪かみを指で除よけてやった後、タオルケットにくるまって横になった。

「それじゃ、電気消すよ」

　はい、と密ひそやかな声の同意を受け、遊はリモコンで部屋の明かりを消した。昨晩と同じく、青白い月明かりの中で奇き麗れいな川の字が描えがかれる。

　しばらくは、春羽の寝ね息いきと美遙の落ち着かなげな衣きぬ擦ずれの音だけが聞こえていた。気配からすると、遊はもちろん美遙もしばらく眠れそうにない。

　五分ほどだろうか。互たがいの息を探さぐり合うような時間が続いた後、美遙が呟いた。

「今朝……春羽が言ってましたよ。おとーさんは甘えん坊ぼうだから、寝てる間に春羽がいなくならないように抱だき締しめてたって」

　答えは求めていなかったのかも知れない。独り言になってもいいような、小さなささやき声だった。遊は春羽の吞のん気きな寝顔を眺ながめ、笑って答えた。

「今朝はともかく、今はちょっと不安だよ。春羽が突とつ然ぜんいなくならないか……これから先も、『ＣｔＧ』を維い持じする上での厄やつ介かい事はあるだろうし」

　今回は介かい入にゆうの余地があったが、運営に関わる事こと柄がらであったら春日井遊だろうとスカラベのクランプであろうと全くの無力、蚊か帳やの外だ。何よりもそれが怖こわい。

「……でも、それは当たり前のことなのかも知れません。どんなに近くにいた人でも、失う時は一いつ瞬しゆんで……だから、大切にしないと」

　美遙は一いつ般ぱん論を言ったのかも知れないが──その言葉は遊の心に突つき刺ささった。コミュニケーションを諦あきらめて、いろいろな感情を先送りにしていたら、ある日あっさり死んでしまってそれきりだった母。

　あんなのは二度と御ご免めんだ。遊は起こさないように気を付けて、春羽の頭を抱き寄せた。

　たった二ヶ月の家族でも、この抱っこモグラは遊と美遙のために命を張ってくれた。なんとしてでも守りたい。ひたすらにそう思う。

　ふわり……と不思議なような匂においに目を上げると、美遙の頭がすぐ目の前にあった。彼女も春羽に身を寄せたからで、必然的に遊にも近付くことになる。自分も同じシャンプーを使ったはずなのに、どうしてこんなに良い匂いがするのだろう。

　ぁぅぁ……と反応できないでいる遊に、美遙はぽそりと告げた。

「……いいですよ」

「ぇっ？　な、なにが……？」

　状じよう況きようが状況だけに思わず声が上擦る。美遙は春羽の髪に顔を埋うずめていたため、彼女の顔はうかがえない。

「考えてみれば、わたしも最初は遊びで子供を育てようって言ったわけですし、もう春羽の名前のことで春日井くんを責めたりしません。

　応おう援えんしてあげます。小槌さんとのこと」

　咄とつ嗟さに否定しようとして、さっきの美遙の言葉を思い出して、できない。どんなに身近な人も、いついなくなるか知れない……

　あの小こ柄がらで表情が薄うすくて、でもお節せつ介かい焼やきなところのある幼おさな馴な染じみの顔が鮮せん烈れつに頭に浮うかんだ。

　具体的に恋こい人びとになりたいかどうかはともかくとして、遊にとって冬風が特別な相手であることは間ま違ちがいがない。母親同士が旧知の仲で、一〇歳になる前くらいまではいつもいっしょだった。姉と妹と親友を混ぜたような存在。

　それが今は、遊の意固地のせいで疎そ遠えんになってしまっている。

　昔みたいに、あるいは昔よりも彼女の近くにいたいという欲よつ求きゆうは確かにあった。そしてそれは、今認めなければ永遠に機会を失ってしまうかも知れない。

「だから、安心して下さい」

　想像の中の冬風にささやかれたような錯さつ覚かくにどきりとして、現実の美遙に目を戻もどす。春羽の髪から顔を上げた美遙は上うわ目め遣づかいにこちらを見て、告げた。

「いっしょに寝ねてることは、小槌さんには秘密にしてあげますから」
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　なぜだろう。

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん。美遙の目に揺らぎを感じてしまった瞬間。ただ気き恥はずかしいだけだったこの同どう床しようが、何かとてもいけないことをしているような気がしてきた。胸が締め付けられるようで、だから速く速く速くなる鼓こ動どうがより強きよう烈れつに感じられてくる。痛い、くらいに。

　今から一〇年前には冬風と並んで昼寝していた。向こうの家に泊とまって同じ布ふ団とんで寝たこともあったように思う。その頃ころからの腐くされ縁えんからか、未いまだに遊のことを気にかけてくれている彼女。一番近しい、近しかった、近しくありたい少女。小槌冬風。

　その冬風のいた場所に、今は別の少女がいる。ゲームの中で、実に刹せつ那な的な結けつ婚こんをした相手。「娘むすめの母親」。内気で人見知りで、特に男に対する警けい戒かい心しんが強くて、でも話してみると奇妙なくらいしっくりくる。釘宮美遙。

　その美遙と自分の間で眠っているのが、母のゲームの世界から生まれた「娘」であるところの、春羽。冬風に由来する名を持ちながら、遊と美遙を繫つなぐ強烈な鎹かすがい。甘えん坊で、思い詰つめるとちょっと怖くて、世界で一番可愛かわいい、新しい家族。

　冬風、秘密、美遙、結婚、春羽。




　…………

　……なんだこれ？




　気付けば陥おちいっていた、あまりにも複雑な状況。これから先、甚はじ目めも家に入り浸びたることになるらしいし、御近所で──冬風のいる御近所で、変な噂うわさが立つことは間違いない。

　そうだ。冬風にも、改めてちゃんと説明をしなきゃならない。誤解を解いて、突とつ拍ぴよう子しもない真相──「なんかゲームの中で生まれた娘と暮らすことになりました」──を語らなきゃならない。その後の反応が全く予想できないが（恐こわくて考えられない）。

　美遙との距きよ離り感かんも問題だ。大問題だ。何を考えているのかよく解らない時があるし、少しばかり無防備すぎる。それに、応援してくれるなどと言ってくれたものの、冬風とは致ち命めい的てきに相あい性しようが悪い気がしてならない。転校の手続き中だという話も気になる。

　そうして春羽だ。甚目によれば、いずれは小学校にも通わせるプランだという。一日中いっしょにいてやれた今日でさえ、問題の連続だった。遊たちと春羽の学校生活が始まったら、いったいどんな事態が出しゆつ来たいするやら予想もできない。

　もちろん、『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』の中で起こるであろうハダリーズ絡がらみのトラブルも含ふくめて。

　……ややこしい。

　死ぬほどややこしい日々が始まろうとしている。

　そんな中、ただ一つシンプルな春羽の温ぬくもりに慰なぐさめられながら、春日井遊はある言葉を思い出していた。

　それは数少ない、今も覚えている母の言葉だった。




『ねぇ遊。学校で何か上手うまくいかないことがあっても、神様を恨うらむもんじゃあないわよ。

　神様っていうのは、言ってみれば世界をプログラムした人でしょ。そりゃあ、悪いことがあったらそいつにクレームを入れたくなるかも知れないけど──

　でもね。

　バグのないプログラムなんて、あるわけがないんだから』




　──あんたが言うな。と、まるで春ハル羽ハのように稚ちいさな笑いが込み上げた。







　あとがき





○あいさつ



　拙せつ作さくをお手に取っていただきありがとうございます。玩がん具ぐ堂どうです。

　初めましての方も多いかと思います。一口に自己紹介しますと、こんな感じの本を書いている者です。読んだ後、なんか良い気分で眠ねむれるような本を書いていきたいな、と思いながら寝ねてます。

　書けていると良いのですが……いかがでしたでしょうか？




　そして、初めましてではない皆みな様さま。

　前著『子ひつじは迷わない　贈おくるひつじが６ぴき』のあとがきで新シリーズ云うん々ぬんと書きながら早二年。この鈍どん才さい遅ち筆ひつに愛あい想そを尽つかすことなくお待ち下さっていた心の広い読者諸氏には、お詫わびの気持ちと、それ以上の感謝でいっぱいです……

　仮にゴメンナサイをＧ、アリガトウをＡだとすると、ＧＡＡＡＧＧＡＧＡＡＡＧＡＡくらいの分布です。ありがとうございます。





○この作品について



【『桃もも太た郎ろう』で桃とお婆ばあさんが修しゆ羅ら場ばになる】

　──桃は桃もも母ははになりました。何せ長男の母なのですから正妻気取りです。お婆さんは激げき怒どしました。

「あの泥どろ棒ぼう桃ももめが……しかし桃太郎さえいなくなれば……」

　浮うき世よの鬼おにと化したお婆さん。桃太郎の大好物である吉き備び団子に毒を仕込むことを企くわだてます。しかし思わぬアクシデントから、毒の入った団子がどれか分からなくなってしまったのです。誰だれが毒団子を食べるのか……愛あい憎ぞう渦うず巻まくメイヘム・パーヴァが幕を開ける。




　──というネタ帳の一節（短編用）から膨ふくらました『ＣｔＧ ─ゼロから育てる電脳少女─』。

　膨らました、と言いつつ三回くらいダーマの神しん殿でんへ行った感じですが、ともかくも開幕することができました。オバＱ的な居い候そうろうコメディと同居ラブコメと仮想世界アクションを闇やみ鍋なべにしたような、ジャンル不ふ詳しようにも程ほどがある感じの物語おはなしになっております。

　アクロバチックなシチュエーションに放り込まれた主人公たちの、日常と冒ぼう険けんを楽しんでいただければ幸いです。脳天気なようで卑ひ屈くつでもあるハルハを応おう援えんしてやったり、春かす日が井い氏のダメ男っぷりを指差して笑ったりしてやって下さい。





○タイトル



　今回のタイトルは担当さんに付けていただきました。玩具堂に良いタイトルが思い付かず編集部を頼たよった結果です。

　ちなみに玩具堂が発案したタイトルは、『かすがい！』『Ｇｒゲーマー．スランプ　ハルハちゃん』『電でん気き羊ひつじは迷わない』等でした…………どこかにセンスは売ってませんか？　『ＣｔＧ ─ゼロから育てる電脳少女─』をよろしくお願いします。





○ツイッター




　細々とやっております。ほとんど告知しかしないかと思いますが、よろしければ覗のぞいてやって下さい。ユーザー名「gangdou」です。

「twitter　久青玩具堂」でウェブ検けん索さくしても出てくると思います。御ご自じ身しんは登録してなくても見られます。よろしくお願いします。




○次回予告



　幼馴染みフユフＶＳネトゲ嫁ミハル？　二大怪かい獣じゆう、学校を襲しゆう撃げき！

　抱だっこモグラのオーバーキル幼女ことハルハ、友達ができる！

　文脈で見るとそうでもないけど箇か条じよう書がきにするとクズとしか言いようのない女性関係を展開する男、春日井遊ゆう。自じ業ごう自じ得とくの女難が続く！

　──てな感じでお送りする予定です。

　次回もハルハとおとーさんたちの冒険と日常に御期待下さい！
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二〇一四年八月　玩具堂　拝　
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